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第 一編 免疫 方法 卜「ツベ ルク リン・ア レル ギー」トノ關係

第一章 緒 言

結 核 免 疫(狭 義 免 疫)ト 「ツベ ル ク リ ン・ア レル ギ

ー 」トノ關 係 テ研 究 セル 業 績 ノ・枚 基 二逞 ナ キ程

多撒 アル モ、 之 ラ大 別 スル ト次 ノ三派 ノ學 読 二

依 テ代 表 サ レル ト思 バ レル。 即 チ

1・ 「ア レル ギー」ト免 疫 トノ、不 卸 不 離 ノ關 係 ア

ル モ ノー シテ 「ア レル ギー」ナ ク シテ免 疫 無 シ ト

唱 フル モ ノ(掛鐵 織鍬・爲(偶lf㌃留'魅10)

2・ 「ア レル ギー一」ト免疫 トハ全 ク關 係 ナ 久 「ア

レル ギ ー」ナ ク トモ 結 核 発 疫 ハ 成 立 スル ト唱 フ

ル モ ノ
。

3・ 折 衷 論讐2η

ノ三派 デ アル。

結 核 免 疫 ト 「ヅベ ル ク リ ン・ア レル ギ ー」トハ 全

ク關1系ナ シ トi張 スルー 祇 ハ如 何 ナ ル實 験 的 根

糠 二立 ツ テ論 ジテ ヰ ル カ ト云 フ ー、 大 盟 次 ノ4

貼 二基 ヅ イテ論 ジテ ヰ ル様 二思 ノ、レル。 即 チ

1・ 速 カ ニ 獲 來 ス ル 過 敏性 炎衝 ソ レ 自盟 二 特

異 性 後 天 性 発 疫 テ 離 レテハ 感 染 防 禦 力 ノ 無 イ

事 鋤 蜀

2・ 免 疫動 物 ノ・陽 性 「ア ネ ル ギー」化 スル モ免 疫

ハ 触 存 シテ ヰ ル事{1聯 課ll卿

3.免 疫 ノ 件 ノ・ヌ 「ア レル ギー」ガ 成 立 ス ル事

緯雛搬 綴 群 勾

4・ 「ア レル ギー」ト免 疫 トノ・李 行 シナ イ事(冤

疫 方法 二依 テノ・「ア レル ギー」ノ俘 ノ・ヌ冤 疫 ガ成

立 入ル事)ラ 基 礎 ト シテ結 核 免疫 ト「ッ〈ミル ク リ

ン●ア レル ギー」トハ 全 ク關1系ナ ク「ア レル ギー 」

ノ、輩 二随 律現 象 ナ リ ト主張 シテ ヰ ル ノ デ ァル
。
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最 後 ノ黙 二關 シテノ・本 論 文 ト關 係 深 キ故 少 シク

詳 述 シテ 見 ル。

三 木 、 山 田㈹ ノ雨 氏 ノ・海 瞑 ノ 氣 道 ヨ リ 「ツ〈ごル

ク リ ン」 テ免 疫 元 ト シテ 途 入 λル時 ハ、 ソ ノ後

ノ感 染 防 禦 力又 ノ・治 癒傾 向 ハ封 照 二比 シ梢 く大

デ アル ニ モ拘 ハ ラズ、 ピル ケ氏 反 慮 ノ張 弱 ノ・實

験 動 物 ノ病 攣 ノ程 度 ニー一致 セ ズ ト云 ヒ、 岩 佐 、

菅 原㈹ ハ結 核 免 疫 ト「ッベ ル ク リ ン・ア レル ギー 」

ノ登 現 ノ程 度 トハ ー 致 セ ズ、 且 ツ副 交 感 示申経 緊

張 状 態 ニ アル皮 膚 ノ、健 常 ノ皮 膚 ヨ リ「ツ」皮 内反

癒 褒 現 ノ程 度 弱 ク又 消 失 スル事 モ速 カ デ アル ト

述 べ テ ヰ ル。

L.DienesandE.W.Sch6nheit(i9)ノ ・死 結核 菌

ラ皮 下 及 ビ静 脈 内 二接 種 シタ塵皮 下 注 射 ノ場 合

ノ・「ア レル ギー」登 現 スル モ静 脈 内注 射 ノ場 合 ノ・

「ア レル ギー」陰 性 ナ ル ニ拘 ノ、ラズ感 染 試 験 二依

ル結 果 ノ・、 静 脈 内注 射 ノ・皮 下注 射 ノ場 合 ヨ リ免

疫 性 彊 キ ニ反 シ、 皮 下 注 射 デノ・封 照 以 上 ノ抵 抗

力 テ認 ノナ イ ト述 べ テ ヰ ル。A.Calmette(50)ノ ・

動 物 實 験 二於 テ 「ヅベ ル ク リ ン・ア レル ギー」 テ

有 セザ ル場 合 二於 テモ結 核 二封 スル免 疫 ノ成 立

スル事 テ實 験 的 二識 明 シ、0.Kirchneru・E・

A.Schnieder'5i)ノ ・猿 二BCGヲ ・接 種 セル ニ海狽

同檬 再 感 染 二封 スル 冤 疫 ハ 存 在 スル ガ 「ア レル

ギー」ノ・確 カ デノ・ナ イ ト云 ヅ テヰ ル。A・Branch

andR.CufF52)ノ ・死 結 核 菌 テ 前 塵 置 トシテ筋 肉

内 及 ビ心 臓 内 二注 射 スル時 ハ 「ア レル ギー」登 現

セ ザ ル免 疫 ガ成 立 スル モ、 腹 腔 内、 皮 下 或 ノ・肋

膜 腔 内 二注 射 スル ト「ア レル ギ ー」、「アナ フ ィラ

キ シー」及 ビ菟疫 ガ ア ル ト報 告 シテ ヰ ル。F・

Klopstock(53)ノ ・人 類 二於 ケ ル 免 疫 状 態 ノ・動 物 ト

異 リ初 感 染 二封 シテ或 ル程 度 ノ免 疫 ガ存 在 スル

事 テ解 剖 所 見 ヨ リ立 謹 シ、 二 次 感 染 ノ場 合 ニ ノ・

先 天 的 免 疫 ガ 重 要 ナ ル 役 割 テ 演 ジテ ヰ ル 故 二

「ツ」感 受 性 二封 シテハ結 核 菌 膿 成 分 ト生 龍 ト ノ

間 二於 ケ ル攣 調 作 用 ガ關係 シテ居 リ、 結 核 菌 ノ

生 禮 内 二於 ケ ル生 死 ハ 「ツ」感 受 性 二 關 セズ ト云

ヅ テヰ ル。 亦 「ツ」感 受 性 ノ強 弱 ノ・免 疫 力 ノ強弱

卜李 行 セ ズ、 即 チ 「ア レル ギー 」状 態 ハ冤 疫 状 態

ノ随 件 現 象 二過 ギヌ ト述 べテヰ ル。K.L・.Pesch(54)

ノ・「ア レル ギ ー」テ登 現 スル モ ノノ・菌 盟 蛋 白 デ抗

禮 生成 二 關與 ス ル モ ノノ・燐 脂 質 デ、 此 ノ物 質 ノ・

死 結 核 菌 ノ分解 二依 テ初 メ テ作 用 ヲ起 シ、 抗 盟

産 成 二滲 與 ス ルモ ノ ラ シイ ト述 べ テ ヰ ル。K・ ・

Rupiliuざ55'ノ ・Schr6der-Thymus-Vaccinテ 以

テ海 狽 ラ庭 置 スル時 ノ、「ア レル ギー 」現 ノ、レザ ル

ニ拘 ノ・ラズ封 照 ヨ リ僅 カ ナ ガ ラ免 疫 ア ル事 ラ報

ジ、A.BranchandJ.Enderslstiハ 加i熱死 結 核

菌 ラ静脈 内、 腹 腔 内、 筋 肉 内 二、 「ホ ル マ リ ン」

死 結 核 菌 テ筋 肉 内 二注 射 セル ニ、感 染 前 ノ皮 膚

反 慮 ノ程 度 ト生 存 期 間 トノ間 ニ ノ・密 接 ナ 關係 が

ナ カ ツ タ ト報 ジ テヰ ル。B。J.Glawson(571ノ ・家

兎 二1週 間毎 二4同 侮 同1-2延 ノBCGテ 生

菌 ト死 菌 トニ分 チ テ、 皮 下 ト静 脈 内 トニ注射 シ

4群 二就 テ「ツ」皮 内反 慮 、 毒 力 牛 型菌 再感 染後

ノ生 存 期 間及 ビ補 禮 結 合反 磨 テ検 査 シタ結 果抗

膿 含 量 ト抵 抗 力 トノ間 ニ ノ・アル 關係 ガ見 ラ レ タ

ガ、 「ア レル ギ ー」ト抗 盟 拉 二生 存 期 間 トノ間 三

ハ何 等 比 較 的 叉 ノ・決 定 的 關 係 ノ・見 ラ レナ ガ ツ タ

ト報 ジテ ヰ ル。A.Baker〔58)モ 略k同 様 ナ實 験 テ

ナ シ之 テ肯 定 シテヰ ル。 川 村 ㈹ ノ・結 核 菌 膿 成分

中燐 脂 質 テ以 テ動 物 テ 免 疫 スル 事 二依 テ 「ア レ

ル ギー 」ラ件 ハ ヌ結 核 冤 疫 ノ成 立 及 ピ コッホ氏 現.

象 テ呈 セ シメズ シテ結 核 菌 ノ膿 内撒 布 遅 延 ラ明

カ ニ認 メ得 タ事 ラ報 告 シ タ。A.R.Rich(26)ノ ・結

核 デノ・ナ イ ガ徽 毒 二於 テ 「ア レル ギ ー」無 キ免 疫

テ成 立 サ セ テ ヰル 。㈹ 余 ハ緑 色 連 鎖撚 球 菌 テ静

脈 内 二接 種 スル 時 ハ 「ア レル ギー 」テ登 現 セ シメ

ズ シテ著 明 ナ ル 見 疫 ノ成 立 スル事 テ立 護 シタ。

依 テ結 核 二於 テ モ カ ・ル事 實 ラ豫 想 セ シム ル事

ノ・既述 ノ先人 ノ業 績 デ ー見 ス レバ 明瞭 デ アル。

余 ハ ノ、型 「フ ラ ン ク フル ト」株 結 核 菌(以 後 人 型

F株 結 核 菌 ト略 構)及 ビBCGテ 用 ヒ、 結 核 免

疫 ト「ツベ ル ク リ ン・ア レル ギー」 ト ノ關 係 二就

テ實 験 シ、 果 シテ 「ア レル ギ ー」ノ件 ハ ザ ル結 核

免 疫 ガ成 立 スル カ否 カ テ検 討 シ タル塵 梢 ヒ見 ル

ベ キ成 績 テ得 タル故 二以 下 項 テ追 ヒ テ報 告 ス ル

コ トニ λル。
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第二章 實験材料拉二實験方法

(一)供 試 獣

300瓦 内 外 ノ健 康 ナル 雄 性 海6冥50頭 ヲ使 用 シ、 實 験

前 「ツベ ル ク リソ」皮 内 反 慮 ヲ 検 査 ン、 陰 性 デ アル 事

ヲ確 カメ テ カ ラ實 験 二供 シタ。

(二)供 試 菌

免 疫 二 供 シ タ死 結 核 菌 ノ・教 室 保 存 ノ 人 型F株 結 核 菌

デ・ ソー トン氏 液 能i培地 二3ケ 月 間 培 養 シ、100℃1

時 間 加熱 滅 菌 ン,濾 過 乾燥 シ 贋モ ノデ ァル。BCG・ ・

ぺL乏 ニ ア ー一一二 氏培 地 二4週 間 培 養 シ タ モ ノデ ア リ
、

感 染 二 使 用 シタ 菌 ハ ペ トラニ ア ー 二 氏 培 地4週 間 培

養 ノ人 型株 結 核 菌 デ アル。

(三)免 疫 方 法

人 型F株 乾 燥 死 菌 ヲ4日 毎 二1睡 、2睡 、4睡 宛 夫 々

5頭 ノ海 狸 ノ皮 下 、 筋 肉 、静 脈 及 ビ 腹 腔 内 二接 種 シ、

BCG・ ・1睡1同5頭 宛 ノ海 狽 ノ皮 下、 筋 肉、静 脈、

腹 腔 内 二接 種 シタ。封 照 ニ ハ10頭 ノ海 狸 ヲ使 用 シタ。

(四)「 ッベ ル ク リソ・ア レル ギ ーJ検 査 法

傳 研 製 タ1「ツベ ル ク リソ」ヲ食 鞭 水 ヲ以 テ10倍 二 稀繹

・y、 ソ ノ0・1蛯 ヲ勇 毛 ジ タル 海 狽 ノ 側腹 部 ノ皮 内 二

注 射 ン48時 後 ノ獲 赤 度 ヲ 測 定 シテ、0.5糎 以上 ヲ陽

性 トシタ。 各 免 疫 群 ノ最 後 ノ威 置 ヨ1}10日 目、20日

臥30日 目 二 「ツ.皮 内 反 磨 ヲ 行 ツ テ 「ア レル ギー」ノ

有 無 ヲ精 査 ジタ。

(五)「 ス ラ イ ド ッヱル カル チ」ア」法

(全 血 液 内 培 養 法)(SlidecellCulture)

A・E・Wright61)ガ 考按 シタ"SlidecellCulture"法

ガ結 核 免 疫 ノ仔無 ヲ 知 ル ノニ 優 秀 ナ検 査 方 法 ノー ソ

デ ァル コ トへ 多 駁 ノ研 究 者 二 依 テ 倭 表 サ レテ ヰル

今 日、之 ヲ疑 フ人 ハ無 イb云 ツテ ヨ イ。1鼠 鰍 飾 鋤 箔吟ll

ll器§176、ソ ・方 法 ノ・既 二佐 藤(62)、i高橋(61),伊藤 肪1緒方1鰍、

澁 川71)氏 等 二依 リ 改良 軍純 化 サ レ 聖 表 サVテ ヰル 故

此 盧 二 ・・省 略 スル コ ト ・スル 。

前 記免 疫 海狸 ノ最 後 ノ塵 置 ヨ リ夫 々10日 目、20日 目、

30日 目 二各 頭 ノ2個 ノ 標 本 ヲ作 製 ・y
、2個 ノ・封 照 ト

シテ冷室 二、他 ・・37。Cノ艀卵 器二7日 間培・養セル後

染色楡鏡 シ、結 核菌集落 中 ノ菌数 ヲ計算 シ次 ノ如 ク

大 別 シタ.

陰性(一)菌 盤 個 々二 散 在 ジ集 落 ナク 封照 ト同様

弱陽性(±)菌 腱2-4個 相集 ツテ集落 ヲナス場合

輕度 陽性(十)菌 髄5-10個 相集 ツテ集落 ヲナス

場合

中等度 陽性(什)菌 艦11-一一・30個相集 ツテ集落 ヲナ

ス場 合

弧 度陽性(柵)菌 禮31-50個 相集 ツテ集落 ヲナス

1場合

最 強度 陽性(・HH・)菌艦51個 以上集 ツテ集落 ヲナス

場合

更 二西川169)氏ノ方法 二從 ヒ 総括的結果 トンテ菌獲 育

塙殖 ヲ分類 シタ。

一 菌群陰性 ノ数 多キ場 合

± 菌群 中(±)ノ 数 多キ場 合

十 菌群 中(十)ノ 販 多キ場合

++菌 群 中(++)ノ 数多 キ場合

帯 菌群 中(柵)ノ 鍛 多キ場 合

冊 菌群 中(冊)ノ 数多 キ揚合

(六)コ ッホ氏現象蚊 二剖楡

R・Koch(1}・・1891年 所謂 三ツ亦氏現象 ヲ饗 表 シ、初感

染 ト再感染 トニ於 ケル 局所 ノ攣 化 二 明 白ナル匠別 ア

ル事 ヲ立謹 シ之 ヲ免疫作用 デアル ト云 ヒ、R6mer(2),

Hamburger〔3)・ ・之 ヲ追試 シテ ソ ノ免疫 學的意義 ヲ確

よ」ムシタ ノデアノレ
。

前記免疫海狸 ノ最後 ノ庭 置 ヨ リ32日 目二 人型F株 生

菌0・1睡 ヲ皮 内 二注射 シ48時 間後 ノ髪 赤度 ヲ測 定 シ

0・5糎 以上 ヲ以 テ早期 反鷹陽性bシ タ
。更 二毎 日局所

ノ攣 化蛇 二局所 淋巴腺 ヲ精査 シ、 潰瘍登 生迄 ノ日数、

潰瘍 存在 日数・淋 巴腺醐 知迄 ノ 日販 ヲ 記載 シタ。感

染 後80日 目二屠 殺 シ剖楡所 見 ヲ表 示 シタ ノデアル
o

第三 章"SlidecellCulture"卜 「ツ」皮 内反 磨 二關ス ル實験 成績

第 一・一・一一一節 人 型F株 加 熱 死 菌 接 種 海 狸

25頭 ノ雄性海狽 ラ5群 二分 チ人型F株 加熱死菌

ラ皮下、筋肉内、静脈内及ビ腹腔内一4日 毎 二

1・OIE9、2・0意4.Okg宛 注 射 シ
、最 後 ノ塵 置 ヨ

リ10日 目 、20日 目、30日 目 二 「ツ」皮 内 反 磨 及
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ビ``SlidecellCulture"テ そテツ タ。

第 一 項 皮 下 注 射 群

第1表 ガ皮 下 注 射 群 ノ實 験 成 績 デ アル。10日 目

ノ「ツ」皮 内反 慮 ノ・何 レモ陰 性 デ ア リ"Slidecell

Culture"ノ 培 養 成 績 モ封 照 動 物(第5表)ノ 成

績 ト大 差 ハ ナ イガ、20日 目 一ノ・「ツ」皮 内 反 慮 弱

第1表

陽 性 トナ ツ タモ ノ モ ア ル ト共 二培 養 成 績 モ僅 か

乍 ラ抑 制 サ レテ ヰ ・し。30日 目 ニ ノ・「ツ」庚 内反 鷹

5頭 共 二陽 性 トナ リ、 結 核 菌 ノ登 育 増 殖 モ 中等

度 二抑 制 ガ レテ ヰ ル。 自B「ツベ ル ク リ ン・ア レル

ギ ー」ト結 核 菌 登 育 増 殖 阻 止 作 用 トノ・李 行 シテ

ヰ ル ノ テ ア ル。

人型F株 加熱死菌 皮下注射海猿/10%蔭 「ツ」皮 内反磨及 ビ
「ス ラ ィドツェル カル チュア」實験成績

海 番 號 1

性

毛 色

實験 前10%「 ツ」皮 内反 慮

實 験 開 始 時 燈 重(瓦)

實 験 終 了 時 艦重(瓦)
人型F株 加熱死菌皮下注射
完了月日
人型F株 加熱死菌皮下注射
量(彪)

人型F株
加熱死菌
皮下注射
後10%奮
「ツ」皮 内

反慮

検

査

日

10/V皿

20/Vll

30/VII

R

一
1

R

「
1

R

[
1

一日

♂

白 茶

315

370

301VI

7.0

0.5×0.5

0.2×0.2

1.0×1.0

0.8×0.8

2

♂

白

275

300

301VI

7.0

0.7×0.6

0.4×0.3

3 4

検 査

「
ス

ラ

イ

ド

ツ

占
ル

カ

ル

チ

ュ

ア
」

標

・
、イ

番

號

1

2
コ

4

5

6

7

8

9

一
10

綜 合 成 績

備考

♂

白 黒

300

340

♂

白 黒

260

310

30/VI

7.0

1.0×1.0

0.5×0.5

0.3×0.4

1.0×1.0

0.8×0,8

30/VI

7.0

17/V皿

世

料

サ

+
再

十十

27/V皿

丁

十

十

5/V皿117/VII

1.0×1.0

0.8×0.8

サ
粁
孤 十十

一 十十

十}十

十1一

}++

27/v讐讐 解 響i㌘;響
i聖聖 響 聖

=「=iTピ ー一一,-1=ltY-"'1下i一 πIT

ロ へ

Trl一キ ー{計薯

土L± 比

　　 ロ

十!一

一 十十 一 ・十i十 十1十 十
　へ　 　 　へ 　 　　 へ 　

　 　
1十 十 一 一1十 ト十十 十十十

=1=「 再 噌㌧ 「1=iTiITI=1'-T-'一"i一 トー

十

一 柵 十十 一

一 一 一 十十

十十1-十

±

=Flnyg'
R=陵 赤

第 二 項 筋 肉 内注 射 群

此 ノ實 験 成 績 ノ・第2表 デ アル。 「ツ」皮 内反 慮 ノ・

最 後 迄 陽 性 轄 化 セザ ル ニ結 核 菌 ノ登 育 ノ・初 メ ヨ

リ抑 制 サ レ、30日 目 一ノ・殆 ド檜 殖 ノ傾 向 テ認 メ

ナ イ ノデ アル。自ロチ 「ツベ ・しク リ ン・ア レル ギー」

ハ 陰 性 ナ ル ニ拘 ハ ラズ免 疫 ノ成 立 シテ ヰ ル事 テ

物 語 ル モ ノデ アル。

第 三項 静 脈 内注 射 群

「耳 軍二

L土 一世.」 土1一 柵 一 一
一1十1十 ド 十 一 十十

,-1-

=一=++…=二 「・'吾「=L-

十十 十 冊 柵 十十 柵 十十 十十

1=硬 結 以下 ノ表 ハコレニ準 ズ

實 験 成 績 ノ・第3表 二示 シテ アル如 ク「ツ」皮 内反

5

舎 ㌧

三 毛 ～

一

300

355

30/VI

7.0
一一

一

一

一

:

ミ

禰

一

…

1.2×1.2

1.0×1.0

17/VII27/V皿
、61V皿

一;+判 一

一 十十1-
}『 一

一 一 一

i柵1++ヒ 「

1

ト

十十 柵1十

十 十1-
1+}+卜=
一 一

一 一 一

一____一 一一

判 二1ニー 一 一

十十

一 一 一 曹一

柵 十

慮 ノ・最 後 迄 陰 性 ナ ルニ モ拘 ノ・ラズ、85號 海狸 ノ

如 キ ノ・10日 目 ヨ リ結 核 菌 ノ褒 育 ガ阻 止 サ レテヰ

ル。 時 日 ノ経 過 ト共 二抑 制 作 用檜 強 シ、82號 海.

狽 テ除 イ テ ノ・第3同 目 ノ培 養 成 績 何 レモ陰 性 ト

ナ ツ テ ヰル。 即 チ静 脈 内澁 射 ノ場 合 ノ、筋 肉 内注

射 同様 「ツベ ル グ リ 〉・アレル ギ ー」i現ハ レザ ル ニ

拘 ノ・ラズ発 疫 作 用 ノアル事 テ示 人モ ノデ アル。
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第2表 人型F株 加熱死菌筋 肉内注射海猿 ノ10%醤 「ツ」皮 内反磨及 ビ
「スラ イ ドツヱル カノレチ昌ア」實験成績

海6冥 番 號6i71819110

性 舎1舎1♂ 含1舎

毛 色 白 黒 白 茶1白 黒 1三 毛1白 茶

實 験 前10%薄 「ツ」皮 内 反 慮 一 一1-1-[- 1}
實 験 開 始 時 燈 重(瓦):270315}310i340{320

實 験 終 了 時 燈 重(瓦)!3251360
　 一 一

人型F株 加熱死齢 肉内痢 ・1V皿
,・1皿

1335}4001340
1一 一 一一 一 一一___

射完了月日}一_

1

11V∬i

一6凸r

　
11V∬1!V皿

注 射 蓋(晒) 7・・i7・ ・17・ ・ 7.0 7.0

人型F株

加熱死菌
筋肉内注
射 後10%
奮 「ソ」皮
内反慮

検

査

日

11/V皿
R 一 一1一 一 一

1 一 一 一 一 一

21/VH
R 一 一 一

F
一 一

1 一 _1_
o

一 一

311V∬
R 一 一 一 一 一

1 一 一 一 一 一

「
ス

ラ

イ

ド

ツ
呂

ル

カ

〃

チ
ュ

ア
」

検 査 日 18/V皿認1VH71V皿

_1二

一i一

18/V皿1認1V皿71V皿

=

=

=

18/V∬ 281V皿 7/V皿

一

181V∬ 28!VH

=

181V豆
『
什一

281V皿 71V皿

一

標

本

番;

號

1 一
『
朴
ニ
ー

一
十
=
=

『
十

『
一

一
十
=

=

≡
2 二

+至
二
帯

一一 一
『

三
一
一

71V皿

ニ
ー 一

_==

一 十

_=
}「=

二

二

≡
一
一

『

≡
一

3 一 一 一一 一

三4 十 一 一 十
モ三

一
一

二
十
=
=

什 一

≡

三
}

≡
一

≡

5 一三 十 一

=

=
一=

一=

一

骨 一
二
十一
十
=
=
ニ
ー
十

十 一≡

一

三
}

6

一
一

『

二
十

一

≡

一
十 十

ニ
ー

}
十

二
一

7 十十一
十
二

=

十十

二 一
一

= ≡

≡

一

8 十 一
一
什
=
=
『
柵

一
　　

≡9

一
一

一=

一一
三

二
二
十

≡

『
一

一
十 一

10

}

二
朴

一
一

{

≡

『

≡綜 合 成 績 十1-1十 十

一
一 十 一1++

第3表 人型F株 加熱 死菌静脈 内注射海猿 ノIO%奮 「ツ」皮内反慮及 ビ
「ス ラ イドツヱル カル チュア」實 験成績

海 猿 番 號

性1
　 へ 　 　 　 　 　へ へ　 　

毛 創

實験 前10%「 ツ」皮 内反慮!

實 験 開 始 時盟 重(瓦)

實 験 終 了 時髄 重(瓦)
人型F株 加熱死菌静脈内注
射完了月日

リリ

注 射 量(彪)

人型F株
加熱死菌

静脈 内注射 後
10%

奮 「ソ」皮内
反磨

i検

査

日

121VII

22/VII

1!V皿

R

一
-

一
R

一
1

一
R

一
1

81

♂

白 黒

300

350

21V∬

7.0

82

舎

白 黒

320

375

21V皿

7.0

83

♂

白 黒

360

400

2/VI[

7.0

84

♂

白 黒

340

365

21V皿

7.0

i85

1舎

!白 黒
1
ト

ー

330{

380

121V皿
上

i7.・

一

一

一

一

一

一
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「
ス

ラ

f

ド

ツ
ェ

ル

カ

ル

チ
ュ

ア
」

楡 査Ei'9!V皿 …291V皿51V皿191V皿
一
柵

291V∬ 5/V皿191V皿 291V∬ 51V皿 191V皿 291V∬ 5!V皿 191V∬ 29!V皿 51V皿

二

=

=一

無 一癖 一 什 一 柵 一 一 什一
十

一 一 十
=

一

2 一;十 十 一
±L
什

什 一 什 一 一
一
一

二 一
一

一
一

3 酬 一 一 十 一
}
一

柵 朴 一
一
一

一
一

一 一 十 一

4
1

州 一 一 督
=

十 柵一
帯

朴 一 一 一 十 一 一

標1

本5

番

號

4十[十 卜
: ニ

ー

一
十十

一
十

一
十一
十

一
一 一 一 一 一 一

6 柵 十 十十 十 十一
十

柵 一 什 一 ■一
{
一

一
一
一

一
一

一 一 一

7 十十r十 一

一 一響

一一

十十 一 督 一
一
一

一 什一
十

一
一
一

一
一

8

『
+}二 一 一 一

一
一 一

一

柵
一
一 一

7

『
一

一
一

9 +}-
1__

一 ■ 十十 一 一 一 一 ニ
ー

ニ
ー

一 一 一 一

10+F 一 一 一 一 一 二 一 一
ニ

ー1一綜 合 成 績1柵1++ 一

五
柵 十十 十 柵 朴 一 十十 一1一

一
十

一

第四項 腹腔内注射群

第4表 ラ見ルニ「ツ」皮内反慮ハ前三群 二比 シ最

モ早 ク且ツ強度二爽現 シテ居ルニモ拘ハ ラズ、

第1同 目ノ培養成績 ハ封照動物 ト慶 リナ ク最 モ

強度二嚢育檜殖 シ、時 日ノ経過 ト共二僅 カニ抑

第4表

制 サ レテ ノ・居 ル ガ、90號 テ除 キ テ ハ爾 中等 度 二

登 育檜 殖 シテ居 リ、4群 中免 疫 作 用 最 モ僅 少 デ

ァル。 即 チ 「ツ ベ ル ク リ ン・ア レル ギ ー」著 明 ナ

ル モ冤 疫 ノ程 度 ノ・却 テ弱 イ ノデ アル。

人型F株 加 熱死菌腹腔 内注射海猿 ノ10%奮 「ツ」皮内反磨及 ビ

「ス ラ イドツヱル カルチュア」實験 成績

海 狸 番 號186 87 88 89 90

性一 一 一 『一

毛

一,『

色
♂ ♂ ♂ 舎 ♂

__一 一_一 一 一 一 一 一}一 一

實験 前10%薄 「ツ」皮 内,厘願_

三 毛 白 黒 白 黒 白 茶 白 茶
一 一 一 一 一

一 一7

實 験 開 始 時 髄重(瓦) 305 330 370 380
一

355一

實 験 終 了 時 盟重(瓦)一 一

加熱死菌腹腔内注射完了
月日

350 380 400 400 380
一 一

4/V皿 41VH 4!V∬ 4/V五 41V皿

加熱死菌腹腔内注射量(謡) 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0

人型F株
加熱死菌
腹 腔内注
射後10%
薄「ツ」皮
内反磨

検

査

日

131V皿 R 0.5×0.5 0.5×0.4 0.5×0.5 0.8×0.7 0.5×0.6

1
--

R

0.3×0.3 0.3×0.2 0.3×0.3 0.5×0.4 0.3×0.4

23/V∬
0.7×0.7 0.6×0.5 0.7×0,7 1.0×1.0 1.0×0.8

1 0.5×0.5 0.3×0.2 0.5×0.5 0.8×0.8 0.8×0.5

21V皿 R 一 1.5×1.5 1.0×1.0 一 1.3×1.3

1 一
1.2×1.2 0.8×0.8

一 1.0×1.0

「
ス

ラ

イ

ド
ッ
呂

ル

カ

ル

チ
ュ

ア
」

検 査 日201V旺130/VHIg/V皿1201V皿一 L-

_1_

301V∬ 91V皿20/V∬30!V∬ 91V皿 20/V∬ 301VH 9/▽皿2U/V皿 301V∬ 9/V皿

標1

本i

l

號1

11一 十十1-1冊 一 十 一 十十 十 十 十十 十 一 十十 一

2一
一 一

量
冊

十 一1十 十
____1_ 一二

十十 =旧 柵

十 一 十 一 十 十 十 一 什 一

3 十十 一一 一
+i+

什
一F

十十

什 十 十 一 一 冊 十 十

4 督 一 十十 十 十 十 一 一 柵 一 十

51十 十 一 十十 一 十 十 十十一
一

1十 十

一 一 十 一 十 什 一 朴

番1降
1_

181什

}『

一 十十
一1-

-
1十 十

『
ρ曙 一

一1_

1

一 十 一 一
『
一

十 十 十 什 一 一

十}
什

一一

什

什 十 、十十
一 一 十 一 什 一 什

一
1

一 一 一 十 一 十 十 朴 一 一

9

二1・・

旨 一 一
1 ニ

ー

一 一 一 一 一 十 一 什 一 十`

十十

[

一 一 十 一 一 一 一 一 一 一 什 一 一
7

綜 合 成 績1鼎
「

十十 、十十 冊 什 十 柵 什 十 1十 什 十 柵 十十 十十
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第5表(野 照)健 常 海 狸 ノ1%藩 「ツベル ク リソ」皮 内反 磨及 ビ「ス ラ イ ドツェル カル チaア 」實 験 成 績

.海 猿 番 號 41 42 431必145

性 舎 ♂ ♂1♂1♂

毛 色 三 毛 三 毛
一

白 黒}白 茶1白 黒一 一{

實験前10%薄 「ツ」皮内反晦 _1一
1

-1一 一

實 験 開 始 時 盟重(瓦) 一L

實 験 終 了 時 髄 重(瓦)1{ 1
一

一 _1一 一 一

7賜
i

査2・!叫 甜
一一一 一 一一_曹

一 一1一 一 一

一 _i-
[

一 一

一 一i一
=_._.

一
1

皮内鷹}日13・1V皿 渥 … _;_i_・_}} 一

_1-1-1一 一

「
ス

ラ

イ

ド

ツ
呂

ル

カ

ル

チ
ュ

ア
」

禦 響聖}響1響
81V皿201V∬301V皿9/V皿12'1VH311皿110!V皿楡 査 号
十 冊 ++1-1冊 十1冊

層

2標 1

　

4本
一

5

7

號

1・

!什 柵:什1+・ 什 刷 什1柵

3i坐1⊥1坐i _吐i五!坦+}+

1++什 一'冊1什 ・冊 雌

冊 柵+二IT「 τ11

i
・一}一 一,一`一

一 冊随 三++「 再r「τ

十 一
一
一

一
十 柵i一 障 冊1+

箪 止i+三]並
番 ± 萱i圭 壁1幽 ⊥

十十 、冊 柵 什 十 十 帯 レ冊;一 一 十
し

二 一 十十 潮 什L_++1
一 柵1柵1一

一 一
一

一
一

一
朴 氣rl柵_柵 冊

一 一

8
-

9

十十1柵1帯 「一

[++1冊IT=]TI=丁 冊1-
1_i____1-L-一

一 柵 冊隅
一
柵1++冊

一1- 「一
冊 十 十

一 冊 冊 1一
十十一 i-++玉1

綜 合 成 績

}万 十1マ而[「Tl
二i+ヒ 」土 亙 王 「下1巫 土 ・

冊 冊 冊1冊 冊 柵1冊1柵 ・柵1冊 冊 冊 柵}柵1

第二節BCG接 種海狽

25頭 ノ健 常雄 性 海,瞑テ5群 二分 チ夫 々BCGラ

皮 下、 筋 肉 内、 静 脈 内、 腹 腔 内 二10醒 宛 注 射

シ、10日 目、20日 目、30日 目 一「ツ」皮 内反 慮 及

ビ``SlidecellCulture,,テ 實 施 シタn

第 一 項 皮 下 注 射 群

第6表 ガ 實験 成 績 デ アル。 「ツ」皮 内反 慮 ハ21

號 及 ビ22號 テ除 キ他 ノ3頭 ノ・20日 後 尚 陽性 轄

化 セ ザ ル ニ結核 菌 ノ登 育 ノこ封 照動 物(第10表)

二比 シ 僅 力乍 ラ 阻 止 サ レテヰ ル。30日 目 一 ノ・

「ツ」皮 内反 磨 何 レ モ 陽性 トナ リ培 養成 績 モ23

號 ラ除 イテ ハ何 レモ強 度 二抑 制 サ レテ ヰ ル。 個

々 ノ場 合 ニ ノ・「ア レル ギー」ト免 疫 ハ李 行 セ ザ ル

モ大 膿 李 行 關 係 ニ アル。

第 二 項 筋 肉 内注 射 群

第7表 テ見 ル ニ 第2回 目迄 「ツ」皮 内反 慮 陰 性 ニ

シテ、 第3同 目 モ28號 ラ除 イテ ノ・何 レモ 陽 性

轄 化 セ ザ ル ニ モ拘 ハ ラズ、 結 核 菌 増 殖 阻 止作 用

ハ第2同Hヨ リ封 照(第10表)二 比 シ 著 明 二謹

明 サ レ、 第3同 目二 ・・強 度 二抑 制 サ レテ ヰ ル。

即 チ1例 ラ除 イ テ他 ノ・何 レモ 「ツベ ル ク リ ン・ア

レル ギー」詮 明 セ ラ レザ ル ニ 菟 疫 作 用 ハ護 明 サ

レ ル ノ ア ア ル 。

第 三 項 静 脈 内注 射 群

第8表 テ見 ル ト第2回Ei以 後 ノ・「ツ」皮 内反 慮 ト
"SlidecellCulture"ノ 結 核 菌 嚢 育 阻 止作 用

トノ、李 行 シテ ヰ ル観 ア リテ 「ア レル ギー 」ノ増 彊

ス ル ト共 二免疫 作 用 モ高 度 トナ ツ テヰ ル コ トガ

見 ラ レル ガ、35號 ノ如 キノ、第3同 ニ ハ陰 性 トナ

ツ テ ヰ ・し二拘 ハ ラズ免 疫作 用 ノ・爾 残 存 シテ ヰ ル

コ トガ認 メ ラ レル。 即 チ陽 性 「アネ ル ギ ー」化 シ

テ モ見 疫 ノ存 在 シテ ヰ ル コ トテ示 シテ ヰ ル ノデ

ア ノし
o

'第 四項 腹腔内注射群

第9表 テ見ル ト36號 海狽ノ、最後迄 「ツ」皮内反
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第6表BCG皮 下注射海狸 ノ10%醤 「ソ」皮 内反磨及 ビ「ス ラ イドツェル カル チュア」實験成績

海 猿 番 號121

性
1

♂

毛 色 白豊一

實験前10%態 「ツ」皮内反鷹 一

貴 験 開 始 時 膣 重(瓦) 360

實 験 終 了 時 盤 重(瓦) 400

BCG皮 下 注 射 月 臼一1}4/V皿

BCG注 射 量(睡 デ11.0

BCG皮

下注射後
10%蕾
「ツ」皮内

反磨

検114/叫 駐

一
〇.4×0.5

0.2×0.3

日,

査蜘 にw
l

0.7×0.7

0.5×0.5

1.5×1.51R

l8梱r-ir 1.2×1。2

「

ヌ

ラ

イ

ド

ッ
ヱ

ル

カ

ル

チ
ュ

ア
」

槍 査 日121/V皿1
3ユ/VH 10/V皿

11一 一 一

2「 十十 一

1
3;++ 十 一

41++ 十 一

i標

本1到5世

番1

號

一 一

6L 一 一

71一 一 一

8i-
一___1 二 _ニ

ー9!一 [

一

,10 一 一 一

綜 合 成 績 十十 十十1 一

22

♂

白 黒

300

340

4/V皿

1.0

0.5×0.7

0.3×0.5

1.0×1.0

0.7×0.7

1.5×1.51

1.2×1.21

量

量

二

二
什
一旦

二
什

十

10/V皿響 塑 胆

23

♂

三 毛

280

325

41▽II

1.0

1.5×1.2

1.3×1.0

}__1
_一

;__

1+_

十 一

1「

__1_」_
　　 　 　　へ 　

_1朴1+}_

24

♂

白 茶

290

330

4/va

1.O

O.3×0.4

2・0×2・ ⊂

1.8×1.8

21/Vll

十十

十

十

十十

十十

塑
+
三

+
圭

十

十

101V田

125
,♂

・ 白 黒

一

i340

41V皿

1.0
一

一

一

一

1.5×1.5

1.0×1.0

;

211V丑 31/V皿 10/V皿

一 什 一

§

一 十 一

十 十十 一

十 一 一

十 一 一

十 一 一

一 一 一

柵 一 一

十 一 ■1

一 一 一

柵 十十 一

第7表BCG筋 肉 内dl射 海6冥 ノ10?o蕉 「ツ」皮 内反 磨 及 ビ 「ス ラ イ ドツェル カル チaア 」實 験 成i績

海 狸 番 號26!27128 29 30

性:♂ ♂1♂ ♂ ♂

王 色_1三 毛 白 茶;白 黒 白 黒 白 茶
實験 前10%薄 「ツ」皮 内反 磨 一

}一 一一=一 一 『　
i_ 一 一

實 験 開 始 時 艦 重(瓦)、360 300350
,一 帰一

340

385

335

箕 験 終 了 時 膣 重(瓦)400
一7-

3201390
一 一 一_

355
一 一

BCG筋 肉 内 注 射 月 日5!V皿
冒 　　

5/V皿5/V皿 5/V皿
一}-

51V皿一
BCG筋 肉 内 注 射 量!睡)11.0 1.01.0 1.0 1.0

　

一 一 一

}

1
_一__1-

一一 一L__=二

一一一=

BCG筋

肉内注射
後10%蕉
「ツ」皮内

反慮

1槍15/V∬;劉 一 一 一

1

査i25/V皿

…

R
『 一一

1

1_ 一 一
暫 σ暫

一 一一
一一 一 一 響

一

日i41V皿 R
--

1

一 一2 .0×1.5 一
一　

一

一 一1.5×1.ol一 一

「
ス

ラ

イ

ド

ッ
ヱ

ル

カ

ル

チ
ュ

ア
」

検 査 日 21/V皿
一=

1/V皿ほo/V皿21/vnl1!V皿ilu/V皿
ド 一 雫一

一

マ

ー

ご1/v皿1塑

}-1十
1

21/Vm「2」!V皿111V皿1101V叫211VH]/V皿ilo/V皿
一一1『 「 一
一

標1

:
本

番;

號

…

1 一
」

-1冊 一
_一_」_1____

一一r

-1十
1

一;十
{i}一
一 一

1

2 一
十十

一 榊1一

一
柵 十 _i+

「

一1=国 一 一

。3 十十 十
一}

十
埜
十

一1一

一 一 一

冊 ±[+}++に
4

　

十十
1

-1-1十 十 十 一

一= 『
++1一

5 柵 十

二」二 ± ニ
ー-i十1-

一一一一一 一一 一 一

一
1柵 一1-}一 一一

,一一一一 一 一

一_____1_1_一_

一 一i-1一

十 +に 柵i 十 一 一 一1一

6 什 一 十 十i-1+十
「lI

-一+r l一

7 十十 一 十 十 一一1十 十
一 ゴ=[=暫1-=

8 十十 十
/--1

-一 一 一 十 ■]一 宙 +「i一 ヒ1-Ill

「9
一 一

_L_16_司

二 」二1土1二 十
=

可

_⇒++
1

+1一 に 三 一

10 一 一

十十

一 ヨ土{一
ヨ

十i-1十 十
一F側 一 一

綜 合 成 績 柵
} 一一
一一1柵1十1一 +i一 嗣+… マ再rl一
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第8表BCG静 脈 内注射海6冥ノ10%奮 「ソ」皮 内反磨及 ビ「ス ラtド ツヱル カル チュア」實験成績

海 狸 番 號一

一

1

-一 一〔

一 一1

3132133 34L35 _
性

一 一一 』

」

♂ 含 ♂

毛 色 白♂茶 一一

一
白♂茶 !白 黒

一
白 黒 白

實験 前10%奮 「ツ」皮内反慮
一

諭實 験 開 始 時盟 重(瓦)

}一

300 370「335 300
一 一

一一 一 一 一

實 験 終 了 時髄 重(瓦)一 一
340 4101一 一一396-　 一 350 330

BCG静 脈 内 注 射 月 日
1

71V皿17佃
1

71V皿 71V∬ 71V皿

BCG静 脈 内 注 射 量(睡) 1.01.0 1、.。 1.oi
一

1.0

離 燈
鷹 剛61V皿

R一 こ 一1-一
一 一書

　 1一

ヒ

…

一 一

亨…
一堅「

{1一
1_一

1.0×1.012.2×2.21.5×1.51.0×1.〇 一一一一-一

〇.5×0.511.7×1.711.2×1.2、0.8×0.8

11.5×1.5

1.2×1.2

}ll姜ll釧
1.4×1.4 1.5×1.5「 2.0×1.8 一

1.0×1.0 1。2×1.2

一一「
1.6×1.4 一

4

「
ス

ラ

イ

ド

ソ
ヱ

ル

カ

ル

チ
ュ

ア
」

検 査 日24/V皿131V皿
一 一

13/V皿 24/V皿・3/V皿 13/四24/V皿31V叫 】3/V皿:ご4/V幽V皿13/V畔4!V皿 潮/V皿1塑

標

本
1

1-i+
モ

一 一 一
++-1-一 一1-1++・+・-1

2一 十 一 一 一
一

十十 一 【一 一 一

一 一i一 柵1一 引 一 一 一

__一 一 一一
一1十 十 十 一

____一__一 一　

1-　 -i

3柵 十 一 什 一 一
1_

4柵 一 一 十 一 一 一 引 一++一1--1一
一 一一1--1一 一 一 　

一
一

5十 十 一 一 十 一 一 一 一一■一

騨 一一1

三 一ヨ ニ1一
十十

一
一 一

i

l番
,

1號1

6}十 十 一 一 十 一
十十 一

一 = 十十 十 一

71十 一 一

一二

十 一 _1++1二 一i++ 一 一1+ 一 一

8+1一 一 ll
十1-一 一 一

一 十十 一 一1++

「一 一

一 一

9十i-一 一
1

十 一i-1
ヒ=一 一 一 一1-1+

一
一 一

1

10+i一

三二 一1一 一
1 一1一 一

1一 一
一 帯 一 一

!1綜 合 成 績 柵i十
十十1十1一

1-1=一 lI++1
一 禍1-1一 帯 十 一

第9表BCG腹 腔内注射海狸 ノ10%薄 「ツ」皮内反慮及 ビ「スライ ドツェル カルチュア」實験 成績

海 狸 番 號 36 -.i37 38

舎 ♂
一一

♂一一一 一

色

}一 　

一

三 毛 三 毛 白 黒

雁

毛 一

實験 前10%奮 「ソ」皮 内反慮 、一 一

一

一 一 一

實 験 開 始 時 髄 重/瓦,

實 験 一絡.了_時.髄 重(瓦).
BCG腹 腔 内 注 射 月 日

____一____}_一 一'一一一}

BCG腹 腔 内 注 射 量(睡)

350 350 310
一 一 一一 一一 一

400 385 350

91V∬ 91V皿 9/V皿

1.0 1.0 1.0

{-1一 一

腔 内注射
後10%奮
「ツ」皮 内

反慮

BCG腹1検1・91V皿IR
II!一

1 一 一

査

日

}
!R1一 2.0×1,8 1.5×1.5

291V皿lIl -
1

1.8×1.5 1.0×1.0

81V皿Rl一
3.0×2.5 2.0×2.0

1一 2.5×2.0 1.5×1.5

1
「

1151V皿26/V皿
51V叫1う/Vm2ド/V皿5/VI皿1VV皿
一
一 一 十 一

1-1

26/Vr/V叫

E++ 一 一

ス

ラ

イ

ド
ツ
ヱ

ル

カ
ル

チ
ュ

ア
」

2 一 十
1一

一
1

一
　一 一

一
1十1-1十

十十
_一 　一

十 一一_
一 一

一 十十

一

一L± 二+

一 十 一 一

標3

本 庖
5

-

6番

1

號

一 　

十十
一一

柵 一 十

十=　 十

一 督
一 十

1一

ゴ ー+土
什 十 一1-十 十

1
7十 十 一 一

1-一
一

十

十

十

一

一

一

一

一}一
一;一 一 一

一___1

9
-

:10

綜 合 成 績

81十 十 一

十十 一 十

十十 一 十

一

一

一 一 耳
1-一 一

1一 一
1-一

一
一 _1__1__[_

1
柵 十十 十 十十 伸_1+咋+

51V叫1う/VM26/V皿5/Vl皿15/V皿261VII51V皿些∠ヱ璽i塑L三 乙ヱ璽li巨塑

1-i

-
一 ・十 一 一.K

十十 十1-一一;

二 土1二

十十 一t一

三 王[王=一=丑 三 二
1-一 一一 1十 十 一 一一

一 一 一 十十 一 一

十1十 十 十十 一 十}十 一

39

倉

白 茶

340

380

91V皿

1.0

0.5×0.5

0.3×0。3

2.5×2.5

2.0×2.0

3.0×3.0

2.5×2.5

十十 一 一

1++引 一
Il 一 一1-

一++F

l+++}一
　

十1十 十 一

1十 一 一

40

♂

白 茶

305

345

91V皿

1.0

1.2×1.2

1.0×1.0

1.5×1.5

二1.2×1・2

1・　 　 　 　
　 　

=F「 コ=一
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第10表(封 照)健 常海猿 ノ10%悠 「ツ」皮内反磨及 ビ「ス ラ イドツェル カル チaア」實験 成績

海 猿 番 號 46 4714849
0

50

性 ♂ ■一 一 一

一一

♂1舎 ♂ ♂

毛 色 白 黒 白 黒 白 黒 白 白
一

實験 前10%薔 「ソ」皮 内反慮
一

}
__一 一

一も　

實 験 開 始 時髄 重(瓦) 350 3503101340 305

實 験 終 了 時髄 重(瓦) 400 385350380 345

10%醤

「ツ ベ ノレ

ク リ ソ」

皮 内反 磨

検14/VH

Rl--ll
一 一 一

Il-1一 一 一〇
一

R[_}_ 「

一 一 一

査L
__

「

日i3佃

Il-1一
一 一 一

R 一!一

_}
_i一 一

1 _}_ 一 一

「

ス

ラ

イ

ド

ッ
ェ

ル

カ

ル

チ
コ

ア
」

槍 査 日
121/V皿

一
冊 十1柵1冊

塑iヱ 塑 陣1/V皿101V皿i241V"i31V皿
13!V皿 ご61V皿 81V叫18/V皿お1V皿191叫9梱

一

標

14

本

番

18號

1

【1 十 ++1冊 】++ 什 珊
駈

十1冊 十 冊 冊

2 冊 十 冊 柵
型++

十十 珊 什 柵 +1冊 十 十十 冊

3 冊 十1十 什 十十 冊1一 十十 1珊 柵 什
1十

1柵 十 柵 十十

十十 冊1冊 邑1+F剛 柵
1

冊 +}++ 什 冊 冊 朴

5 冊 一土Ll圃++}+
_斥 「 冊 冊一

冊

十1十 十 十十 什 十十 帯

6 冊
lI

冊1十r冊1十!-2

}

冊1帯 +1副 柵 柵 十 冊

7 一
Ill

一 冊1柵1十 十 冊 柵
lIi

帯 冊

「

冊 「冊1十 十1 冊 十 柵

一 +圃++制 冊 蹄 柵 冊 柵 ・冊 柵 十十 冊 十十

9 十
}

柵 冊1柵 冊 柵 ト冊 十 柵
1柵 柵1柵

十十
q冊 什

10 十 柵i冊[冊 灘1冊 柵 十 冊 冊 ・十1 十一
冊

冊 冊 什
一

i 綜 合 成 績 1冊 冊 略1冊1冊i柵 冊 1柵 冊 冊1冊 冊1冊 冊

慮 陰 性 デ アル ガ、 結 核 菌 ノ登 育 阻1ヒ作 用 ノ・封 照

く第10表)二 比 較 スル 時 ノ・第2同 目 ヨ リ認 メ ラ

レル ノ デ ア ・・。 他 ノ4頭 ノ・「ツ」皮 内反 慮 第2同

目 ヨ リ何 レモ強 陽 性 トナ リ、 結 核 菌 癸 育 阻IL作

用 モ壇 強 ハ シテ ヰ ル ガ前3群 二比 較 スル時 梢 ㌃

劣 ツ テ ヰ ル。 帥 チ「ア レル ギ ー」ノ、増 強 シテ ヰ ル

ガ免 疫 ハ ソ レニ件 ツ テ居 ラナ イ ノ デ ア ル。

亀

第三節 小 括

人 型F株 加熱 乾 燥 死 菌 テ皮 下 、筋 肉 内、静脈 内及

ビ腹 腔 内 二接 種 シタル ∴、 皮 下及 ビ腹 腔 内注 射

二於 ケル 「ツ ベ ル ク リ ン・ア し・ル ギ ー」・・``Slide

cellCulture"法 ヨ リ見 タル発 疫 作 用 ト大 膿 李

行 シテ ヰ ル観 ア ル モ、 筋 肉 内及 ビ静脈 内接 種 ノ

場 合 二於 ケル 「ツ」皮 内反 癒 ・・陰 性 即 チ 「ア レル

ギー」詮 明 サ レザ ル ニ拘 ・・ラズ 見 疫 ノ・畿 現 シテ

ヰ ル ノデ ァル。BCG接 種 ノ場 合 ・・筋 肉 内注 射

ノ際 「ツ」皮 内反 慮 現 ハ レズ シテ発 疫 作 用 アル コ

ト ァル モ、 他 ノ場 合 ニノ・「ツベ ル ク リ ン・ア レル

ギー」 ト晃 疫 ハ 略 篭李 行 シテヰ ル ノデ アル。 併

シ乍 ラ加熱 死菌 及 ビBCG接 種 ノ個 々 ノ場合 ニ

ハ「ア レル ギ ー」ナ キ場 合 二免 疫 作 用 ア リ、又 「ア

レル ギー」登 現 入ル モ免 疫 ノ件 ノ・ヌ場 合 モ アル。

特 ・二腹 腔 内 注 射 ノ場 合 ノ・「ッベ ル ク リ ン・ア レル

ギ ー」最 モ著 明 二 畿 現 入ル ニ モ拘 ハ ラ ズ 晃 疫 作

用 ハ最 モ僅 少 デ アル コ トノ・注 目 スベ キ コ トテ ア

ル。 加熱 死 菌 トBCGテ 比較 スル ニ免 疫 程 度 ハ

菌 量 少 キ ニ拘 ノ・ラズBCG著 シ ク勝 ル ガ、 加 熱

死 菌 ト錐 モ大 量 使 用 スル時 ノ魂 疫 敷 果 アル コ ト

ガ謹 明 サ レ タ ノデ アル。
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第四章 コッホ氏現象、剖検所見及 ビ「ツ」皮内反朦 二關スル實験成績

第一節 人型F株 加熱死菌接種海狸

人 型F株 加i熱乾燥 死菌1.0誕 、2.0選 、3.0竈 テ

4日 毎 二各 群5頭 宛 ノ健 康 雄 性 海猿 ノ皮 下 、 筋

肉 内、 静 脈 内及 ビ腹 腔 内 二接 種 シ、 最 後 ノ虎 置

ヨ リ34日 目 一 人 型F株 結核 菌0 .1醒 テ 側 腹部

ノ皮 内 二注 射 シタ。 爾 感 染 前 二 「ツ」皮 内反 慮 テ

検 査 シ タ。感 染 後48時 間 目 ノ局 所 ノ 幾赤 腫 脹

テ測 定 シ、 時 日 ノ経 過 ト共 二憂 化 スル局所 所 見

テ精 査 シタ。 帥 チ局 所 淋 巴腺 鰯 知 迄 ノ日撒 、 潰

瘍 焚 生 迄 ノ 日数 及 ビ潰 瘍 存 在 日藪 テ記 載 シタ。

感 染 後80日 目 二屠 殺 シ 内臓 病慶 拉 二1,,1所淋 巴

腺 所 見 テ表 示 シ タ。

第 一 項 皮 下浬 射群

木群 ノ實 験 成績 ノ・第11表 デ アル ガ、 「ツ」皮 内

反 慮 ノ・何 レモ 陽 性 デ ァ リ、 つ,ホ 氏 現 象ノ 早 期

反 慮 モ23號 テ 除 イテ ノ・何 レモ陽 性 デ ァル。 潰

瘍 獲 生 迄 ノ 日数 ノ・封 照動 物(第15表)ト 大 差 ノ・

ナfガ 、存 在 日数 ノ・遙 カ ニ僅 少 ニ シテ李 均17日

ニ テ治 癒 シテ ヰ ル ノ デ アル
。2號 海 狽 ノ・早期 反

慮 陰 性 デ アル ニ モ拘 ノ・ラズ 潰瘍 ノ治 癒 ハ封 照 ヨ

リ速 カ デ アル。 剖 検 所 見 ノ・表 示 シテ アル 如 ク脾

臓 二輕 度 ノ病 攣 ガ見 ラ レル ノ ミデ他 ノ臓 器 ニ ハ

著 憂 ガ ナ ィ。 印 チ本 群 ノ、「ア レル ギー」ト免 疫 ノ、

略 篭李 行 シテ存 在 シテ ヰ ル ガ、2號 ノ如 ク早期

反 慮 陰 性 デ モ発 疫 ノ高 度 ノモ ノモ アル 。

第 二 項 筋 肉 内 注 射 群

第12表 ノ・木 群 ノ 實 験 成 績 デ アル。 感 染 前 「ツ」

皮 内反 慮 ノ・何 レモ陰 性 デ、6號 海 狽 テ除 イ テノ・

コッホ氏現 象 ノ早期 反 慮 モ陰性 ナル ニ拘 ノ・ラズ
、

局 所 淋 巴腺 鰯 知 迄 ノ 日数 ノ・封 照(第15表)二 比

較 シZF均4日 遅 久 債瘍 存 在 日撒 ノ・著 シ ク少 イ。

内臓 所 見 ノ・9號 テ除 イ テノ、脾 臓 二9、10號 テ除

イテハ 肝臓 ニ モ病攣 ガ認 メ ラ レル ガ、 封 照 二比

スル 時 ノ・輕 度 デ アル 、特 二9號 ノ如 ク「ツ」皮 内

反慮 モ早 期 反 慮 モ 陰性 ナ ル ニ拘 ノ・ラ ズ内臓 二何

等 結 核 性 病 攣 ノ認 メ ラ レヌ コ トノ・注 目 スベ キ コ

トデ アル。全 般 的 二「ツ ベ ル ク リ ン・ア レル ギー」

ナ キ ニ拘 ノ・ラズ免 疫 ノ・謹 明 サ レル ノデ アル。

第 三 項 静 脈 内注 射 群

第13表 ガ本群 ノ實 験 成績 デ アル。感 染 前 ノ「ツ」

皮 内反 慮 ノ・5頭 共 二陰性 デ アル。早 期 反 慮 ノ・84

號 ヲ除 イ テハ何 レモ陰性 デ アル。 局 所 淋 巴腺 鰯

知 迄 ノ 日数 ノ・卒 均10日 デ封 照(第15表)ヨ リ2

日遅 久 潰 瘍爽 生迄 ノ 日数 ノ・9日 デ僅 カ ニ遅 延

シ、 ソ ノ治癒 ノ・著 シ ク速 カ デ アル。 内臓 所 見 ハ

肝 臓 脾 臓 二輕 度 ノ 病憂 アル モ ノ アル モ、83號 、

84號 ノ如 ク 全 ク 認 ムベ キ 病 攣 ノナ イモ ノモ ア

ル。 帥 チ「ア レル ギー」著 明 ナ ラザ ル ニ モ拘 ハ ラ

ズ多 少 ノ冤 疫 ノ認 メ ラ レル コ トハ筋 肉 内 注 射群

ト同 様 デ アル。

第 四項 腹 腔 内注 射 群

本 群 ノ實験 成 績 ノ、第14表 二記 載 シテ アル如 ク、

86號 、89號 ノ2頭 ノ・感 染 前 「ツ」皮 内反 慮 陰 性 ニ

シテ他 ノ3頭 ノ・何 レモ 陽性 デ ア ル。 早 期 反 慮 モ

同様 デ アル ガ、 局 所 淋 巴腺 ノ鰯 知 迄 ノ日数 ノ・封

照 動 物(第15表)ヨ リ僅 カ ニ遅 ク、 潰 瘍 登 生 迄

ノ日数 及 ビ存 在 日数 ノ・大 差 ガ ナ ィ。 剖 検 所 見 モ

殆 ド封 照 動 物 ト大 差 ガナ ィ所 ラ見 ル ト、 本 群 ハ

前3群 二比1免 疫数 果 モ僅 少 ト見 テ良 イ。 即 チ

「ア レル ギ ー」無 キ モ ノモ
、 登 現 シ タル モ ノモ結

核 免 疫 ハ見 ルベ キ モ ノガ無 イ ノデ アル。

第二節BCG接 種海狽

≦」L2一 アー 二氏 培 地4週 間培 養 ノBCG1.0

麺 テ20頭 ノ健 常 雄 性 海狽5頭 宛 二 夫 々皮 下、

筋 肉 内、静 脈 内、腹 腔 内 ノ4群 二注 射 シ32日 目

二「ツ」皮内反癒 ヲ検査 シ、34日 目二人型F株 生

結核菌0・1雇 テ側腹部 ノ皮内二注射 シ久48時

間後 一局所 ノ登赤腫脹 テ測定 シテ早期反慮 一ア検
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シ、 時 日 ノ脛 過 ト共 二攣 化 セ ル局 所 所 見 、 局所

淋 巴腺 、潰 瘍 等 ニ ツキ テ精 査 シタ。感染 後80日

目 一 剖 検 シ 局 所 淋 巴 腺 及 ビ 内臓 所 見 テ 記 載 シ

タ。

第 一 項 皮 下 注 射群

本群 ノ實 験 成績 第16表 テ 見 ル ト、 「ツ」皮 内反

慮1泣 ニ ゴ,ホ 氏 現 象 早期 反 慮 ノ・何 レモ 陽 性 デ ア

ル。 局 所 淋 巴腺 燭 知 迄 ノ 日数 ノ・封 照(第20表)

二比 シ李 均3日 遅 ク、 潰 瘍 ノ・李 均1日 早 ク嚢 生

シ テヰ ル。 然 シ治 癒 ハ著 シク早 ク李 均8日 デ消

失 シテヰ ル。 剖 検 所 見 テ 見 ル ニ23號 海 瞑 ノ 脾

臓r一極 ク輕 度 ノ病 憂 ガ ア ツ タ ノ ミデ、 他 ノ4頭

ノ各臓 器 ニノ・著 憂 ガ ナ ィ。 局所 淋 巴腺 ノ病 攣 モ

封 照 ヨ リ僅 少 デ アル。 以 上 ノ 所 見 ハ コッホ ガ記

載 シタ所 見 ト ー致 スル 虚 デ、 「ア レル ギー 」ト免

疫 トハ李 行 シテ謹 明 サ レタ ノ デ ア ル。

第 二 項 筋 肉 内注 射 群

本 群 ノ實験 成績 デ アル第17表 チ見 ル ニ 「ツ」皮

内 反 癒 拉 ニ コッホ氏 現 象 早 期 反 慮 ノ・28號 テ除 ク

ト、何 レモ陰 性 デ アル ノー モ拘 ノ、ラズ、 局所 淋

巴 腺 ノ腫 脹、 潰瘍 獲 生 ハ封 照 ヨ リ遅 延 シテ 牛 ル

シ、 潰 瘍 ノ存 在期 間 モ短 イ ノデ アル。 剖検 所 見

モ封 照 二 比 較 スル ト著 シ ク 良 好 デ、26號 ト28

號 二 輕 度 ノ 病 攣 アル ノ ミデ アル。 即 チ28號 海

第三節 小

人型F株 加熱死菌接種海狽中皮下及 ビ腹腔内注

射群ハ「ツ」皮内反慮拉 ニ コッホ氏現象早期反磨

陽性 ノモノ多 ク、筋肉及 ビ静脈内注射群ノ・陰性

デアル。然 シ局所淋巴腺、潰瘍拉 二剖検所見ノ・

之 ト反封デ兎疫数果ノ・後者却 テ大 デアル。

BCG接 種海狽皮下及ビ静脈内注射群ノ・大罷「ア

狸 テ除 ク時 ノ・「ア レル ギー」反 鷹 無 キ ニ モ拘 ハ ラ

ズ冤 疫 的 数 果 ノ・著 明 デ アル。

第 三項 静 脈 内注 射 群

本 群 ノ實 験 成 績 デ アル第18表 ヲ見 ル ニ、「ツ」皮

内反 慮 及 ビ つ、,ホ氏 現 象 早 期 反 慮 ノ・、 第35號 海

瞑 テ除 キ何 レモ強 陽性 デ ア ・し。 局所 淋 巴腺 燭 知

迄 ノ 日数 ノ・封 照(第20表 ノト大 差 ノ・ナ ィ ガ、 潰

瘍 ノ 登 生稽 ≧早 ク 潰瘍 ノ 存 在 期 間 ノ・著 シク短

イ。 剖 検 所 見 ノ、31號 海 狽 ト35號 海瞑 ノ脾 臓 二

輕 度 ノ病 攣 アル ノ ミデ、 他 ノ海狽 ノ各臓 器 ニハ

著 攣 ヲ認 メナ カ ツ タ。 第35號 海 猿 ハ 「ア レル ギ

ー」反 慮 陰 性 ナ ル ニ モ 拘 ノ・ラズ 冤 疫 的 数果 ハ大

デ アル。 然 シ大 膿 「ア レル ギー」 ト免 疫 ノ・李 行 シ

テ ヰル藍見ガ アル。

第 四 項 腹 腔 内 注 射 群

本群 ノ實 験 成 績 デ アル 第19表 ヲ見 ル ニ、 感 染

前 ノ「ツ」皮 内反 慮 ノ・第36號 海 獲 以 外 ハ何 レモ

陽 性 デ ア リ、 コヅ・ホ氏 現 象 早期 反 鷹 ノ・5例 共 二

強 陽性 デ アル。 然 ル ニ局 所 淋 巴腺 及 ビ潰 瘍 所 見

ノ・封 照 ト大 差 ガナ ィ。 内臓 ノ病 攣 モ僅 カ ニ少 イ

位 デ大 艦 封 照 ト攣 リガ ナ イ ノデ アル。 即 チ 「ア

レル ギー」反慮 前 三 群 二比 シ最 モ著 明 ナル ニ拘

ノ・ラ ズ 免疫 的 敷 果 ノ・最 小 デ アル。

括

レル ギー」反 慮 ト結 核 免 疫 トハ拉 行 シテ ヰ ル ガ、

筋 肉 内注 射 群 ・、「ア レル ギー」反 慮 無 キ ニ免 疫 敷

果大 ナ ル モ ノア リ、 腹 腔 内注 射 群 ノ・「ア レル ギ

ー」反 慮 著 明 ナ ル ニ モ拘 ハ ラズ 免 疫 数 果 ハ 反 テ

少 イ ノデ アル。

第五章 総括虻二考按

人 型F株 加熱 乾 燥 死 結 核 菌接 種 海狽 中皮 下拉 二

腹 腔 内注 射 ノ場 合 ノ・「ヅ」皮 内 反磨 陽・性 二轄 化 シ

タ が、 筋 肉及 ビ静 脈 内接 種 ノ場 合 ハ陰 性 デ ァ ッ

タ."SlidecellCulture"法 二依 ル全 血液 ノ

結核菌嚢育阻止作用ハ筋肉内接種海狽最モ強 ク

静脈内、皮下 ノ順 デ、腹膣内注射 ノ場合ノ・「ツ」

皮内反磨陽性 ニモ拘ハラズ結核菌褒育阻 止作用

ノ・最 モ悪 イ。
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BCG接 種 海 狸 二於 ケル 「ツ」皮 内反 慮 ハ 皮 下及

ビ静 脈 内注 射群 陽 性 デ而 モ結 核 菌 褒 育 阻iL作 用

張 キ ニ反 シ、筋 肉 内注 射 ノ場 合 ハ 「ツ」皮 内反 鷹

陰 性 ノモ ノ多 キ ニ拘 ハ ラズ、 結 核 菌 褒 育 阻 止 作

用 ノ・最 モ良 イ。 腹 膣 内接 種 ノ場 合 ハ 「ツ」皮 内反

慮 強 陽性 ナル=、 結 核 菌 登 育 阻 止作 用 ノ・4頭 中

最 モ悪 イ。

コッホ氏 現 象 早 期 反 磨 ト局 所 淋 巴 腺 、 潰瘍 所 見

及 ビ剖 検 所 見 トノ關 係 モ略 篭同檬 ニ シテ、 「ツ」

皮 内反 慮 拉 ニ コヅホ 氏現 象 早期 反 慮 陽 性 ナ ル ニ、

局 所 淋 巴腺 、 潰瘍 拉 二剖 検 所 見 ヨ リ見 タル 免疫

数 果 ノ・僅 少 ノモ ノガ アル。

加 熱 死 菌 トBCG接 種 二於 ケル免 疫 数 果 ハ 先人

ノ研 究 ト同様BCGガ 勝 ツテ ヰ ル ガ、 加 熱 死 菌

ト錐 モ大 量使 用 スル時 ノ・相 當 ノ冤 疫 数 果 アル事

ガ分 ル。

伊 藤 ㈹ ノ・死 菌 免 疫 ノ場 合 「ア レル ギ ー」ノ・弱 陽 性

二登 現 スル モ、"SlidecellCulture"法 ニ ヨ

ル結 核 菌 嚢 育 阻 止 作 用 ハ認 メ ラ レヌ ト報 告 シテ

ヰ ル ガ、 恐 ラ ク菌 量 ノ關 係 ニ ヨル モ ノ ト思 ノ、レ

ル。 死 菌 免 疫 ニ ヨ リ或 程 度 ノ結 核 免 疫 成立 スル

コ トノ、既 二Zinnsser,Ward,Jennings(79),Pe-

troff(80),Petroff,Branch,Jennings(8i),Tho-

ma(sa),Branch,Enders(56),Westenrijk(85・,金

倉 ㈹(87)ノ諸 氏 ニ ヨ リ登 表 サ レテ ヰ ル。 加 熱 死 菌

第六章 結

1)人 型F株 加熱 乾燥 死 菌 ラ以 テ海 猿 テ免 疫 ス

ル際 、 筋 肉 内及 ビ静脈 内 一 接 種 スル時 ノ・「ツベ

ル ク リン・ア レル ギー 」登 現 ス ル コ トナ ク シテ免

疫 ラ成 立 サ セル コ トガ出來 ル ガ、 腹 腔 内接 種 ノ

際 ノ・「ツベ ル ク リ ン・ア レル ギ ー」著 明 二 畿 現 ス

ル モ免 疫 ハ ソ レニ件 ノ・ナ イ。 皮 下接 種 ノ場 合 ハ

「ツ ベ ル ク リ ン・ア レル ギ ー」 ト売 疫 トハ 共 二存

在 スル。

2)BCGテ 以 テ 海 狽 ラ 免 疫 スル時 、 筋 肉 内接

種 ノ揚 合 ノ、「ツベ ル ク リ ン・ア レル ギ ー」件 ノ、ズ

シテ著 明 ノ免 疫 テ獲 得 ス ル コ トアル モ、 皮 下静

脈 内接 種 ノ際 ノ・雨 者 共 二不行 的 二存 在 スル。 然

接 種 ノ際,,SlidecellCulture',法 二依 ル 全

血 液 ノ結 核 菌 褒 育 阻 止作 用 テ謹 明 シタモ ノハ 今

迄 見當 ラナ イ様 デ アル。 今 村 、澁 川 ㈹ ノ・「ア レル

ギ ー」 ト 「ス ラ イ ドツェル カル チュア」ノ成 績 トハ

逆 行 スル ト云 ヒ、 即 チ「ア レル ギ ー」陰 性 ナ ル ト

キ ハ 菌 檜 殖 陽 性 ニ シテ、 菌 檜 殖 陰 性 ナ レバ 「ア

レル ギ ー」陽 性 ナ リ ト述 べ テ ヰ ル ガ、 余 ノ 實 験

成績 二依 レバ カ ・ル詮 ノ・成 立 シナ イ ノデ アル。

コ。ホ氏現 象 ノ免 疫 學 的 意 義 ハ 緒 論 二於 テ 述 べ

タ如 クR6mer(2),Hamburger(3〕 二依 リ確 立 サ

レタ ノデ アル ガ、Rich,McCordock(83)ノ ・之 テ反

駁 シ、 更 二Meyer,且arington(84)ノ ・實 験 的 二之

ラ否 定 シテ ヰ ル。Selter(25)ノ・コヅホ ノ基 礎 實 験 ハ

專 ラ皮 膚組 織 ノ「ア レル ギー 」性攣 調 二關 係 シ、

海 狸 二於 テノ・結 核 ノ重 症 型 二起 ル モ ノ デ アル。

而 モ結 核 菌 ノ身禮 侵 入 テ妨 ゲ ル コ トハ 出 來 ヌ ト

述 べ テ ヰル。WalterPagel(32)モ 非 特 異 的 二 冤

疫 家 兎 ノ脱 感 作 テ行 ヒ、コッホ氏 現 象 ノ早期 反 慮

テ起 サ シムル コ トナ ク シテ、 何 等 発 疫 力 ノ減 退

テ起 サ ヌ コ トニ成 功 シテ ヰ ル。 斯 ノ如 ク早期 反

慮 起 ラザ ル モ発 疫 アル コ トノ・余 ノ實 験 二於 ケル

場 合 モ同 様 ニ シテ、 加 熱 死 菌 ラ筋 肉 内或 ノ・静 脈

内=一注 射 セル時 叉 ハBCGテ 筋 肉 内 二注 射 セル

時 早 期 反 慮 何 レモ 陰性 ナ ル ニ拘 ハ ラズ免 疫 ノ・或

ル程 度 詮 明 サ レル ノデ アル。
9

論

シ腹 腔 内接 種 ノ際ハ 「ツベ ル ク リ ン・アレル ギーJl

著 明 ナル ニ モ拘 ハ ラズ免 疫 ハ 高度 デ ナ イ。

3)加 熱 乾燥 死 結 核 菌 二依 ル免 疫 ノ・BCGノ ソ

レヨ リモ多 少劣 ル コ トアル モ、 大 量 使 用 スル時

ノ・比 較 的高 度 ノ免 疫 テ獲 得 セ シ メル コ トガ出 來

ノレ0

4)以 上 ノ實 験 成績 ヨ リ冤 疫 方 法 ラ異 ニ ス ル時

ノ、、 「ア レル ギー 」ト晃 疫 トノ、常 二影 ノ形 二添 フ

如 ク拉 行 的 二存 在 スル モ ノデ ナ イ ト云 フ コ トガ

ユ=ヘ ル 。

5)「 ツ ベ ル ク リ ン ・ア レ ル ギ ー 」ノ、結 核 発 疫 ノ

随 俘 現 象 卜思、ノ、レル 。
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第二編 皮内及 ビ皮下注射 二依ル結核晃疫拉 二「ツベルク リン・

アレルギー」ノ比較研究

第一章 緒

茂 膚 ガ免 疫 膿 産 生 ノ重 要 器 官 デ アル ト云 フ コ ト

ハ 、10歎 年來 一般 的 二信 ジ ラ レテ ヰ タ ノデ ァル

ガ 、 多 クノ・臨休 的裡 験 二基 クモ ノデ實 験 的 根 嫁

ナ シニ推 量 サ レテ ヰ タ ノデ アル。 例 ヘ バ麻 疹 、

狸 紅 熱 痘 癒 水 痘 ノ如 キ獲 疹 テ主 徴 トスル疾

患 二於 テ、 皮 膚 二特 別 ノ豫 防 的 敷 果 ガ アル モ ノ

ト思 ハ レテ ヰ タ。 亦 徽 毒 ノ如 ク初 メニ皮 膚 二病

漿 ガ起 ル時 へ 神 経 系 統 ガ 冒 サ レル コ トノ・少 イ

ト云 ノ・レ、皮 膚結 核 患 者 ノ・肺 結 核 ニ ナ リ難 イ等

デ アル。 庶 疹 ノ如 キ ノ・皮 膚 嚢疹 輕 度 ノ時 反 テ症

歌 瞼悪 トナル コ トノ・稀 デ ナ イ。Degkwitz(i)・ ・

皮 膚 襲 疹 ノ著 明 デ ア ツ タ塵 ノ恢 復 期 患 者 血 清 テ

言

以 テ、 此 ノ關係 テ明 カ ニ シタ。 即 チ皮 膚 ノ、機 械

的防 禦 力 ノ外 二特 異 的 生 物 學 的 作 用 テ有 シ、 内

臓 ガ疾 病 二侵 サ レル コ トテ防 グ爲 二、 強 イ特 異

的 皮 膚 刺 戟 二依 テ褒 生 スル冤 疫 禮 テ形 成 スル ト

述 ベ テ ヰ ル。Bruno(2)及 ビJadassohn(i9)ノ 、種 々

ノ「ア レル ギー」性 皮 膚疾 患 テ親 察 シ、 皮 膚 ラ診

断 二利 用 シ、皮 膚 ト免疫 ト ノ關 係 テ臨 抹 的 二明

カ ニ シタ.最 近 二至 リ皮 膚 ト免 疫 トノ關 係 ガ實

験 的 二謹 明 サ レ、 種 々論 議 サル ・二至 ッ タ。 即

チ経 皮 免 疫 、 皮 内注 射 等 ガ重 要 視 サ ル ル ニ至 リ

從 來鷹 用 サ レテ ヰ ル皮 下 、 筋 肉、 静 脈 内接 種 法

等 モ再 検 討 スル必 要 二迫 ラ レテ ヰ ル ノデ アル。

第二章 文厭概要

皮 膚 ト免 疫 ト ノ關 係 二 就 テ 最 初 二 實 験 ヲ企 テ タ ノハ

Bruno・Bloch(2)デ ア ラ ウ。 彼 ・・1917年 二次 ノ如 ク結

論 シテ ヰル 。 皮 膚 ・・生 物 學 的 作 用 二 依 リ細 菌 ノ侵 入

ヲ防 禦 スル 重 要 ナル 器 官 デ ア ル。 結 核 、徹 毒 、白癬 菌

性 旬行 疹 ノ「ア レル ギー」二於 テ、皮 膚 ・・他 ノ総 テ ノ器

官 以上 二 「ア レル ギー」性 免疫 及 ビ過 敏 性 二關 シ、圭 導

的 役 目 ヲ演 ジテ ヰ ル.印 チ 「ヂ フテ リー」ヤ 破 傷 風 二於

ケ ル血 清 免 疫 二 匹適 ス ル モ ノデ アル ト述 ベ テ ヰ ル
。

Hoffmann(3)及 ビMemmesheimer{4)・ ・皮 膚 ノ特 別 ノ

生物 學 的 作 用 ヲ「エ'ア フィラキ シー」ト命 名 シ、 皮 膚 二

於 テ 内臓 及 ビ耐 輕 系 統 二 病 源 菌 ヤ 毒 素 ノ 侵 入 ス ル コ

レ ヲ防 グ物 質 、叉 ・・一 旦 侵 サ レテ モ之 二封 シ治 療 的 二

作 用 ス ル 物 質=が産 生 サ レル ト云 ヒ、純 梓 ノ機 械 的 防 禦

作 用b「 エ ゾフィラ キ シー」トヲ 匠 別 シ テヰ ル。 富 永(5,

ハ 「エ ゾフ・ラ キ シー」學 説 二封 シ實 騨 勺詮 明 ヲナ シ
、

皮 膚 ・・外 的刺 戟 二 封 シ 反 慮 スル ノ ミナ ラズ異 種 蛋 白

ノ非 経 ロ的 侵 入 アル 場 合 ニ モ 受 刺 戟 状 態 ヲ示 ス モ ノ

デ、 外 的 刺 戟 二封 シ保 護 作 用 ヲ替 ム ノ ミナ ラズ
、内部

二 向 ケ ラ レタル 防衙 作 用 ヲ 有 ス ト云 フ 「エ ゾフ
。ラ キ

シー」學 説 二封 シ、 一 ツ ノ實 験 的根 擦 ヲ提 供 シ得 タル

モ ノデ アル ト述 ベ テ ヰ ル
。 更 二Mtiller(6)ノ 、Aolan

(異 種 蛋 白製 剤)0・21tEヲ 皮 内 二 注 射 ス ル ト著 明 二 白

血 球 培 多症 及 ビ 局所 反 慮 ガ 皮 下注 射 同 櫟 二起 ル ト云

ヒ、 淋 毒 性 尿 道 炎 二50--100同 之 ヲ 皮 内 二 注 射 シテ

著 数 ヲ得 テ ヰ ル。Bloch(7)ノ ・「ヨー ドホ ル ム」ト「ト リ

コ ブ イチ ン」過 敏 性 患 者 ノ皮 膚 ヲ健 康 者 二移 植 シテ 見

タ所 、正 常 ノ皮 膚 二 ・・見 ラ レナ イ過 敏 性 ガ移 植 皮 膚 二

謹 明 サ レ タ。此 ノ實 験 成 績 ヨ リ「ア レル ギー」疾 患 ノ皮

膚 二 ・・特 別 ナ抗燈 が存 在 シテ 居 リ、 細 胞 性 ノ「ア レノレ

ギ ー」ヲ示 シ タモ ノデ アル ト結 論 シテ ヰル 。 更 二 彼 ・・

動 物 實 験 二 於 テ皮 膚 ノ移 植 ヲ 行 ヒ 「ア レル ギー」ノ被

働 性 試 験 ヲ行 ツタ カ'失敗 二蹄 シタ。Fellner(8).・ 「ツベ

ル ク リ ン●ア レル ギ ー」個燈 二、 齪 切 法 ニ ヨ リ「ツ ベル・

ク リソ」ヲ以 テ丘 疹 ヲツ ク ラ セ、 之 ヲ切 リ取 ツ テ ソ ノ

浸 出 液 ヲ調 製 シ、 「ッ ベル ク リン」ヲ 加 ヘ テ 「ツ ベル ク

リン」反 磨 陰 性 者 ノ皮 内 二注 射 シテ見 タ所
、「ツベ ル ク

リ ン」ノ ミデ ノ・反 慮 ガ起 ラ ヌ ニ モ 拘 ・・ラズ、 此 ノ場 合

昌 ノ・注 射 個 所 ノ「ツ」皮 内 反 慮 ノ・陽 性 トナ ツ タ ト報 ツ
、

「ツ」反 磨 陽性 者 ノ 皮 膚 中 ニ ノ・抗 髄 反 慮 ヲ 起 スー一種 ノ

物 質 ガ存 在 シテ ヰル ト考 へ 、 此 ノ物 質 ヲProcutinト

命 名 シテ ヰル 。Martenstein及 ビSchapiro(tl)・ ・Fellner

ノ實 験 ヲ確 カメ、更 二結 核 海 猿 及 ビ健 康 海 狸 ノ皮 膚 浸
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出 液 ト「ソ ベル ク リソ」ト ノ混 合液 ヲ 健 康 海 狸 ノ皮 内

二 注 射 シタ トコ ロ、結 核 海猿 ノ皮 虜 浸 出液 ヲ用 ヒ タ場

合 ノ ミニ、注 射 個 所 ノ「ツ」皮 内反 慮 陽性 デ ア ツ タ ト述

ベ テ ヰ ル。 夏 二Martenstein「101・ ・「1・リコ フィチ ソ・ア

レル ギ ー」動 物 ノ皮 膚 二 特 異 性 抗 髄 ヲ謹 明 シテ ヰル 。

BlumenthaluHaupt(lllノ ・之 ヲi追試 シ テ ソ ノ事 箕 ナル

コ トヲ詮 明 シタ。Martenstein・ ・抗 元 ヲ皮 内 二注 射 後

直 二接 種 個所 ヲ切 リ取 ル コ トニ依 リ、特 異 性 抗 髄 ガ接

種 個所 二初 メ テ産 生 サ レ、次 デ他 ノ場 所 ニ ソ ノ後 血 流

中 二登 現 スル コ トヲ確 カ メ タ ノデ アル ガ、是 等 ノ特 異

性 抗 盟 ノ・Fellnerノ 云 フProcutinト 同様 ノ モ ノデ

アル ト考 ヘ テ ヰ ル。

然 シ乍 ラー 方Klempereru.Peschic{12)・ ・Fellner及

ビMUIIerノ 實 験 ヲ追試 シ テ 見 タ ガ、 之 ヲ 確 カメ ル

コ トカ・出來 ナ カツ タ。 卸 チ皮 膚 卜免 疫 過 程 ト ノ間 ニ

ノ・何 等 特 別 ノ關 係 が 見 ラ レナ カ ソ タ ト云 ツ テ ヰ ル 。

Bessauu.K6hler1B)モ 亦 同様 ナ 観 察 ヲ 下 シテ ヰ ル。

Hokeu,L:mg「14D・ 「ツベ ル ク リソ」ト「ツ ベル ク リン」

丘 疹 浸 出液 ト ノ混 合 液 注 射 ニ ヨ リ「ッ」反 庶 ・・培 強 凶

ル カ●、他 ノ非 特 異 性丘 疹 寝 出液 二依 テ モ 同様 二「ツ」反

磨 ヲ強 メ ル コ トガ出 來 ル カ ラ、之 ノ・非 特 異 性 炎 衝 作 用

デ アル ト云 ツ テヰ ル 。 即 チ是 等 ノ研 究 者 ノ・Fellner/

Pmcutin説 二 劉'シ テ 疑 問 ヲ 持 ツ テ ヰ ル ノ デ アル 。

Krauspe(15)ノ ・「チ フス ・ワ ク チ ン・」ヲ少 量宛 皮 膚 ノア ラ

ユ ル 場 合 二異 ツ タ方 法 デ 注射 シ、ソ ノ数 果 ヲ見 タ所 ソ

ノ差 ノ・僅 少 デ ア ツ タ コ1・カ ラ、Klempererガ 指 適 シ

タ鮎 二 同意 ヲ表 シ、皮 膚 ・・特 別 ノ免 疫 作 用 ナ シ ト結 論

シテ ヰ ル。Moral(16)モ 同 様Krauspeト 同 ジ實 験 成 績

ヲ得 テ ヰ ル。 爾Prausnitzu.Ktistnerk17))"記 載 シ タ如

ク 「ア レル ギ ー」患 者 ノ血 清 中 ノ抗 燈 ヲ 健 常 ノ皮膚 二

被 働 的 二移 ス コ トガ出 來 ル コ トカ ラ、皮 膚 ノ抗 艦 産 生

説 ノ・著 シ ク制 限 サ レル 様 ニ ナ ツタ.彼 等 ハ魚 肉 ノ「ア

レル ギー 」患 者 血 清 ヲ健 康 者 ノ皮 内 二注 射 シタ 所 陽 性

ノ結 果 が得 ラ レタ ガ、枯 草 熱 「ッベ ル ク リン・ア レル ギ

ー」、 馬 血 清 「ア レノヒギー」 二於 テ ノ・陰 性 デ ア ツ タ。

Biberstein(18)ノ ・「マ ー キュリー一一一」、 「サ ル ゾル サ ンJ、 「ウ

ノレゾール 」、 「フォル マ リソ」、;ピ ラ ミ ドン」過 敏 性 患 者

血 清 ノ被 働 性 試 験 二 成 功 シ、Jadassohn(19)・ ・「セル リ

ー」過 敏 性 患 者 二於 テ成 功 シテ ヰ ル 。 夏 二Coca及 ビ

Grove(20)ノ ・「アvル ギー 」患 者 ノ血 清 二Reaginト 彼 等

,ガ呼 ソデ ヰ ル 抗 髄 ノ 存在 スル コ トヲ 確 カ メ テ ヰル 。

Tufta.Ramsdel(21)モ 血 清 病 ノ血 清 中 二Reaginヲ 誼

明 シ テ ヰル 。 然 シ「ヅベ ル ク リソ ・アVル ギー 」、「プy

モ ー ル」過 敏 性 ヤ 「プ リモ ー ル 」滉 疹 デ ・・成 功 シテ居 ラ

ナ イ(Blochu.Jadassohn)Prausnitzu.Kifstnerハ 枯

草 熱 ノ場 合 二皮 膚 組 織 細 胞 ヲ被 働 性 試 験 ニ ヨ リ、 「ア

レル ギー」 ヲ移 ス コ トヲ 企 テ タ ヵ"、Bibersteinr?2},

Lehner,Rajka`23)・ ・成 功 シナ カ ツ タ。

Urbach(21'二 從 ヘ バ是 等 ノ 方 法 ・・物 理 化學 的 作 用 二依

リ抗 盟 ガ破 壊 サ レル 恐 レア リ トシ、彼 ・・Konigstein(25)

ト共 同 デ 「ア レル ギー 」疾 患 二於 テ、「カ ソ タ リヂ ン」ヲ

以 テ水 庖 疹 ヲ ツ ク ラ セ、ソ ノ中 ニ アル 液 髄 中 ノ抗 艦 ヲ

詮 明 シ ヨ ウ トシ タ。水 庖 中 二 ・・血 清 ヨ リモ多 量 ノ抗 盟

ノ存 在 ス ル コ トヲ信 ジテ ヰ タ ノデ アル。 彼 等 ノ・砒 素,

大 変 、「アル ニ カ」ニ ヨル 「ア レル ギ ー」二於 テ、被 働 性

試 験 二成 功 シタ が、 馬垢 「ア レル ギ ー」疹 、 砒 素 疹 、

Spirizo・Erythemaデ ・・失 敗 シタ。同様 ナ方 法 デPerutz(26)

・・「テ レペ ンチ ン・ア レル ギー」ノ場 合 二、 水 庖 疹 ヲ用

ヒ テ 被 働 性 二 「ア レル ギー」 ヲ移 ス コ ト が 出來 タ。

Riehl`27)モ 自然 二婁 生 セ ル 「サル ゾ ル サ ン」水 庖 疹 二於

テ 「ア レル ギ ー ノ被 働 性 試 験 二成 功 シ タ カ"Prausnitz・

KUstner氏 法 デノ・何 レモ失 敗 二蹄 シ テヰ ル。元 來組 織

球 性 抗 髄 ・・血 液 中二極 ク僅 カ シ カ移 行 シナ イ1・Urbach

ノ・述 ベ テ、 之 二 讃 意 ヲ表 シテ ヰル 。 更 二Urbachハ

Prausnitz・Ktistner氏 反 磨 ・・直接 反 慮 デ、 水 庖 疹 ノ ソ

レノ・問i接反 慮 デ アル1・云 ツ テ ヰル 。

K6hleru.Heilmann(28)ノ 實 験 ・・、 少 量 ノ 家 兎 血 清 ヲ

人 ノ皮 内 二注 射 ス ル ト、同量 静 脈 内 二=注射 セル 場 合 ヨ

リモ高 度 ノ皮 膚 過 敏 性 ガ得 ラ レル コ ト ヲ示 シテ ヰル。

更 二彼 等 ・・種 々 ノ「ア レル ギー」駄 態 二於 テ、特 異 性 抗

髄 ガ皮 膚 二於 テ形 成 サ レル コ トヲ、被 働 性 實 験 ヨ リ誼

明 シテ カ ラ、愈 く彼 等 ノ信 念 ヲ強 メ テ ヰル 。 亦 皮 膚 ノ・

抗 細 菌 性 抗 髄/産 生 個所 デ アル コ トヲ 蟹 験 的 二 立謹

シ テ ヰル 。Fernbachu.Hllssler(29)・ ・赤 痢 「vPチ ソJ・ヲ

皮 内 ト筋 肉 内 二 注 射 シタ 後 抗 盤 量 ヲ 測 定 シタ所 同一

デ アツタ1・報 ジテヰル 。亦Hach(30),Bordaj,Melnyk(se)

ノ・家 兎 ノ静 脈 内 二 強毒 葡 萄 状 球 菌 ヲ{'L射 セル 後、 脾

臓 、 血 液 、皮 膚 二於 ケ ル 細 菌 数 ヲ検 査 シ タ所 脾 臓 二於

テ ノ・常 二不 墾 的 二存 在 シ、血 流 中 デ ・・減 少 シ、 皮 膚 二

於 テ ノ・注 射 後3時 間 迄 ハ脾 臓 ト同 一.一デ、ソ ノ後 ノ・死 ヌ

迄 場 加 ンテ行 ク コ トガ謹 明 サ レタ。此 ノ事 ハ急 性 致 死

的 感 染 二於 ケル 皮 膚 ノ演 ズル 役 目 ノ重 大 サ ヲ物 語 ル

モ ノデ アル1・ 述 ベ テ ヰル 。Michael(31)・ ・「チ フヌ 」菌 ノ

如 〃内臓 二作 用 スル 菌 ヨ リモ、寧 口皮 膚 二作 用 スル 菌
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ヲ用 ヒル ノ が合理 的 デ アル トナ シ、葡 萄 状 球 菌 感 染 ノ

場 合 ノ血 清 ヤ葡 萄 状 球 菌 「ワ ク チ ソ」ヲ 種 々ナル 方 法

デ 注射 シ タ時 ノ血 清 二就 テ凝 集 便 ヲ検 査 シタ所 、皮 内

注 射 及 ビ静 脈 内 注 射 ノ・筋 肉 内注 射 二勝 リ、葡 萄 状 球 菌

ヲ皮 膚 二 感 染 シタ場 合 ノ 血 清 ノ凝 集 債 ・・著 シク高 度

デ ア ソ タ ト報 ジテ ヰル 。ソ レ故 二皮 膚 ノ・抗 禮 産 生 二重

要 ナ ル 器 官 デ アル ト述 ベ テ ヰル 。

斯 〃 圭 張 二封 シMoral(16　 及 ビKrauspe(15)/2人 ・・種

々 ナル 方 法 二依 リ「チ フ ス・ワク チ ン」ヲ注 射 シテ見 タ

が、 皮 膚 二特 別 抗 膣 産 生 ノ作 用 ヲ認 メ ヌ ト云 ヒ、Stal

u.Winkler〔32)・ ・「チ フス ・ワク チ ソ」ノ 少 量 ヲ用 ヒ テ實

験 シタ結 果 皮 下 注 射 法 ガ 他 ノ 何 レ ノ 方 法 ヨ リ凝 集 素

産 生 ガ最 モ大 デ アル ト云 ッ テ ヰル ガ、抗 趨 産 生 場 所 二

就 テ ノ・論 ジ テ ヰ ナ イ。

LTuft(21)2・ 「チ フ ス」ノ混 合 「ワク チ ソ」ヲ皮 内、皮 下 、

静 脈 内 二注 射 シタ所 、皮 内注 射 ノ場 合 凝 集 債 最 モ高 キ

故 、皮 膚 ガ抗 燈 産 生 二能 働 的 二作 用 シテ ヰル コ ト・・事

實 デ アル ガ、他 ノ組 織 或 ハ器 官 トノ・無 關係 二軍 濁 二産

生 ス ル モ ノデ ・・ナ イ ト述 ベ テ ヰル 。即 チ注 射 後 局 所 二

蛋 生 ス ル 抗 盤 ノ・、局 所 ノ網 状 織 内皮 細 胞 系 統 ノ刺 戟 二

依 テ登 生 ス ル ト云 フ 根 擦 二 立 ツ テ初 メ テ 鮮二明 トナル

モ ノデ アル ト論 ジテ ヰル 。術 皮 内 注射 後 生 ズル 活 働 性

免 疫 抗饅 ノー部 分 ノ・抗 原 ノ吸 牧 二蹄 セ ラ レル ガ、大 部

分 ノ・局所 二 固 定 サ レ、ヨ リ大 ナル 抗 髄 ノ刺 戟 ガ局 所 二

起 ル モ ノデ アル ト述 ベ テ ヰル 。

箭 頭 岡 ・・「チ フヌ」及 ビ「コ レラ・ワク チ ソ」ヲ家 兎 ノ皮

内 及 ビ皮 下 二注 射 シタ後 、 凝 集 反 慮 ヲ試 ミタル所 、皮

内 注 射 法 ノ・皮 下 注 射 法 二比 シ 稽 く勝 ル コ トヲ實 験 的

二誼 明 シタ。更 二鈴 ポ35)・・皮 膚 結 核 二「ッ ベル ク リ ソ」

ノ皮 内注 射 療 法 ヲ 試 ミ些 力認 ムベ キ 結 果 ヲ得 タ ト報

ジテ キル 。

以 上 ノ如 ク皮 膚 ト免 疫 作 用 トノ關係 二就 テ ノ・種

々論 議 サ レ テヰ ル ガ、 皮 膚 ガ免疫 作 用 二重 要 ナ

役 目 テ演 ジテ ヰ ル コ トテ主 張 スル研 究 者 ガ多 イ

様 二思 バ レル。 「ア レル ギー」疾 患 拉 二急 性 傳 染

病 二於 ケル特 異 性 抗 膣 ハ皮 膚 二於 テ形 成 サ レ、

而 モ或 疾 患 二於 テノ・全 身 免 疫 ラ起 ス抗 禮 ガ皮 膚

二於 テ産 生 サ レル コ トテ圭 張 スル モ ノガ多 イ ノ

デ アル 。

結 核免 疫 拉 二 「ッベ ル ク リ ン・ア レル ギ_」 ト皮

膚 トノ關 係 二就 テ ノ實 験 報 告 ノ・少 イ様 デ アル。

依 テ人 型F株 加熱 乾燥 死 菌 、BCGテ 免 疫 元 ト

シテ、 海 狽 ノ皮 内 及 ビ 皮 下 二注 射 シ 「ッベ ル ク

リ ン・ア レル ギー」、補禮 結 合 反 慮 、「ス ラ イ ドツェ

ル カ ル チュア」法 テ試 ミ、 雨 者 ノ比 較 研 究 テ爲 シ

タル ニ、 以 下 述 ブル ガ如 キ成 績 テ得 タル故 此 塵

二登 表 シ先 輩 諸 賢 ノ叱 正 ラ請 ハ ン トスル モ ノデ

ア ル 。

第三章 實験材料虻二實験方法

(一)供 試 獣

300-400瓦 ノ健康雄性海猿30頭 ヲ使用 シ、 實 験前

「ツ」皮内反磨 ヲ検 シ陰性 ノモ ノノミヲ實験 二供 シタ
。

(二)供 試 菌

免疫 二用 ヒタ菌 ノ・人型F株 加 熱乾燥死 菌及 ビBCGデ

前編 二述 ベタモ ノ ト同一 菌株 デアル。「ス ライ ドツェル

カル チaア」二使用 シタ 菌 ・・ぺ1・ラニアー二氏培 地4

週 間培養 ノ人型F株 結核菌 デアル。

(三)免 疫方 法

人 型F株 加熱乾燥死結 核菌 ヲ5日 毎 一1.0彪 宛3同

夫 々5頭 ノ海猿 ノ皮 内及 ビ皮 下 二 注射 シ、BCGノ ・

1・0睡1同 夫 々5頭 ノ海猿 ノ皮内、皮 下 二注 射 シタ。

10頭 ノ海猿 ハ封照bシ タ。

(四)「 ッベル ク リン・ア レル ギー」検査 法

傳研 製蕾 「ツベル ク リン」ヲ食盤水 ヲ以 テ10倍 二稀澤

シ、ソ ノ0.1粍 ヲ濾 ノ虜毛 シタル側腹 壁皮内 二注射

シ、48時 間後 ノ[登赤腫脹 ヲ測 定、 直裡0.5糎 以上陽

性 トシタ。各免疫群 ノ最 後 ノ虜 置 ヨ リ10日 目、20日

目、30日 目二 「ツ」皮 内反磨 ヲ行 ヒ、 「ア レル ギー」ノ

有無 ヲ精査 シタ。

(五)補 超結合反磨

1.豫 備試験

(イ)溶 血素

良 ク洗言條セル 山羊血球 ヲ10琵 ノ滅菌蒸瑠水 二10%、

20%、50%二 溶血 サセ、5日 毎 二家 兎 ノ耳静脈 ヨリ前

記溶血液 ヲ注射 シ、最後 ノ塵 置 ヨ リ1週 間後 二探血、

該 血清 二就 テ溶血債 ヲ測 定 シタ所6400倍 デア ツタ。

依 テ使 用量 ノ・3200倍 液1・シタ。

(口)「 ア ンチゲ ソ」

人型F株 結核菌及 ビBCG各20瑳 ヲ馬鵬 ノ乳鉢 吋二
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テ20琵 ノ滅菌蒸1瑠水 ヲ以 テ卒等 ノ菌液 ヲ調製 、100CC

1時 間加 熱後2時 間振盤機 二 掛 ケ ル。食璽170彪 加

^冷 室 ニー夜静置 シ、沈 下 セル菌塊 ヲ除 キ、之v=1

%「vチ チ ソ」1蝿 加ヘ タモ ノデ アル。此 ノ「アソチグ

ソ」ノ軍掲溶血 阻止作用 ヲ見 タル ニ1:10/2.0蛯 ガ

最少溶血 妨止量 デア ツタ。依 テ、使 用量 ハ1/4量 郎 チ

1:10/0.5蝿 ヲ用 ヒタ.

(ハ)補 髄 ノ使用量

5頭 ノ健常成熟海狽 ヨ リ早朝 空腹時 二探血、得 タル血

清 ヲ混合 シ、食 魎水 ヲ以 テ10倍 二 稀繹 シタモ ノ0・5

耗 ヲ使用量 トシタ。

(二)血 球俘游液

脱繊 維素山羊血液 ヲ良 ク洗潅 シ、2.5%ノ 血球 液 トシ

テ使 用 シタ。

2.本 試験

各免疫海猿 最後 ノ虞置 ヨリ10日 、20日 、30日 後 二探

血、得 タル血清 ヲ非働性 トナ シ、之vヲ0・5蛯 ノ倍藪

稀繹 トナ シ、「ア ソチゲ ソ」、補髄各0・5蝿 ヲ加へ37。C

1時 間、感作血球 液1.0蛯 加 ヘタ後37℃2時 間、 ソ

ノ後冷 室 二1夜 静置翌 日成績 ヲ剣定 シタ。 表 ニハ柵、

柵、什、十、± ノ中十 ノ血清 稀繹倍藪 ヲ記載 シ他 ハ省 略

シタ。

(六)「 ス ライ ドツェル カル チュア」

各免疫海猿 最後 ノ塵置 ヨ リ1ケ 月 目二實施 、7日 間

37。C二 培 養鏡検 シタ。實験 方法虹 二成績剃 定法ノ・第

一編 二記載 シテアル故省略 スル。

第四章 實験成績

第一節 人型F株 加熱死菌皮内注射群

本 群 ノ實 験 成績 ノ・第1表 二記 載 シテ アル。 「ツ 」

皮 内反 磨iノ・免 疫 完 了後10日 目 二3頭 輕 度 陽 性 、

2頭 ノ・陰 性 デ アル 。20日 目 モ大 差 ナ ィ ガ、30日

目 一ノ・何 レモ陽 性 デ アル。

補 盟 結 合 反 慮 ノ・10日 目 ノ・陰 性 デ アル ガ、20日

以 後 ハ 陽 性 デ ア リ、30日 目 二於 ケル 成績 ハ何 レ

モ64倍 迄 陽性 トナ ツ テ ヰ ル。

「ス ラ イ ドツェル カル チュア」ノ成績 テ見 ル ニ、2

例 ハ 全 ク結 核 菌 ノ登 育 阻 止 サ レ、3例 モ極 ク僅

カニ」曾殖 ノ傾 向 アル ニ過 ギ ナt。

第二節 人型F株 加熱死菌皮下注射群

第2表 ノ・本群 ノ實 験 成績 デ ァル。 「ツ」皮 内反 慮

ノ・10日 後 ニ ハ1例 輕 度 陽性 デ 他 ノ・陰 性 デ ァル

ガ、20日 後 一 ノ・4例 陽 性 、1例 陰 性 デ アル。30

日後 ニ ノ・5例 共 二陽性 デ ア リ、 皮 内注 射 群 二比

較 ス ル トキ特 別 著 シイ差 ノ・認 メ ラ レナ ィ。

然 シ補 禮 結 合 反 慮 ノ成 績 ハ 明 カ ニ劣 ツ テ居 リ、

10日 目 ノ・陰 性 、20日 目 ニノ・8倍 陽性 デ アル ガ、

皮 内注 射 群 ノ・16倍 デ ア リ、30日 目 ニ ハ 抗 膿 ノ

壇 加 ガ 見 ラ レナ1ノ ニ、 皮 内注 射 群 デノ・64倍

ト明 カニ檜 加 シテ ヰ ル ノ デ アル。 補 膿 結 合 反 慮

性 抗 膣 ニノ・雨 者 二判 然 差 異 ガ認 メ ラ レル。

更 二 「ス ラ イ ドツェル カル チュア 」ノ成 績 テ 見 ル

ニ、 結 核 菌 ノ登 育 檜 殖 ハ封 照群(第3表)ヨ リハ

僅 カ ニ阻il.サ レテ ヰ ル ガ、 皮 内注 射群 二比 較 ス

ル 時 ハ明 カニ差 異 ガ認 メ ラ レル ノデ アル。 即 チ

皮 内注 射 群 二於 テ ハ軍 二登 育 ノ傾 向 ガ認 メ ラ レ

ル ノ ミデ アル ガ、 本群 二於 テ ハ明 カ ニ増 殖 作 用

ガ認 メ ラ レル ノデ アル。

第三節BCG皮 内注射群

第4表 ガ本群 ノ實 験 成 績 デ アル。 「ツ」皮 内反 慮

ノ、10日 目 二1例 陽性 ナ ル モ他 ノ、何 レモ 陰 性 デ

アル 。20日 後 ニ ノ・5例 共 二陽性 デ アル ガ、30日

日 ニノ・1例 陰 性 トナ リ他 ノ4例 ノ・輕 度 陽 性 デ ア

ノレo

補 膣 結 合 反 慮 ハ20日 目迄 陰 性 デ アル ガ、30日

目 二至 リ4倍 一一8倍 陽性 デ ア ル。

「ス ラ イ ドツェル カ ル チュア」ノ・1例 僅 カ ニ結 核 菌

ノ登 育 ノ傾 向 ア ル ノ ミデ、 他 ノ・何 レモ壇 殖 ガ認

メ ラ レナ イ ノァ アル。
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第四節BCG皮 下注射群

本 群 ノ實 験 成 績 ノ、第5表 二記 載 シテ アル。 「ツ」

皮 内反 慮 ノ・10日 目 二1例 陽性 デ 他 ハ 陰 性 デ ア

ル 。20日 目 ニノ・5例 共 二陽 性 デ アル。30日 後 ニ

ハ 更 二著 明 トナ リ中 ニ ハ中 心 部 壌 死 二陥 ツ タ モ

ノモ アル。 概 シテ皮 内注 射 群 ヨ リ「ア レル ギー 」

強 度 ノ檬 デ アル。

補 禮 結 合 反 磨 ノ・30日 後 迄 陰 性 二 終 ツ 久 自ロチ

補 膣 結 合 反 慮 性 抗 禮 ノ・詮 明 サ レナ カ ツ タ。 此 ノ

貼 皮 内注 射 群 ト差 異 ガ アル。

「ス ラ イ ドツェル カル チュア1ノ 成 績 ハ2例 ハ全 ク

結 核 菌 ノ畿 育 ノ・認 メ ラ レメ ガ、2例 ハ褒 育 檜 殖

ノ傾 向 ア リ、1例 ハ僅 力乍 ラ檜 殖 ガ認 メ ラ レタ。

即 チ皮 内注 射 群 ヨ リ結 核 菌 ノ登 育 阻 止 作 用 劣 ル

ノ ア ア ル 。

第6表 ノ・封 照 群 デ アル ガ表 テ見 レバ何 レ ノ成 績

モー 目瞭 然 デ アル。

第五章 総括虹二結論

人 型F株 加 熱 乾 燥 死 菌 テ皮 内注 射 セル場 合 ト皮

下 注 射 セル場 合 トニ於 ケル 、 「ツ」皮 内反 慮 ノ・殆

ド ソ ノ差 異 テ認 メル コ トガ出 來 ナ ィ ガ、 補 膿 結

合 反 癒 及 ビ「ス ラ イ ドツェル カル チュア」二於 ケル

成 績 ハ何 レモ皮 内注 射 勝 ツテ居 ル。 換 言 ス レバ

「ツベ ル ク リ ン・ア レル ギー 」ノ・同一 デ モ 雨 者 ノ

発 疫 敷 果 ノ・異 ル ノデ アル。

BCG注 射 海 猿 二於 テノ・「ツ」皮 内反 磨 皮 下 注 射

群 彊 ク、 皮 内注 射 群 僅 カ ニ弱 イ ノデ アル。 補 膿

結 合 反 慮 及 ビ「ス ラ イ ドツェル カ ル チュア」ハ何 レ

モ皮 内注 射 群 勝 ツ テ ヰル 。 帥 チ皮 内注 射 群 ハ皮

下 注 射 群 二比 シ 「ツ ベ ル ク リ ン・ア レル ギー」弱

キ ニ拘 ノ・ラズ免 疫 敷 果 ノ・梢 ≧大 デ アル コ トハ注

目 スベ キ コ トデ アル。

人 型F株 加熱 死 菌 トBCGト ラ比 較 スル ニBCG

ノ・菌 量少 キ ニ拘 ハ ラズ免 疫 敷 果 ノ・大 デ アル。 然

シ「ツ ベ ル ク リ ン・ア レル ギー」ニノ・大 差 ガ ナ ィ。

以 上 ノ實 験 成 績 ヨリ「ツベ ル ク リ ン・ア レル ギー」

ト結 核 免疫 トノ間 ニ ハ李 行 關 係 ガ認 メ ラ レナ{

ノ ア アル 。

第三編 非 「ア レルギー」性結核兎疫 卜非免疫性 「ツベルク リン・

ア レルギー」二關スル研 究

第一章 緒 言

緑 色 連 鎖 状 球 菌 或 ノ・加 熱 乾燥 死 結核 菌 テ家 兎叉

ノ・海 狽 ノ静 脈 内 二注 射 スル 時 ノ・「ア レル ギー」ノ

件 ノ・ザル免疫 ノ成 立 スル コ トノ・既 二Clawson品

Baker〔3}及 ビ余 〔4)ガ報 告 シタ通 リ デ アル。

次 二免 疫 ノ件 ノ・ヌ 「ア レル ギ ー」二關 スル報 告 ノ・

第 一編 二於 テ記 載 シタ如 ク多 撒 アル ガ、 中 ニモ

以 下述 プル 庭 ノ報 告 ノ・吾 人 ノ注 意 テ喚 起 スル ニ

足 ル モ ノ ト思 ノ・レル。 即 チMcJunkin(5)ノ ・「オ

レイ ン」酸 叉 ノ・「オ リー ブ」油 ラ以 テ虎 理 セル 死

結 核 菌 テ海 狽 ノ皮 下 二注 射 スル 時 ノ・、 一 定 期 間

後 「ツベ ル ク リ ン」二依 リ壊 死 性 及 ビ潰瘍 性 ノ反

慮 ガ起 ル コ トテ述 べ、 遠 藤 、 石川 ⑥雨 氏 ノ種 々

ノ油 剤 テ以 テ結 核 菌乳 剤 テ ツ ク リ、「ツベ ル ク リ

ン」感 性 賦 與 試 験 及 ビ 免 疫 實 験 ラ 行 ツ タ虜 、 或

程 度 ノ免 疫 作 用 ト強度 ノ「ツベ ル ク リ ン・ア レル

ギ ー」轄 化 二 成 功 シタ ト報 告 シテ ヰ ル。 更 二 遠

藤(7)ノ、「オ イ カ リ プ トー ル」二10%ノ 割 二 沃 度

「フォル ム」テ溶 解 シ
、 之 二同 量 ノ 「オ リー ブ」油

テ混 ジ タル液 テ以 テ 中等 度 毒 力 ノ人 型結 核 菌 乳

剤 テ ツ ク リ、5書 夜 艀 卵 器 二 置 イ タ後 遠 心 沈 澱

シb上 清 液 テ除 キ菌 盟 テ2同 「オ リー ブ」油 ・;一,テ

洗 縢 シ、 最 後 二 「オ リー ブ」油 テ以 テ1%ノ 乳 剤

トナ シ、 ソ ノ0.5-1.5耗1-3同 海 猿 ノ皮 下 二

注 射 スル トキ ハ、 注 射後16日 目 二 「ツ」皮 内反
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慮 陽性 トナ リ、 同株 叉 ハ異 株 ノ人 型 結 核 菌 ノ感

染 二封 シテ或 程 度 ノ免 疫 的 敷果 ア リ ト報 告 シテ

ヰ ル。Saenz(7,ハ 「ワゼ リ ン」油 ト死 結 核菌 トデ

乳 剤 テ ツ ク リ之 テ 「ピペ づト」テ以 テ 海 猿 ノロ 内

二注 入 ス ル時 ノ・15日後 二著 明 ナ 「ツ」皮 内反 慮 現

バ レル ト云 ヒ、 ソ ノ後 彼(8,ノ・此 ノ乳 剤 テ海 狸 ノ

皮 下 二注 射 シテ,6日 後 二Ut・=「ツ」皮 内反 慮 張

度 トナ リ、15-20日 後 ニ ハ出 血 性 壌 死 性 反 慮 登

現 スル コ トテ観 察 シテ ヰ ル。 昨 年 彼 ～}ノ・鳥 型 結

核 菌 ノ「ワ ゼ リ ン」油乳 剤 ヲ海 狸 ノ皮 下 二注 射 シ

テ6日 目 二 「ツ」反 癒 陽 性 トナ リ、15日 後 ニノ・壌

死 性 炎衝 磯 現 スル コ トテ 報 告 シ タ。 尚 「ラ ノ リ

ン」、卵 黄 、 植 物 性 油乳 剤 ニ テ モ 同様 ナ 強度 ノ

反 慮 ノ現 ノ・vル コ トラ 立 誼 シ タ。Saenz(lo)ノ ・ヵ

カル 「ア レル ギー」状 態 ト結 核 免 疫 卜如 何 ナル 關

係 ニ アル カ テ見 タ虎 、 再 感 染 サ レタ結 核菌 ノ・局

所 二抑 制 サ レ、 附 近 ノ淋 巴 腺 二撒 布 人ル コ トラ

防 グ ト云 ツ タガ、 ソ ノ後 ノ報 告 二依 レバω ヵ ・

ル 「ア レル ギ ー」ノ・強 毒結 核 菌 ノ感 染 二封 シ何 等

発 疫 的 数果 ノナ ィ コ トテ述 べ 、 「ア レル ギ ー」ト

免 疫 トノ・異 ツ タ 作 用 デ ア ル ト報 告 シテ ヰ ル。

Coulaud(12)ノ ・流 動 「パ ラ フィン」テ 用 ヒテ死 結 核

菌 乳 剤 テ ツ ク リ、 之 テ家 兎 及 ビ海 狽 ノ皮 下 二注

射 ス ル トキハ 、23-30日 後 二強 度 ノ「ア レル ギ

ー 」登 現 ス ル ト云 ヒ、 而 モ 激 年 持 綾 ス ル ト述 べ

テ ヰ ル。Lagrange(i3)ノ ・「ラ ノリ ン」ト死 結 核 菌

トテ以 テ海 猿 テ塵 置 スル トキハ11日 目 二「ア レ

ル ギー」礎 現 スル コ トテ述 べ 、Hensel'i41ノ ・「ラ ノ

リ ン」、 「ワゼ リ ン」ト死 結 核 菌 ノ合 剤 テ以 テ 海

狽 テ免 疫 シ「ア レル ギー」及 ビ高 度 ノ冤 疫 テ獲 得

シタ ト報 ジテ ヰ ル ガ、Boguetu.Laporte'15'ハ

「ラ ノリ ン」中 ノ加熱 死 菌 ノ・抵 抗 力 ニ サ シタル 影

響 ナ シ ト云 ヒ、之 テ否 定 シテ ヰル。 「ワ ゼ リ ン」、

流 動 「パ ラ イ ン」、 「ラ ノ リ ン」、卵 黄 「オ リー ブ」

油 等 ノ鑛 物 性 或 ノ・動 植物 性 油 ト死 結 核 菌 トノ乳

剤 テ以 テ動 物 テ塵 置 スル トキノ・、 死 菌 軍 掲 二比

シ著 明 ノ「ア レル ギー 」檜 強作 用 アル コ トノ・前 記

諸 氏 二依 リ報 告 サ レ、 ソ ノ事 實 ナ ル コ トノ・疑 ハ

ザ ル モ、 免 疫 トノ關 係 ハ或 ハ肯 定 シ或 ノ・否 定 シ

未 ダ確 認 サ レテ ヰ ナ ィ ノ デ アル。 依 テ余 ノ・之 テ

確 カ メ タル 上、 非 「ア レル ギー 」性 免疫 ト比較 研

究 セ ンガ爲 メ次 ノ實 験 テ企 テ タ塵 、 所 期 ノ結 果

テ得 タル故 此 虎 二報 告 ス ル次 第 デ アル。

第二章 實験材料虹二實験方法

(一)供 試 菌

人 型F株 加 熱 乾 燥 結 核 菌 、4週 間 ペ トラニ ア ー 二 氏培

地 培 養 ノ人 型F株 結 核 菌 。

(二)供 試 獣

300-400瓦 ノ 成 熟 海 狸 ノ15頭 ヲ 使 用 シ、 豫 メ10%

蓮 「ツ」皮 内 反 磨 ヲ検 シ、陰 性 ナル コ ト ヲ確 カメ テ ヵ ラ

實 験 二供 シタ。

(三)「 ツ ベル ク リ ソ・ア レル ギ ー」検 査 法

第 一編 二記 載 シタ方 法 ト同 様 デ アル が、各 免 疫 海 狸 ノ

最 後 ノ塵 置 ヨ リ1週 間 後 及 ビ 「ス ラ イ ドツrル カル チュ

ア」法 實 施 前 二實 験 シタ.

(四)免 疫 方 法

15頭 ノ海猿 ヲ3群 二分 チ、 第1群 ノ・非 「アvル ギ ー

性 免 疫 海 猿 群 、 第2群 ハ 非 免 疫 性 「ア レル ギ・一・一一」海 狸

群 、 第3群 ノ、封 照 デ アル 。

第1群 人 型F株 加 熱 乾 燥 死 菌2.0、3.O、4.0、5.0

選 ヲ夫 々0.1--O.2蝿 ノ食 盤 水 二成 ル ベ ク亭 等 二浮 游

セ シメ、4日 毎 二5頭 ノ海 狸 ノ前 肢 ノ静 脈 ヨ リ注 射 シ

tlZe

第2群 流 動 「パ ラ フィ}・」1.0耗 二 人 型F株 加 熱乾 燥

死 菌1・0雇 ヲ混 和 シ成 ル ベ ク卒 等 ノ乳 剤 ヲ調 製 シ、5

頭 ノ海 狸 ノ皮 下 二 」三射 シタ。

第3群 無 虜 置 ノ5頭 ノ健 常 海 萎冥デ ア ル。

(五)沈 降 反 旛

沈 降 反 鷹 二用 フル 「ア ン 千 グ ン」二 ・・種 々ア ル が、 井

上(16)ノ・結 核 菌 ヲ蒸 躍 水 ニ テ施 置 シ、ソ ノ浸 出液 ニ テ優

秀 ナ成 績 ヲ得 テ ヰル シ、渡 邊17・r・・結 核 患 者 ヨ リ分 離 培

養 シ タ菌 ヲ蒸 瑠 水 ニ テ菌 液 ヲ ツ ク リ、良 ク振盟 シタ モ

ノヲ細 菌 濾 過 管 デ濾 過 シタ モ ノニ ツ キ實 験 シ
、免 疫 元

ト シテ優 レテ ヰ ル コ トヲ報 告 シテ ヰル 。同僚 草 場(18)・・

結 核 菌 ヲ蒸 鯉 水 ニ テ 塵 置 シタ 菌 液 ヲ 加 熱 振 盟 シタ モ

ノヲ遠 心 沈 澱 シ、ソ ノ上 清 ヲ用 ヒテ沈 降 反 鷹 ヲ行 ヒ、
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抗 酸 性 菌 ノ分 類 二 磨 用 シテ 良結 果 ヲ得 テ ヰ ル。 依 テ

余 モ亦 之 ヲ追 試 ン テ 数 群 ノ海 狸 二就 テ 實 験 シタ 繹 デ

アル 。

沈 降 元 製 法 。 ペ トラ ニ ア ー 二 氏 培 地4週 間 培 養 ノ 人

型F株 結 核 菌 及 ビBCG各20彪 ヲ、20耗 ノ滅 菌 蒸li留

水 ヲ以 テ乳 鉢 内 ニ テ卒 等 ノ菌 液 ヲ調 製 シ、100。C1時

間 加 熱 ン、2時 間 振 盛 機 ニ カケ、 之 ヲ 遠 心 沈 澱(1分

間4000回 廻縛)シ 、 ソ ノ上 清 ヲ=沈降 元bシ タ。

沈 降 反 慮 ノ實 験 法 ・・成 書 二 記 載 シテ ア ル 通 リデ アル

ガ、各 海 猿 免 疫 注 射 完 了後8-10日 後 二探 血 、 該 血 清

ヲ倍 数 稀繹 シテ前 記 沈 降 元 トノ沈 降 反 磨 ヲ行 ツ タ。

(六)補 髄 結 合 反 磨

fア ソ チ ゲ ソ」
、結 核 ノ補 髄 結 合反 慮 二 關 ス ル 業 績 ノ・枚

學 二逗 ナ キ程 多 数 ア リ、從 テ使 用 セル 「ア ン チ ゲ ソ」モ

種 々ア リテ何 レモ 實 験 者 ノ用 ヒ タ 「ア ソ チ ゲ ン」ヲ優

秀 ナ モ ノ ト信 ジテ ヰ ル。 例 ヘ バBesredka(19)氏 抗 元 、

MillerandZinsse〆20)氏 抗 元 、Wilson(21)氏 抗 元 、Pe・

tro任「劉氏 抗 元 、Fleischer-lves(23)氏 抗 元 、Klopstocku.

K6ster(24)、 ノ「テ ベ プ ロチ ソ」,長 谷 川(27)氏 抗 元 、 鴻

上 ノSqualo-Tuberkulin「`es・ 〈26)ソノ 他 多 倣 ノ 「ア ソチ ゲ

ソ」ガ獲表 サ レテヰル ガ、余 ノ・沈 降反慮 二用 ヒタ「ア ソ

チグ ソ」ヲ使用 シテ實験 ヲ行 ツタ。 郎チ各群 免疫 注射

完 了後9--11日 険二探血、該 血清0.5蝿 ヲ倍数稀繹 シ

テ、補艦 結合反慮 ヲ實施 シタ ノデアル。實験 方法 ノ、第

ご編 二記裁 シタ通 リデ アル。

(七)「 ス ライ ドツ呂ル カル チaアJ法

實験 ・・第 一編 二 記載 シテアル 方法 二從 テ 實施 シタ。

各群 免疫 注射完 了後17-18日 後 二 實験 シ タ ノデ ア

ノVo

(入)コ ッホ民現 象

各群 免疫 注射完 了後人 型F株 結 核菌0.1彪 ヲ、第1群

二於 テ ノ・12日 後 二、第2群 二於 テノ・18日 後 二封照群

ト共 二夫 々皮 内二注 射 シタ。48時 間後 二於 ケル局所 ノ

獲 赤腫 脹 ヲ測 定 シ、直径0.5糎 以上 ヲ以 テ早期反慮 陽

性 トシタ。 時 日 ノ経過 ト共 二 攣 化 スル 局所所見虹 二

局所淋 巴腺 鰻知迄 ノ 日鍛及 ビ潰瘍 獲生迄 ノ 日倣並 二

存在 期間 ヲ表示 ジタ。

(九)剖 槍

コソボ氏現象 ノ生菌注射後2ケ 月 目二屠殺 シ、 内臓所

見、局所 淋巴腺等 二就 テ表 示 スル コ トニ シタ。

第三章 實験成績

第 一節 「ツベ ノレク リン・ア レノレギー」ト沈 降反 膳 成績

第 一項 第1群

木 群 ノ實 験 成績 ノ・第1表 二記 載 シテ ア ル如 ク、

「ツ」皮 内反 慮 陰 性 ナ ル ニ拘 ノ・ラ ズ、 沈 降 反 慮 ハ

8--16倍 迄 陽 性 デ アル。 表 中 帯 、→十、+、± トア

ル ハ重層 輪 ノ澗 濁 度 テ示 シタ モ ノデ ァル。

第呂項 第2群 及ビ第3群

第2表 ガ第2群 ノ實験成績 デアル。「ツ」皮内反

癒ハ何 レモ陽性デアルガ、沈降反慮ハ線 テ陰性

ア ア ル 。

第3表 ハ封照群 ノ實験成績 デ「ツ」皮内反磨、沈

降反慮共 二陰性 デアル。

第 二 節 「ツ ーN"iノレ ク リ ン・アVノ レギ ー一.1ト 補 燈 結 合 反 態 成 績

第 一 項 第1群

本 群 ノ實 験 成 績 ハ第4表 二記 載 シテ アル如 ク、

「ツ」皮 内反 磨 陰 性 デ ア ル ガ、 補 罷 結 合 反 鷹 ハ

512-1024倍 迄 陽性 デ アル。 表 中 ノ 冊 、柵 、十 、

+、 ± ノ・溶 血防 止 ノ 程 度 テ示 シタ記 號 デ ア ル。

第呂項 第2群 及ビ封照群

第5表 ガ第2群 ノ實験成績 デアル。 「ツ」皮内反

慮ハ何 レモ陽性ナルニ拘ノ・ラズ、補盟結合反慮

ノ・陰性デアル。第6表 ハ封照群 ノ成績 デアル。



第12號 】 工藤=結 核 二於 ケル 「ア レル ギーJノ本態蛇 二免疫 トノ關係 二關 スル研究 1527

第1表 加熱死菌静 脈内注射海猿 ノ10%醤 「ツ」皮内反慮及 ビ沈 降反磨成績

海 狸 番 號 10
-一 否

15 28 29 30

性

毛 色 白黒

實験 前10%「 ツ」皮内反慮

♂

三毛

實 験 開 始 時盟 重(瓦){

實 験 終 了 時燈 重(瓦)

　　 　

3201 320

325

281XI

14.0

315

♂

白黒

♂ 舎
　 　 　

白茶1三 毛

305 400 310

菌
日
菌

遡

死

死

-、

熱
i

熱

ロ

一ロ
量

力
完

力

株F
射

型人
注

秩

・

F
射

型人
注

310

28/XI 281XI

420330

281XI28/XI

14.0 14.014.0 14.0

人型F株 加熱死菌
注 射後10%蕉 「ツ」
皮 内反磨

検査日

巨

51X皿 51X∬ 5/X旺

一一 一 一1-一 一一 一 一

5/X皿

1

検i査 日161Xll

51聖

沈

降

反

磨

血
清

稀
繹

倍

2

4

8

16

32

64

128

柵

什

什

十

ヨ

61X皿

16響
什

6/X皿 61X皿

柵 柵

十十

十

±

什 十

十 ±

柵

朴

十

±

±

第2表 人型F株 加熱死菌及 ビ流動 「パ ラフィソ」皮 下注 射海狸 ノ

「ツ」皮 内反 癒及 ビ沈降反 慮成績

海 狸 番 號一 一_r
33層 34135 138139

一

垂 一一 密}一 一 一 一,一

實験 前10%薄 「ツ」皮内反胞i

7
色

　一 一 一

舎 ♂1 ♂ 舎 ♂

毛 白茶 白黒 白黒 三毛
一 一1

白黒
-一}一 一 一,　

一 一 一 _一 「=
}

實 験 開 始 時 髄 重 「瓦、 370 390 370 300

一 一 』一 一

330
-『}

la20
5221XI

一

實 験 終 了 時 髄 重(瓦 、 390
一一}一 一 一

22/XI

400 385

一 一 一

315

人型F株 加 熱死菌及 ビ流動「
パ ラフィソ」皮下注射 日

一 一

221XI 22/XI

一一 一

22/XI
▼-r

人 型F株 加 熱 死 菌
注 射 量(選)

『

1.0 ・,・i・.・
1

11.oα α

一
1.0

剛 一 一 一

1.0

一 一一 一 　}　 一

1.0αG流 動 「パ ラ フィソ」注 射 量

『 『

1.Ocα 1.OGα

一 一一一 一

1.Oc.α

人型F株 加 熱死菌

及 ビ流動 「パ ラフ。
ソ」注 射後10%薄
「ッ」皮内反磨 「〒「

検 査 日291XI
『 一 　 一 一 皿

29/XIl291XI 291XI 291XI

R1.5×1.2 0.7xO.7i1.5x1.5 0.7×0.8 1.0×1.0

1.3×1.0 0.5×0.5i1.3×1.3 0.5×0.6 0.8×0.8

沈

降

反

磨

検 査 日 21X旺
一一 二

_}
噌 　 一

一

『一一}二 一 『 一

21X皿 21X∬ 2/XH 2/X皿

血

清;

稀1

澤}

倍

数i

12
一 一 一 一

4L 一 1-一 一

8 一
一

一i一 一

16 二 ■ 隔 一 一 一 一

32

}
一 一一 一 丁　一一

64

『 一
一

　 一一一一=一 』}

一 『=

_『 『

一 一 一 一

一
一

一 =皿 一
二}

128 一 一 一 一
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第3表 健常海猿/10%奮 「ツ」皮 内反慮及 ビ沈 降反慮(封 照)

海 猿 番 號 41 42 43 44 45

性 ♂ ♂ 舎 ♂ ♂

毛 色 三毛 白茶 白黒 白黒 白

實験前10%蔭 「ツ」皮 内反磨 一 一 一 一 一

實 験 開 始 時盟 重(瓦) 320 365 305 370 305

實 験 終 了 時髄 重(瓦) 340 370 325 380 330

沈

降

反

磨

検 査 日 41X皿 41X∬ 41X皿 41XH 41X∬

血

清
稀

繹

倍

籔

2 一 一 一 一 一

4 一 一 一 一 一

8 一 一 一 一 一 ■

16 一 一 一 一 一

32 一
_一 一_二 ,_==

一 一

64 一 一 一 一 一

128 一 一 一 一 一

第4表 加熱死菌静 脈内注 射海猿 ノ10%奮 「ツ」皮内反慮及 ビ

補 燈結 合反磨成績

海 狸 番 號

性

毛 色

實験 前10%「 ツ」皮 内反磨

實 験 開 始 時髄 重(瓦)

實 験 終 了 時盟 重(瓦)

注
人 型F株 加 熱 死 菌

射1完 了 日

注
人 型F株 加 熱 死 菌

射 量 (種)

1015

舎 ♂

白黒1三 毛

　
3201320

325315

281XI281XI

14.014.0

28

含

白黒

305

29

舎

白黒

400

30

♂

三 毛

310

310 420 330

281XI

14.0

28/XIi281XI

14.oi14.0

加熱死菌注 射完了L検 査 日一5/X皿
5/Xll 5/X皿 5/M 5/Xll

後10%蕾 「ツ」皮内R

反慮1

検 査 日 7/Xll 71X皿 7/M 7/X皿 7/X皿

柵 }

}「冊

柵

柵 「

冊

惜 「

督

十 皿

±

一
一

=

柵

柵

柵

柵

冊

冊

柵

朴

十

±
一

-
一

冊

㎜冊

柵

柵

冊 …
冊

柵

朴

十

±

柵

冊

冊

-

1

--
ー

r

　

柵

冊

一

柵

ー
け

一一柵 冊
騙

冊

柵

朴

+㎝

±

一

冊

冊 }

冊

柵

謝

一

朴

十

ー±ー

2

4

}

8

16

32

64

伽
鰯

膿
2410

螂2

血

清

稀

繹

倍

数

!

補

髄

結

合

反

磨
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第5表 加熱死 菌及 ビ流動 「パ ラフィソ」皮下注射海狸 ノ

10%蕉 「ツ」皮内反慮及 ビ補燈結合反磨成績

海 猿 番 號

性

毛 色

實験 前IO%奮 「ツ」皮 内反磨

實 験 開 始 時 饅 重(瓦)

實 験 終 了 時 燈 重(瓦)

人型F株 加熱死菌及 ビ流動
「パ ラフィン」注射 日

合型騨 袈纏 劃
流 動 「パ ラ フ.ソ」注 射 量 「

人型F株 加熱死菌
及 ビ流動 「パ ラフィ
ン」皮下注射後10

%鳶 「ツ」皮 内反磨

検 査

検酬

33

♂

白 茶

370

390

221XI

1.0

1.Occ

29/XI

補

饅

結

合

反

血

清

稀

繹

倍

1.5×1.2

11.3×1.0

日3/X[

2

4

8_
16

32

64

128

25Ω
_

512

1024

2048

第6表(封 照)

34

♂

白 黒

390

400

22/XI

1.0

1.Oac

291XI

O.7×0.7

0.5×0.5

3/X[

35

♂

白 黒

370

385

221XI

1.0

1.Oaa

29/XI

1.5×1.5

1.3×1.3

31X皿

一 一一一一一一 一■
-1一

38

含

三 毛

300

315

221XI

1.0

1.Occ.

291XI

O.7×0.8

0.5×0.6

3!X皿

39

舎

白黒
一

330

320

22/XI

'

」

馬

1.0

1.Oqq

29/XI

1.0×1.0

0.8×0.8

31Xπ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

健常海狸/10%醤 「ツ」皮 内反磨及 ビ補燈結合 反慮成績

海 狸一一一歪.一 號141

性 ♂
一 一_______一 一一

毛 色1
一

42 43144 45
一 一

♂ 舎1♂ 舎

三毛 白茶 白黒
i

白黒 白黒一

實験前10%奮 「ツ」皮 内反慮
一 一 一 一 一

實 験 開 始 時 盤重(瓦) 320 365 305 370 305一

實 験 終 了 時盟 重(瓦) 340 3701 325 380 330

1検 査 日 51X皿i51X∬15/XU 5/X皿5/X∬

1 2 _1
■_二 二_

一 一二.1-』 二 一 　=

.一 一=_._7 }『
1

ヒニ 」 一二二こ⊥

}一=

一 一

4
二__.一

二&
16

}一`=

一
一= 　

一 _一__==

補

燈

結

合

反

磨

32

●

___二__一_

一 …=一
一　-1『 一　 一一　一 一

一

.一 ニ

ー

血

清
1

稀

}繹

倍

数

一

_一塑Lゴ ー-1

一擶 一{…
二=一_
一

一 __==

一__ニ
ー

l
I

一 二
_一 一 一一 二

512-」
.r-・ 一一　 　『『

i一

'=
一一 『

1024
一 一一 一 一

=.__L 二
1_

一

一 一__=
2048_1　 ___

i
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第 三 節 「ツ(ミノレ ク リ ン ・ア レ・ノγ ギ ー 」ト 「ス ラ イ ド ツェノレ カ ノγチ ュア 」成 績

第一項 第1群

木群 ノ實験成績ノ・第7表 二記載 シテアル如 久

「ツ」皮内反慮陰性ナルニ拘ノ・ラズ
、全血液内結

核菌 ノ獲育阻止作用ノ・著 シク大 デアルコ トノ・、

第7表

第9表 ノ封 照 群 ノ成 績 ト比 較 ス レバ、 一一目瞭 然

デ アル。 帥 チ 「ツベ ル ク リ ン・ア レル ギー 」無 キ

ニ拘 ノ・ラズ免 疫 数 果 ノ著 明 ナ ル コ トテ示 スモ ノ

テ アル。

加熱死菌静脈 内注射海猿 ノ10%奮 「ツ」皮 内反磨及 ビ

「ス ライ ドツヱル カル チュア」成績

30

♂

毛三1

一
I

I

一

脚姻
34

1

蜘 「5

「侶28

一
ー

i捉28

⑩141。014

皿期
一

一

簡15
一

一一ー
1

一 ーー

トー

一

1
「-I

」1

1一 一
ー1

ーー

一一

一一1一

一一
十

一

ー
一

1ー

「

29

♂

黒白

「
1
}

㎝10
一

一

皿鮒御15
一

Ii

-1

`
一

一一ー
ー
L「

ー

一

一「一一

一
i

一
十

28

舎

螺
一

猫
鋤

酊28

⑩14

⑳10
一

【

「一

一

I
I
i
I

l十
一「

十 ー

ー

15

舎

毛三
一

謝
謝

側28

⑩14

邸10
一

一
-

一

一
i

一

一

一

一

一

一一

一

ー

ドー

ー
ー
ー

一
一

一
±

一一
1
ー
ー
ー

10

一
ー±績成

10

♂

螺
一

謝

謝

澱28

』14

邸10
一

邸15ー慨15-i日査検

一
!

ー

1

一

一

一ー4

一」

5

±
l
1

6

號番狸海

性

色毛

慮反内皮物創脇脚験實
α◎重髄時始開験實

㈹重髄時了終験實
菌
日死月熱了加完株射F注型脈人静
菌
遡死(熱ロ量力株F射型人注

剤臓
R

1

2

3

7

8

19

Il

l

ー%麗鵠塑
静
奮

ーI

i

ー

ーー

ーー

iー

標

本

番

號「スライドツヱルカルチ呂ア
」 I

l

第呂項 第2群

本群 ノ成績第8表 テ見ルニ、「ツ」皮内反慮ハ強

陽性 ナルニモ拘ノ・ラズ、全血液 内ノ結核菌培養

成績ハ封照群 二比 シ殆 ド差異ラ認ムルコトガ出

來 ナ イ。 即 チ 「ツベ ル ク リ ン・ア レル ギ ー」著 明

デ アル ニ モ拘 ハ ラズ免 疫 ハ ソ レニ俘 ツ テ ヰ ナ ィ

ノア アル。

第四節 コッホ氏現象

第一項 第1群

第1群 ノ海猿 ノ免疫注射完了後12日 目=、0.1

・蝿 ノ食盤水二俘游 セル人型F株 結核菌0.1殖 テ

皮 内二注射 シタル 塵、早期反慮ハ 第10表 二記

載 シテアル如 ク、何 レモ陰性 ニシテ唯局所二極

ク輕度 ノ嚢赤黙 アリタルノミデアル。局所淋巴

腺鰯知迄 二李均12日 テ要 シ、局所 ノ潰瘍 ハ注

射後卒均14日 目二登生 シ、李均約38日 存在 シ



第12號 】 工藤=結 核 二於 ケル 「ア レル ギー」/本 態並 二免疫 トノ關係 二關スル研究 1531

第8表 人 型F株 加 熱 死 菌 及 ビ流 動 「パ ラ フィソ」皮 下 注 射 海 狸 ノ「ツ」皮 内反 慮

及 ビ 「ス ライ ドツ.,7Vカ ル チ=アJ成 績

海 猿 番 號1 33 34 35 38 39

性 舎 ♂ 含 ♂ 舎

毛
一一 一1

色i 白茶 白黒 白黒 三毛 白黒
一 一 一一 一一 一一 一 一_一`

㌔ 一一 一 一一一_魯__
實験 前10%薄 「ツ」皮 内反慮

一 一一一}

}
}一}}一 町

}}}一 一

一 一
一 ゴ=1

一 一

實 験 開 始 時髄 重(瓦) 370 390 370 1300 330

1

實 験 終 了 時 髄 重(瓦 ノ1一

鰐 靭難璽囎1
390

▼

410
-一 富

22/XI

1.0

390 1320
「

330
一}

22/XI 221XI

I-一 一一
1.0

22/XI
-一 一一一 　 一}一

221XI

注 射
人 型F株 加 熱 死 菌

量 鷹)
1.0 1.0

一}

1.0
一

流 動 「パ ラ フィソ」注 射 量1

一 畠 一

1.Ocα 1.0α α 1.Ocq 1.Oqα 1.0α α

皮下注射後10%薄
「ツ」皮 内反磨

i検 査 日1 10/X皿 101XK 101XH }101XE 10/X∬

IRl
1.5×1.5 1.0×1。0 1.7×1.7

}1・2×1・2
1.5×1.5

l

I 1.3×1.31 0.8×0.8 11.4×1.4 11.0×1.0 1.2×1.2
一 凶

ヌ

検 査 日 101X皿

}101皿
i101X皿

101X皿 110/X皿

1標

11 十 1十 i一 十 1冊

2 十十
　

L一

一 申

一 1++ 十
ラ

イ 1
3 十

i 一 柵
レ

ー 十

ド

塁

劣
ノレ

乏
z

1

本

番

號

一

4 柵
il++

十i
1一

十
一

5 !冊 柵 一
!十 朴

61 i
++1 _}

1
十十

1

十 一

7} 十十1
一 一 一1 一

81 冊1 1

一 冊 一 柵
一

9} 冊1
2

十十1 一 i十
`

冊

10iI 十十 旨 十Hll l

一 什 冊

成 績 冊 柵1 冊 什 冊一一

第9表(封 照)健 常 海 猿 ノ10%薄 「ツ」皮 内 反 磨 及 ビ「ス ラ イ ドヅ=ル カル チaア 」成 績

海 猿 番 號 41 42 43 44 45

性 ♂ ♂ ♂ ♂ ♂

毛 色 三毛 白茶 白黒 白黒 白

實験 前10%鱒 「ツ」皮 内反 鷹 一 一 一 一 一

實 験 開 始 時 髄重(瓦)『 『 一
320 365 305 3701305

實 験 終 了 時髄 重(瓦) 345 380 330 38。!34。

1ヨ
1

ラ1標

1検 査 日171X皿171XH17/X皿
　 --一 一 一 一 曹}}　 　 }

一

171X皿17/X皿

1 十1柵一一1 十 十十

2-1十 十十 十 十十
_レ____ 『

31冊 十十1冊 十十 十十
イ

ド

ツ
ヱ

ル

カ

ル

チ
ュ

ア
」

本

番

號

』___

成

炉 一}一 一

41十 十1冊 十
一 一 一一一

十 十十一
51十 十1十 柵 十

61

一一 一 一 一 一1 -一_一.

冊+i什
,

柵 ヒ 冊
17 柵 十十1十 十

1
柵 耳1

8

一

十十1 柵i柵 十十 柵

「一酉1++一 一 一9
,卿噛一}

10

什卜 一
一一 一 ト ー 一

柵 1冊i冊 … 冊 一
　 績

一　 一『 　 一

[

柵 冊1冊 冊 冊
1
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テヰタ。然ルニ封照群二於 テノ・淋巴腺鯛知迄 二

不均5日 デアリ、潰瘍嚢生迄 二13日 ニテ存在期

間著 シク長キニ比 スル時、著明ナル差異ガアル

ノデアル。帥チ局所淋巴腺鰯知迄 二本群 二於テ

第10表

ハ9巳 遅 ク、 潰 瘍 號 生 迄 ノ日数 ノ・大 差 ナfガ 、

存 在 期 間 二於 テ ハ2日 以 上 少 イ ノデ アル。 而 モ

封 照 二比 シ早 ク治 癒 シテ ヰ ル ノデ アル。

人型F株 加熱死菌静脈 内注射海狸 ノ10%奮 「ツ」皮 内反磨及 ピ コヅホ氏現象

海 狸 番 號 10
115128

29130
『 一 一 一

性
一一 一一 一

毛 色

♂ ・ ♂i♂ 舎 ♂
一　-1-『 一 一

白黒1三 毛1白 黒
一

白茶 三毛

:一

一 一 一_
實験 前10%奮 「ツ」皮内反慮 一}-1一

一 一=

實 験 開 始 時 膣重(瓦) 3201320305 1

_._-L-__-

3251320
-一 一

1　 -

400

400310

人型F株 生 菌0,1種 皮 内

一淀 一」射_時 一盟 一里 一錬)

實 験 終 了 時 燈 重(瓦)
一一-_________一,_一_

人 型F株 加 熱 死 菌
注 射 完 了 日

330

一一1

410
滋

480
-

281XI
-r　 }

14.0

・345

-一 一一 　

380400410
一一 『 一 一一一

281XIl
I

一 一 }一 一

[

281聖L鯉 聖
.

1

281XI

人 型F株 加 熱 死 菌
注 射 量(瑳) 14.0

-一 ヨb

1Xπ

14.0 14.0
-_曹}

101X皿

一"-

14.0

人 型F株 生 菌 注 射 月 日 丁 一『盃1苅 「 一

『}一}一 一

101X∬ 101XH
・ 検 査 日 101Xπ 101X皿 101X皿 101XH 10!X皿

加熱死菌静 脈内注
射後10%薔 「ツ」皮lR
内反 慮:

一 一 一
●

一 一

1 一 一 一 一 一

コ
ッ

ホ

氏

ー

早 期 反 慮 一 一 一
・-1- 一

局 所 淋 巴 腺
鯛 知 迄 ノ 日敬

14日 10日
112日14日

12日

現
象

潰瘍登 生迄 ノ日鍛 14日 14日
1

15日12日 14日
[

潰 瘍 存 在 日 数, 40日 34日 36日142日i38日

第11表 加熱死 菌及 ビ流 動 「パラフィソ」皮下注 射海猿 ノ10%懲 「ツ」皮 内反磨及 ピ コッホ氏現象
一海 猿 番

・號 33 34 35 38 39

性 ♂ ♂ 舎 ♂

'一 一r-

♂㎜
毛 白茶 白黒 白黒 三毛 白黒_色 」
實験 前10%蕉 「ソ」皮内反臆1一 一

_o
一 一 一

一
實 験 開 始 時 艦 重(瓦) 370 390 370 300 330

人型F株 生 菌0.1瑳 皮 内
注 射 時 盟 重(瓦)

390 410 390 320 330

實 験 終 了 時 髄重(瓦) 440 450 430 380 400

加 熱 死 菌 及 ビ 流 動「
パ ラ フ ィ ソ」 オ主 身寸 日

221XI 22/XI 221XI

}-

221XI
-一 　 一 一}一 _-

1.0

　 『-

1.0α α

221XI

人 型F株 加 熱 死 菌
注 射 量(竈)

1.0
一 一_

1.0 1.0 1.0

流 動 「パ ラ フ ィソ」注 射 量 1.0α α 1、0α α 1.0α α 1.0α α

人 型F株 生 菌0.1彪
皮 内 注 射 日

101X皿 101X∬ 101XE 10/X皿 101X皿

検査 日 101X皿 10!X江 101X皿 101X皿 10!X∬加熱死菌及ビ流動

轍 劾馴R
1.5×1.5 1.0×1.0 1.7×1.7 1.2×1.2 1.5×1.5

1 1.3×1.3 0.8×0.8 1.4×1.4 1.0×1.0 1.2×1.2

コ
ッ

ホ

氏

早 期 反 磨1+ 十 十 十1十

局 所 淋 巴 掴颪1

燭 知 迄 ノ 日 数

一 一一,

4日 14日

L

4日1

:

4日14日

現
象

1

潰瘍 登生迄 ノ日数
110日10日
117日 12日112日

賑 瘍 存在 畷 52日 以上154日 以 上}畑 以上 ・49日 以 上50日 以上

つ

o
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第12表(i封 照)健 常海6冥ノ10%僖 「ツ」皮内反磨及 ピ コツホ氏現象

塗

性
毫

皮
璽

コ
ッ
ホ
氏

現

象

一
狸 番 號 41 42 43 44 45

舎 舎 ♂ ♂ ♂

色
一

三毛 白茶 白黒 白黒 白

開 始 時髄 重(瓦) 320

一 一

365 305 370 305

F株 生 菌0。1殖

注 射 時 燈 重(瓦)
345 380 330 380 340 霊

終 了 時罷 重(瓦) 350 385 3与0 400 370

F株 生菌 注 射前
内 反 磨

一 一 一 一 一

F株 生 菌 注 射 月 日 101X皿 10!X皿 10/X皿 10/X旺 10/X皿

早 期 反 磨1一 一 一 一 一 一 ■一

嘱騨 職5, 4日 5日 7日 5日

,一 一 一

潰瘍登生迄 ノ日鍛14日
一

14日 … 百112日 14日

潰 瘍 存 在 日 藪49日 以 上 49日 以 上 156日 ぼ王「50日 以上 49日 以 上

第13表 人 型F株 加熱死菌静脈 内注射海狸 ノ10%鱒 「ツ」皮 内反鷹及 ビ剖検所見

、宇毎i瞑 番 號1015282930『

性 ♂ ♂ ♂1♂ ♂

毛 色 白黒i三 毛 白黒}白 茶 三毛

實 験 動ll10%薄 「ソ」皮 内 反 晦 一1一 一1一 一

實 験 開 始 時 燈 重(瓦)320320305400310

人型F株 感 染 時 艦 重(瓦)330325320410345

音唖 孝愈1時 … 骨豊 重(瓦)400410400480380

織F磐 響 曹 細 細 闘i闘 闘
条 型 騨 袈 熱 矯14・ ・1・4…4・ ・}・4…4・ ・}

錨 履 嘱 菌1・ 嗜 ・・/X皿 ・・/X皿 ・・1X旺1・/X∬ ・・1X皿

加熱死菌静脈 内
注 射後10%奮
「ヅ」皮 内反慮

槍 査 圓 101X皿 101X旺1101X旺 10/X皿i101X∬_一 一
R 一 一 一 一 一

li 一 一 一 一 一

剖

検

所

見

剖 検 月 日 91皿 91H 9!H 9川 91皿}

右 肺 重量(瓦) 1.5 1.8 2.1 1.8 1.7

病 墾 度 一
二

一 一 一
一

左 肺
重量(瓦)

一 一

1.2

一

1.3 1.7 1.4 1.5_一

病 攣 度一

重量(瓦)

一 一
二

一 一
『

肝 臓
一 一皿

21.5 24.7 14.5 22.0 23.0

病 攣 度 一

一

一

}

岬

一}}一 一

〇.8

一二___

0.9

一

脾 臓
重量(瓦)_一 一
病 攣 度

0.8 1.7 0.6
-=二 一

一
一 一

一一 一

一 一

右腎臓
重量(瓦) 1.9 2.0 1.9 1.7 1.8

病 攣 度 一 一 一

一 一一

一 一

左腎臓
重量(瓦) 1.7 1.9 1.8 1.6 1.8

病 攣 度一
一 一 一 一 一

局 所
淋巴腺

大 キ サ 碗豆大 碗豆大 小指頭大 大豆大 小豆大一
乾酪墾性

_一 一}引一

個 徽

十 十 十
一 一

十 十

1 2 2 2 2
■
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第 二 項 第2群

本 群 ノ成 績 ノ、第11表 二記 載 シテ アル 如 久 「ツ 」

皮 内反 慮 ト同檬 二早期 反 慮 何 レモ陽 性 デ アル。

局 所 淋 巴腺 燭 知 迄 ノ 日数 ハ 李 均4日 ニ シテ、 第

1群 ヨ リ8日 早 ク、 封 照 群(第13表)ヨ リ1日

早 イ。 潰 瘍 ノ・第1群 ヨ リ李 均2日 早 ク登 生 シ、

存 在 期 間 ノ・李 均50日 以 上 ナ ル故 、12日 以 上長

久 封 照 群 二比 ス レバ ソ ノ差 異 ハ殆 ド認 メ ラ レ

ナ ィ ノデ アル。 帥 チ木 現 象 ノ早 期 反 慮 ハ 「ツ」皮

内反 慮 トZF行 的 二存 在 入ル ガ免 疫 的 作 用 ハ著 呪

テナ イ ノァ アル。

第五節 剖槍所見

第 一 項 第1群

本 群 ノ實 験 成 績 ノ・第13表 二記載 シテ アル如 ク、

「ツ」皮 内反 慮 ノ、感 染 前 陰性 ナル ニ拘 ノ、ラズ 内臓

ノ病 憂 ノ・封 照群(第15表)二 比 シ著 シ ク輕 度 ニ

シテ、28號 海狸 ノ脾 臓 二2、3個 ノ 結 節 テ認 ム

ル外他 ノ臓器ニハ結核性攣化テ認 メナイノデァ

ル。帥チ附圖ハ各群 ノ脾臓 ノ爲眞 デアルガ本群

ノ脾臓ニノ・殆 ンド結節 テ認 メナイガ第2群 及 ビ

封照群 ノ脾臓ニノ・相當 ノ病攣 ガ見 ラレルノデァ

ノレo

第14表 加熱死 菌及 ビ流動 「パ ラフィソ」皮 下注射海狸 ノ10タ4～1「ツ」皮 内反磨 及 ビ剖検所見

海 狸 番 號333413513839

性 ♂ ♂ 舎1♂ ♂

毛 色 白茶 白黒 白黒 三毛 白黒
1實験 前10%蔭 「ツ」皮 内 反 磨 一 一1-1-一

貴 験 開 始 時 盟 重(瓦)370・3903701300330

人 型F株 生 菌0.1晒390410390320330
皮 内 接 種 時 盟 重(瓦)

剖 検 時 髄 重(瓦)1440450430;380400

人 型F株 加 熱 死 菌 及 ビ流 動
「ノξ ラ フ ィ ソ」 ご主 身㌃ 日

! 22/XIl22/XII221XIl221XI22/XI
人 型F株 加 熱 死 菌
注 射 量 彪)

1・L…1…1…1…

流 動 「パ ラ フィン」注 射 量 1.Ocql1.Occ1.0αc:1.Ocα1.0α α

食 型説 菖P・1讐1・1X皿i・ ・1xH}・ ・/X倒 ・・/皿 ・・1X皿
加熱死菌及ビ流t槍 査 日

裂議 継1-R

10/1101111011 1011 1011

1.5×1.5 1・Ox1・oi1・7×1・7 1.2×1.21 1.5x1.5

1 1.3×1.3 0.8×0.811.4×1.411.0×1.0 1.2×1.2

剖

楡

所

見

剖 検 月 日 9/皿 91皿 9!H 91∬ 9!∬

右 肺
重量(瓦) 2.2 1.7 2.0 2.1 2.0

病 攣 度 一 十 一 =一 一 一

左 肺
重量(瓦)一 一 一

1.6
皿

1.5 1.9 1.7 1.6

病 攣 度 一 一 一 一 一
一}

重 量 ζ瓦 、一 一

病 墾 度
_一 一一 一

重量(瓦)一 一 一

病 攣 度__一 一

　 -

19.0
一 曽_曹_一

十

16.5 17.0 22.1
一

2.0

十 十 督 朴
F}__一 一

2.0

肝 臓
{一

脾 臓
一 一一一厘一

右 腎

1.1
一 一 一 一

1.0 1.0 3.3
-一 一 一 一一}}』 一 曾

柵帯 什 十

一 一 一 一

帯

重量(瓦)一 2.2 2.0 2ヨ
一 一 一一 一 、

2.2

一 一 冒

2.1

病 攣 度一一
=一 一 一 一 一 一

左 腎
重量(瓦)一 一 一一

病 攣 度

2.1 1.9 2.0 2.1
一一 　』二 一 一

2.1

一

}一 一
_ 一

}一

一

一一 一=}

9局 所

淋 巴腺

大 キ サ
ー一

小指頭大 鳩卵大 撫指頭大 小指頭大 瀦 頭大τ一
乾酪攣性

}

十
}一 層F

十 十"

一一

十 十
一 　

個 籔 6

{__}_

2 2 7

一`-

5一
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第呂項 第2群

本群 ノ剖検所見ノ・第14表 二記載 シテアル如 ク、

感染前「ツ」皮内反磨陽性ナルニ拘ハ ラズ、内臓

ノ病慶ハ封照群 ト大差 ナク脾臓、肝臓 二相當多

撒 ノ結節 アリ、34號 二於 テノ・肺 ニモ結節 テ認 メ

タ ノデ アル。 局 所 淋 巴 腺 モ第1群 ヨ リソ ノ腫 脹

著 シ ク殆 ド封 照 ト匠 別 出 來 ナ ィ ノ デ アル。 帥 チ

「ツベ ル ク リ ン・ア レル ギ ー」著 明 ナ ル ニ 拘 ハ ラ

ズ認 ム ベ キ免 疫 ノ・詮 明 サ レナ イ ノ デ アル。

第15表(封 照)健 常海猿 ノ10%藩 「ツ」皮 内反磨及 ビ剖検所 見

海 猿 番 號 411 4243 44 45

性 ♂ 舎!舎 舎 舎

毛 色 三 毛 白茶1螺 白黒 白

實 験 開 始 時髄 重(瓦) 320 3651305 370 305

人 型F株 生 菌0.1瑳
皮 内 注 射 時 竈 重(瓦)

345 3801330 380 340

剖 検 時 饅 重(瓦) 350 385 350 400 370

人 型F株 生菌 注射 前
皮 内 反 磨

一 一 一 一 一

人 型F株 亜 菌0.1彪
皮 内 接 種 月 日

101X皿 101X∬ 101X∬101X∬ 101X皿

剖

検

所

見

　

剖 検 月 日 91皿 91∬ 91∬ 91∬ 91H

右 肺
重量(瓦) 1.6 2.4 2.3 2.1 1.6

病 攣 度 十 骨 一 十 督

左 肺
重量(瓦) 1.2 2.1 1.8 1.6 1.3

病 攣 度 一 什 一 一 粁

肝 臓
重量(瓦) 17.9 25.0 19.0 25.4 17.4

病 攣 度 十 十 一 十 十

脾 臓
重量(瓦) 0.8 2.0 1.0 1.3 1.8

病 攣 度一 十 柵 什 什 柵

右 腎
重量(瓦) 1.6 2.9 1.7 2.3 1.9

病 攣 度 一 一 一 一 一

左 腎

一
重量(瓦) 1.4 2.9 1.7 2.3 1.9

病 愛 度 一 一 一 一 一

局 所淋
巴腺

大 キ サ 小指頭大 小指頭大 鳩卵大 小指頭大 小指頭大

乾酪愛性 十 十 十 十 十

個 籔 4 5 3 5 3
1

第四章 総

前記實験成績 ラ縮括スレバ次 ノ如 クデアル。

1)第1群 ノ「ツ」皮内反磨拉ニ コッ・ホ氏現象 ノ

早期反慮ノ・陰性デアルガ、沈降反磨、補禮結合

反慮ノ・何 レモ陽性ニシテ、全血液内ノ結核菌登

育阻止作用、再感染後 ノ局所 ノ攣化、淋巴腺及

ビ剖検所見ヨリ見 タル免疫作用モ封照二比 シテ

強度 ナルコ トガ立謹 サレタ。

括

2)之 二反 シ第2群 二於 テノ・「アレルギー」現象

ハ陽性ナルニモ拘ハラズ、沈降反慮 ヤ補艦結合

反慮性抗禮 ノ畿現ガ護明サvKノ ミナラズ、全

血液 内ノ結核菌檜殖阻止作用、再感染後 ノ局所

ノ攣化及ビ剖検所見等ノ・封照 ト何等攣 リガナイ

ノ ア ア ルo
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第五章 考

人 型F株 ガ熱 乾 燥 結 核 菌 テ家 兎 或 ハ 海猿 ノ静 脈

内 二接 種 ス ル時 ハ、 「ア レル ギー 」登 現 スル コ ト

ナ ク免 疫 作 用 ノミガ詮 明 サレル コ トテClawson,

Baker氏 等 ガ 報 告 シタ ノ デ アル ガ、 余 ノ・第 一

編`於 テ ソ ノ事 實 ナ ル コ トヲ確 カ メ、 本 編 二於

テハ 更 二之 テ追 試 シテ確 謹 シ タ ノ デ アル。 緒 論

一 テ述 べ タ如 ク油 剤 ト死 結 核 菌 トテ動 物 ノ皮 下

二注 躯2レ トキノ、「ア レル ギー」檜 強 スル コ トノ、

諸 家 ノ意 見一 致 スル塵 デ アル ガ、 免 疫 ノ有 無 二

關 シテノ・今 爾讃 否 牛 シテ ヰ ル ノ デ アル。 余 ノ實

験 ノ・諸 家 同檬 「ツベ ル ク リ ン・ア レル ギー」ノ・流

動 「パ ラ フ.ン 」添 加 ニ ヨ リ著 シ ク早 期 二 且 ツ著

明 二登 現 スル コ トノ・Coulandノ 實 験 成 績 ニー

致 シテ ヰ ル ノデ アル。CoUlandノ ・23-30日 後

二登 現 スル ト述 べ テ ヰ ル ガ、 余 ノ成 績 ノ・1週 間

後 臼 既 一 著 明 二 登 現 シテヰ ル ノデ アル。 即 チ

「ツ」皮 内反 慮 及 ピ コッホ氏 現 象早 期 反 慮 ノ・Saenz

ガ 「ワ ビ リ ン」油 テ用 ヒ タ成 績 トー 致 シテ ヰル ノ

デ ァル。 一 か免 疫 二關 スル實 験 成 績 ノ・Saenz(11)

ガ述 べ テ ヰ ル様 二余 ノ成 績 モ 同檬 認 ム〈・キ免 疫

数 果 ラ 謹 明 ス ル コ トガ 出來 ナ カ ツ タ。 沈 降反

慮 、 補 膣 結 合 反 磨 ノ・何 等 抵 抗 力 ノ有 無 テ謹 明 ニス

ル モ ノデ ナ ィ コ トノ・戸 田教 授(28)、且edval1(29)ノ

主 張 シテ ヰ ル塵 デ アル ガ、参 考 トスル償 値 ノ・多

按

第六章 結

1)人 型F株 加熱 乾燥 死 菌 テ海 狽 ノ静 脈 内 一:・接

種 スル トキへ 「ツ ベ ル ク リ ン・ア レル ギー」ノ件

ハ ザ ル結 核 免 疫 ガ成 立 ス ル
。

2)流 動 「パ ラ フィン」ト人 型F株 加熱 乾 燥 死 菌

ラ湖 冥 ノ皮 下 二接 種 ス ル トキハ、 「ツ」皮 内反 慮

及 ピ コッホ氏 現 象 早 期 反 慮 ノ・認 メ ラ レ ル モ、 免

疫 作 用 ハ読 明 スル コ トノ・出來 ナ ィ。

3)コ ッホ氏現 象 ノ・「ア レル ギー」反 慮 デ ア ツ テ、

少 認 メ ラ レル モ ノ ト思 フ.Clawson,Bakerノ

實 験 二於 テ死 菌 ノ静 脈 内注 射 免 疫 ノ場 合補 膿結

合 性 抗 盟 ノ産 生 最 モ大 デ アル コ トテ述 べ 、 抗 禮

産 生 ト生 存 期 間及 ビ剖 検 所 見 ヨ リ見 タル 免 疫作

用 ト李 行 スル ト報 告 シテヰ ル コ トハ 、抗 禮 産 生

ト免 疫 作 用 トノ關 係 ラ物 語 ル モ ノデ アル。 彼 等

ノ實 験 成 績 同檬 余 ノ成 績 モ沈 降 反 慮 及 ビ補 膿結

合 反 慮 ノ・、 死 菌 ノ静 脈 内接 種 ニ ヨ リ之 テ謹 明 シ

「入ラ イ ドツェル カ ル チュア」法 、 毒 力 人 型 結 核 菌

皮 内接 種 ノ局 所 憂 化 及 ピ剖 検 所 見 ヨ リ見 タ ル免

疫 的敷 果 ノ・、BCG接 種 二 劣 ラザ ル 成 績 ヲ示 シ

テヰ ル ノデ アル。

コヅホ氏 現 象 ノ・Selter(30),Pagel(3i),Kalbfleisch(32)

ガ述 ベ テ ヰ ル様 二余 ノ成 績 モ 亦 輩 一 「ア レル ギ

ー」現 象 テ 示 シテ ヰ ル ノ ミデ
、 免 疫 作 用 ラ謹 明

　ロゆ

人ル モ ノ ァノ、ナ ィ ノァ アル。

斯 ノ如 ク油剤 テ用 ヒ テ 「ツベ ル ク リ ン・ア レル ギ

ー」テ 増 強 セ シメ ル コ トノ・出來 ル ガ
、 免 疫 作 用

ノ・之 レニ件 ノ・ズ。 又 死 菌 静 脈 内接 種 ニ ヨ リ免疫

作 用 ノ蟻 現 セ シメ得 ル モ 「ア レル ギー 」ノ・之 レニ

件 ハ ヌ ト云 フ實 験 成績 ヨ リ考 フ レバ、 結 核 免 疫

ト「ツ・ぐル ク リ ン・ア レル ギー 」 トノ間 ニ へ 何

等 密 接 ナ關 係 ナ キ モ ノ ト断 定 シテモ誤 リ無 イモ

ノ ト∂忠」バ レル。

論

免 疫 現 象 デノ・ナ イ。

4)沈 降反 慮及 ビ補 禮 結 合 反 慮 ノ 「ア ンチゲ ン」

ト シテ、 結 核 菌 ラ蒸 溜 水 一 テ塵 置 シタモ ノハ抗

元 性 優 秀 デ アル。

5)「 ス ラ イ ドツェル カ ル チュア」法 ノ・結 核 冤 疫 ノ

有 無 テ知 ル ニ優 秀 ナ ル方 法 デ アル。

6)結 核 免 疫 ト 「ツ・《ル ク リ ン・ア レル ギ ー」 ト

ノ・別 個 ノ現 象 デ アル
。
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附 圖 観 明

第1群 人 型F株 加 熱 乾 燥 死 菌 艀 脈 内`t三射 群 ニ

ンテNo.28ノ 脾 臓 二輕 度 ノ病 攣 ヲ認2・ ル/

ミデ、 他 ノ海狽 ノ脾 臓 ニ ハ結 節 ヲ認 メ ズ.

第2群 流 動 「パ ラ フィソ」1.Oill…二 人 型F株 加

熱 死 菌1.0廷 ヲ封埋 ノ、 之 ヲ皮 下 二 注 射 セ ル

海 狸 ノ脾 臓 ニ ンテ、 封 照 卜殆 ド大 差 がナ イ。

第3群 簸慮 提海 狸 ノ脾:臓 ニ ァ テ相 當 高 度 ノ病

轡 ナゴ乱翫メ ラ し/ノレ。

第四編 「ツベ ル ク リン・アナ フィラキ シーj卜 結 核見疫

第一章 緒 言

1890年R.Kocha)cutハ 「ツ 心 レク リ ン」テ 発 見

シ、吹 デ結 核 海 瞑 二 〇.01-〔).5瓦 ノ 「ツ ベ ・レク リ

ン」或 ハ 生 又 ハ 死 結 核 菌 テ注 射 入 ル 時 ハ 必 ス"死

亡 ス ル コ トヲ 観 察 シ タ。Koch・ ・此 ノ現 象 一1異

種 蛋 白 再 注 射 二 見 ラ レ ル 「ア ナ フ ィラ キ シー 」 ト

同 一 ノ意 義=解 シ タ ノ デ ア ル。 「ツ ーごル ク リ ン」

死 卜 「ア ナ フ ィラ キ シー 」 ト ・、同 一一現 象 デ ア ル カ

否 力 乳就 テ ハ、 本 態 不 明 ノ今 日何 レ トモ 決 シ壌

ネ ル コ ト ・・L6wenstein〔:}}ノ 著1!}ニ モ 見 ラ レ 」L

通 リ デ ア ル ガ、 「ツ ベ ・レク リ ン」死 テ以 テ 「ツ ベ

ル ク リ ン・ア ナ フィラ キ シー 」 ト呼 プ コ ト ハ 差 支

ナ イ ト思 フ(

R.Kochノ 観 察 蝋 來 「ツ ベ ル ク リ ン・ア ナ フ ィラ

キ シー 」 二 關 ス ル 業 績 ・、枚 塞 二 逞 ナ キ 程 多 微 ア

ル。 例 ヘ バRosenauu.AndersonH)・ ・結 核 深i

ノ浸 出 液 テ以 テ海 瞑 テ塵 置 シ、 一一定 期 間 後 一一之

.ナ再 注 射 ス ル トキ ノ、「ア ナ フ
ィラ キ シー 」様 獲 作

即 チ 呼 吸 困 難 、 噴 嘘 、 不 安 等 ガ起 ル コ ト子報 告

シ、Baldwin〔5},Krausec6}・ ・結 核 菌=一 附 箸 シ テ

中 ル 「ブ イ ヨ ・'」ノ蛋 臼'・ 良 ク洗 ヒ 落 シ タ後 、 結

核 菌 ナ粉 表 ト ナ シ、Koeh一 從 テ,,T.0.``・1ツ

ク リ,之t「 一・tンチ ゲ ニ1ト シテ 海1冥t感 作 ス ル

1ト ー成 功 シ テrF'・ 。lrlit此 ノ水 浸 出 液 ハ煮 沸

シ テ ㍉ 或 ・・Berkefeld-Filter-=テ 濾 過 シ テ

モ 感 作7・ 」し コ ト が 出 來 ルi・ 逃 ベ テ ヰ ル
。 父 不 溶

解 性 ノ穫{盃 即 チKoehノ,,T.R.``一.+川 ヒ テ モ

感 作 二 成 功 シ テ ヰ ル 。

A.Sata〔7)ハ 「ツ ベ ル ク リ ン」.tF30℃ 一=於 テ 長 ク

揮 獲 性 成 分 ゴ}獲 散 ヒ シ メ タ モ ノ}用 ヒ テ 、 海 摸

一'感 作 サ セ 様 トシ タ が 不 可 能 デア ツ タ
.L6wens-

teinlSJモ1頁]樗 ミ.一∫荏 「ツ 〈ご・Lク リ ン 」一子 歩良匿凝主身† シ

.J"SLタ ガ
、海 瞑 ∴1『 ア ナ フ1ラ キ シ ー 」 一}起 ス 事 一一

成 功 シ ナ カ ツ タ 、L6wensteinu.Rappaport'g},

Fr{edbergeru.Mita'i'bハ 結 核 菌 全 部 テ 用 ヒ テ

ー一定 ノ 結 果 チ 得 タ リ ト 報 ジ テ 牛 ル
。 即 チ0.02

瓦 ノ 結 核 菌 石 扇 冥 二 注 有† シ 、11口 後 二i扇 冥 ノ艦.

重100瓦 転工..-0.02」,こ ノ 岳芒∫れ亥1某it■ 再1主 身† 入]Lト

キ へ 定 型 的 症 状 テ 起 シ テ 海 痕 ・・3分 間 以 内 一一

仮il夕トナ ク 死 亡 ヘ ル ト述 べ 、 生}窟 卜死 菌 ト ノ間 二

感 作 作 用 二 於 声實 際 ノ性 質 上 著11月 ノ 差5匙 ヂ認 メ

テ 居 ラ ナf。L6ffleriiし 、生 結 核i聴 レ 「エ キ シ カ

トー ル 」 一一テ1;1と拙セ シ、150.⊃Cデ9U威 サ ヒ タi7;i-■ 用

ヒ テ 攻子糸占果 一1得 「 牛 ノし
nタ 曇L再 注 射'一 ・少:ll:f吏1[

シ テ 成 功 シ タF,d[べ;一 ・t-1しガ
、 多 ケ ノ場 合 川 〔}

睡 九 必要 ト シ 、 少 ク トri20庭.EI拠 誹 ・し∩

1ツ(:'・Lク
.リ ン ■-t)ナ フ1つ キ シ ー 't一 マii.rl1核 菌
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最 モ良 ク、 彼 二從 テ作 製 セル死 菌 ノ・生菌 ノ約 牛

分 ノ毒 性 テ有 シテ ヰ ル ト述 ベ テヰ ル。

Petroffu.Stewart(12)ノ ・結 核 菌 テ1000C1時 間

以 上加 熱 セ ル モ ノ又 ノ・「プ ロー ム」瓦斯 テ以 テ庭

置 セ ル モ ノテ以 テ、 海 猿 ノ皮 下 或 ノ・腹 膣 内 二注

射 セ ル時 、 「ツ」皮 内反 慮 陽 性 デ ア リ、 カ ・ル死

菌 テ以 テ虎 置 セル 動 物 ト結 核 海猿 二就 テ 「ツベ

ル ク リ ン・アナ フィラキ シー」テ見 タル塵 、 「ツベ

ル ク リ ン・ア レル ギー」ノ程 度 ト本 質 的 二差 異 テ

認 メメ ト述 べ テ ヰル。 帥 チ海狽 テ生 菌 テ以 テ塵

置 シテモ、 死 菌 テ以 テ庭 置 スル モ「アナ フィラキ

シー」ノ 黙 二就 テ ノ・差 別 ラ認 メテ 居 ラナ ィ ノ デ

ア ル 。

余ノ・第一・編及 ビ第三編 二於 テ、人型F株 加熱死

菌 テ以 テ海瞑 ヂ塵置スル際、之 テ静脈内二接種

'

スル トキへ 「ツベ ル ク リ ン・ア レル ギー」ノ件 ノ、

ヌ庭 ノ結 核 免疫 成 立 スル コ トテ立 謹 シタ。

「ツ ベ ル ク リ ン・アナ フィラ キ シー」ノ、「ツベ ル ク

リ ン・ア レル ギー」ノー 種 特 別 ナ型 デ アル コ トノ・

V.Pirguet(13)以 來 述 ベ ラ レテ ヰ ル コ トデ ァル。

依 テ余 ノ・免疫 アル モ 「ア レル ギー」ノ件 ノ・メ海猿

二就 テ、 「ヅベ ル ク リ ン・アナ フィラキ シー」テ観

察 シ、 結 核 過 敏 症 ト免 疫 トノ關 係 ノー事 テ研 究

スベ ク實 験 テ試 ミタ。 帥 チ死 結 核 菌 テ静脈 内接

種 セル 海猿 ト封 照 二用 ヒ タ結 核 海 猿 、 加 熱 死 菌

皮 下注 射 海 演 及 ビ健 康 海 瞑 ノ四 種 類 二就 テ、「ツ

〈ごル ク リ ン・アナ フィラキ シー」テ 比 較 研 究 テ 行

ツ タ庭次 ノ如 キ成 績 テ得 タル故 、 此 庭 二報 告 ス

ル次 第 デ アル。

第二章 實験方法

(一)供 試 獣

300瓦 以 上 ノ 成 熟 健 康 海猿40頭 ノ 「ツ ベ ル ク リ ソ」皮

内反 磨 ヲ槍 シ、ソ ノ陰1生 ナ ル モ ノ ノ ミヲ使 用 シタ.

(二)虜 置方 法

第1群10頭 ノ海5冥 二 人型F株 加 熱 乾 燥 死 結 核 菌

1.0、2.0、3.0、4.0彪 ヲ、0.2耗 ノ食 魎 水 二成 可 ク卒

等 二俘 游 セ シメ タ ル モ ノヲ、4日 毎 二夫 々静 脈 内 猷ll

射 シタ モ ノデ アル。

第2群 同様 ノ菌 液 ヲ10頭 ノ海6冥 ノ皮 下 二4日 毎 二

注 射 シタ モ ノ デ アル。

第3群 人 型F株 生結 核 菌(4週 間 培養)1・0彪 ヲ10

頭 ノ海 猿 ノ皮 下 二注 射 シタ モ ノデ ァル 。

第4群10頭 ノ健 康 海 猿 デ アル 。

(三/『 ツベ ル ク リソ・ア ナ フィラ キ シー」検 査 方法

上 記 各群 海 狸 最 後 ノ 虜 置 ヨ リ約3週 間 後 二 「ツ」皮 内

反 磨 ヲ検査 シ、 終 了 後 「ツ ベル ク リ ソ・アナ フ。ラ キ シ

ー 検 査 ヲ行 ヅ タ.之 レニ使 用 シタ 「ツベ ル ク リン」・・

菌 髄 蛋 白以 下 ノ蛋 白 ノ作 用 ヲ除 外 ス ル 爲 二、 】110濃縮

2一 トソ氏 無蛋 白「ツベ ル ク リ ソ」ヲ用 ヒタ。 本1ツ ベ

ル ク リソ」1.0蛯 ヲ 各海 猿 ノ前 肢 ノ静 脈 ヨ リ極 メ テ除

々二 注射 シ、 蟹 現 ス ル 「ア ナ フィラキ シー」症 状 デ アル

不 安 、 立 毛、 痙 攣 、 噴 哩 、 吃 逆 、 呼 吸 困難 、 脱 糞 、麻

癖 、 燈 温 下降 、生 叉 ハ死 等 ヲ表 記 シタ ノデ ァ ル 。髄 温

ハ 注 射 後5--10分 毎 二肛 門 ニ テ 測 定 シ、1.5度 以 上

下降 シタ ル 時 ・・十 、2.0度 以 上 下降 ノ時 什 、2.5度 以

上 下降 ノ場 合 柵 、30度 以 上 下 降 セ ル 時 ハ ・HH・トジ テ

記 載 シタ、

第三章 實験成績

第一節 第1群

本 群 ノ成 績 ・・第1表 二 記 載 シ テ ア ル如 ク、 「ツ 」

皮 内 反 慮 ・・206號 ガ僅 カ ー=一陽 性 ナ ル外 、 他 ノ9

頭 ノ・何 レ モ陰 性 デ ァル 。「ツ 〈ごル ク リ ン・ア ナ フィ

ラ キ シー 」症 状 ノ中 、注 射 後 輕 度 ノ不 安 、脱 糞 ノ・

見 ラ レル が、 他 ノ症 状 ノ・ア ッ テ モ僅 少 デ ア リ、

何 レ モ20-30分 後 ニ ノ・恢 復 シ、 死 亡 シ タ モ ノ

ノ、1例 モ 見 ラ レ ナ カ ツ タ
。 帥 チ 「ツ 〈ごル ク リ ン・

ア レル ギ ー 」及 ビ 「ア ナ フ ィラ キ シー 」ハ 著 明 デ ナ
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イ ノデ アル。 然 シ免疫 ノ・前 二編 二於 テ述 べ タ如

ク比較 的 ナル モ謹 明 サ レ タ ノデ アル カ ラ、結 核

第1表

免 疫 ト「ツ ベ ル ク リ ン・ア ナ フ ィラ キ シー 」 トモ 軍

行 シ ナ ィ コ トガ 分 ル ノ デ ア ル 。

人 型F株 加 熱 死 菌 静 脈 内注 射 海猿/〔 ツ ベル 〃 リ ン・ア1/ル ギt-一.」及 ビ

「ア ナ フィラ キ シー」實 験

海 狸 番 號1201 202 203 204 205 206 207 2081 209 210

性 ♀ ♀ ♀ ♀ ♀ ♀ ♀ ♀ ♀ ♀

毛 色 白黒 白 白黒 三 毛 白茶 白黒 白 白 白黒 白

實験 前10%僖 「ツ」皮 内反 鷹 一 一 一 一 一 一 一 一}一 一 一

實 験 開 始 時 髄重(瓦)
一_-

300 310 310 300 310 300 290 310 320 300

實 験 終 了 時 髄重(瓦) 350 340 400 350 340 420 380 370 400 370

人 型F株 加 熱 死 菌
注 射 完 了 月 日

ヨ241
皿i24/皿

1

241皿 24/皿 24/皿 241皿 24/皿 241皿 24/皿 241皿

人 型F株 加 熱 死 菌
注 射 量(種)

!10
110 コ0 10 10 10 10 10 10 10

加熱死菌静脈 内注
射 後10%蕉 「ツ」皮
内反慮

一 一 一 一『 一 一 ρ 　一 一

ゴ

槍査 日 12/1V 12/1V 12/1V 12/1V 12/1V 1211V

伍6x鵬響!欝,
1211V 12/IV

R 一 一 0.4×0.4 一 一 一 一

一 夏
一 一 0.2×0.2

.二_ _二. 0.3×0.3
1

-10 .3×0.3 一 一

「

ア

ナ

フ

ィ

ラ

キ

シ

i
」

出

貰

験

一一

【検 日査1411V1411V 1411V 1411V 14/1V

一}一 _-

hlI

14/IV14/1V14/1V14/1V,1411V

γ購 戯 翻冨1・ 鯛 ・呵 ・帳 ・・伽
し

'

1.Oc.α

1

、刷 、__.岡 伽
一 一 一 一

十 十 十 十 十不 安++1+1+
1十

立 毛 一 一1± ± 一
[
1一 一 一 一一 一

一 　

:-1-:一 一 一痙 攣 一 一

一I
F

-一 一

1

噴 嘘 一+ 一[+ _1__1___
1

吃 逆 一 一 一1一一 一
一

[
i1

一 一 一 一 一 一
1

呼 吸 困 難 一1一 一 一 一 一 一1-一
ト:

脱 糞++1+ 十 十 十1十1十1十 十

麻 癖 一 一:一 一 一 一 一 一 ■一 一

髄 温 下 降 十 十1一 十i-一 一 一 一[

一

生 叉 ・・ 死 生 生 生 生1生1生 生 畦 生 生

第二節 第2群

本 群 ノ・死 菌 ノ皮 下注 射群 デ アル ガ、 第2表 テ見

ル ニ 「ツ」皮 内反 慮 ハ 何 レモ 陽 性 デ アル。 「ヅ ベ

ル ク リ ン・ア ナ フ{ラ キ シー 」症 駄 モ著 明 二 存 在

シ218號 ラ除 イテ ノ、注 射 後10-一一35分 後 ニ イft1レ

モ 「アナ フ{ラ キ シー ・シ ヨック」ラ以 テ 死 亡 シテ

ヰ ル。 即 チ 「ツ」皮 内反 慮 ト「ツ〈ごル ク リ ン・ア ナ

フ・ラキ シー」ガ共 二存 在 シテ ヰ ル ノデ アル
。 結

核 発 疫 ハ前 編 二於 テ述 べ タ様 二存 在 シテ ヰル ノ

デ アル カ ラ本 群 ノ・過 敏 性 ト免 疫 ガ卒 行 シテ ヰル

繹 デ アル。

第三節 第3群

本 群 ノ・結 核 海 狸 デ アル カ ラ「ツ」皮 内反 庶 モ 「ツ」

過 敏症 モ共 二存 在 スル コ トノ・當 然 デ アル。 然 シ

ソ ノ程 度 ノ・第2群 ヨ リ稽 賜 星ク、 膣 温 下 降 ノ如

キ ノ・4・0度 以 上 ニ ナ ツ タ モ ノモ ア ル 。 概 シ テ 速

カ ニ 死 亡 シ テ ヰ ル ノ デ ア ル 。
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第2表 人 型F株 加 熱死 菌 皮 下 注 射 海 狸 ノ「ツベ ル ク リ ン・ア レ・ル ギー」及 ビ

「アナ フィラ キ シ ー」實 験

海 猿 番 號 211i212 213 214]215 216 217 218 219 220 9

5
性 ♀ ♀ ♀ ♀1♀ ♀ ♀ ♀ ♀ ♀

毛 色
}一

白黒1三 毛 白茶 白黒1白 白茶 三毛 白 白黒 白茶

實験 前10%奮 「ツ」皮 内反磨 一 一 一 _1_ 一 一 _1_ 一 1

實 験 開 始 時盤 重(瓦)
}350;310

320 3201360 300 320 320 300 300・

實 験 終 了 時髄 重(瓦) 340 340 350 3251380 1325 350 340 370 360

人 型F株 加 熱 死 菌
皮 下 注 射 完 了 月 日

24畑 241皿 241皿 241皿 蜘1剛 蜘 241皿 24!皿 241皿

、

1
人 型F株 加 熱 死 菌
皮 下 注 射 全 量(雄)

10.0 10.0

一

10.0 10.0

1

…ol・0・0 10.0 10.0 10.0 10。0:

人型F株 加熱死菌
皮 下注射後10%蕉
「ツ」皮 内反磨

検査 日 1211V 1211V 12!IV 1211V 1211V 1211V 1211V 12/1V 1211V 1211V

R 1.5×1.5 1.6×1.6 1.2×1.2 1.5×1.5 1.7×1.7 1.3×1.3 1.4×1.4 1.2×1.2 1.6×L6 1.7×1.帽
」

1 1.2×1.2 1.4×1.4 1.0×1.0 1.2×1.2 1.5×1.5 1.0×1.0 1.0×1.0 1.0×1.0 1.3×1.3 1.5×1.馳

…検 査 日;・411vl・41・V ・411Vl・411V141・V・411V 1411V 14/1V 1411V
溜

14/IV
「

[11

デ ツ購 翻 醒 」1・・画 ・・脈

lll

・… α1・ ・OCG4・ ・αc1・0㏄i1・Occ

}1

1.Ocα 1.Ocα 1.Ocα ;

ナ 不 安1十 十

一 一

十}十 十 十 十 十 十 十 毛

フ 峡 毛+ 十
1-一十
1十i十1十 十 十 十 十

鴫

イ1痙 攣1+
1 十

1「

十 十 「 十1十 十 十 十 十

フ 1噴 剣+1+ +i+ 十L十 十 十 十 十
1キ1吃 逆

!-1十 一 一1 +1+ 十 一 十 十
レ

ll

呼 吸 困 難 十i十
!1

+[+i+;+ 十 十 十 十

」1脱 糞+1+ 十 十i十i十 十 十 十 十

實 麻 癖1++ +… 刊+1+ 十 十 十 十

験 穐 温 下 降 地 柵 柵 冊i柵}柵

幽

州 柵 柵 柵
I

I

生 叉 一 死110詫後35餅
し

1

25分 後}・0分後130分後125分後

列 死 死1死 曝瞭 30分 後

死

35分 後

死

i

l

第3表

海 猿 番 號

性

毛 色

實験 前10%薄1ツ 」皮 内反慮

實 験 開 始 時 燈重(瓦)

實 験 終 了 時 艘 重(瓦)

人型F株 生菌皮下注射月日

人 型F株 生 薗
皮 下 注 射 量(彪)

生菌 皮下注射後10
%奮 「ッ」皮 内反磨

検査日

R

1

結 核 海猿 ノ「ツ ベル ク リソ・ア レル ギー・」及 ビ 「ア ナ フ・ラキ シ隔」實 験

號1221i22222312241225i2262272281

♀1

三 毛

320

300

221皿

1・Ol

1311V

3.0×3.0

2.5×2.5

♀

白

330

320

22佃

1.0

13!IV

2.5×2.5

2●0×2.0、2.3×2・3

1♀i-fi!-1♀1♀ ♀ 」 ♀隔

馴 白茶 白茶「 三 毛迫 黒」 蝋

話。陵 。陵 。噛 。瞬 囑 。
2・・32・3・ ・13・ ・135・i34・

221皿221皿1221皿!221皿i221皿i22/皿

1・O}・.O
i1.OE1.Oi・.0・.0

13!IV13/1V1311V13/IV13/1V1311V

2.6×2●62・0×2.01.5×1●53●2×3●21.8×1・82.0×2●0

1●8×1●8】.2×1.23.0×3.01●5×].51.5>く1・5

229230

♀ ♀

白 白茶

330320

340300

221皿1221皿

1.01.0
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検 査 日15/1V15/1V15/1V15/1V15/IV15/1V15/1V

-
「

}不

}立

一痙

一吃

「

「
ア

ナ

フ

ィ

ラ

キ

シ

110濃 縮 「ソー ト ン」

ソ」静 脈 内 注 射 量
.1.Oqc.1.Oc.q1.Oc.a1.Oc.q1。Oc.c.1.Oc.q1.Oαc.

安+十 十 十 十 十 十

十 十

15/1V

1.Oc.c.

十

15/1V15/1V

1.Oac.1.Oc.c.

十 十

毛 十 十 十 十 +i+ 十 十

「藁 庸一一

攣 十 十 十 十 十 十 +1+ 十 十

嶢+++ 十 十 十 十

逆 十 十 十 十 十 十 十

+
マ÷+

τ

-
」

實

験

呼 吸 困 難 十 十 十 十 十1 十 十 十 十 十1

脱 糞 十 十 十 十 +i+ 十 十1 十 十

麻 癖 十 十 十 十 +1+ 十 十i十
_「___
1冊

十

燈 温.下 降 冊 冊
i

柵i柵1冊 冊 冊 柵

生 叉 ハ 死
10分 後

死

5分 後

死

15分 後120分後30分 後

死t死1死

1-

18分 後2b分 後

死i死

1。分後L分 後1、。撫
死1死1死

第4表(封 照)健 常 海 猿 ノ「ツ ベル ク リン」皮 内 反 磨及 ビ「アナ フィラ キ シー」實験

`ヨ

海 猿 番 號{231 232 2331234 335 236『237[Z381239 24Q

性 ♀ ♀ ♀ ♀ ♀ 一♀一 ♀ ♀ ♀ ♀
毛 色 白 白茶 白黒 白黒 白黒 白茶 三 毛 白黒 白 白

實験 前10%奮 「ツ」皮 内反慮 一 一 一 一 一 一 一 一 一
_二

320,實 験 開 始 時 盤 重(瓦) 310 330 310 340 320 350360 340 300

實 験 終 了 時 開重(瓦) 330 340 320 350 340 3701380 360 330 350

デ

ナ

z
ラ

キ

シ

型

實
験

検 査 月 日 1511V 15/1V 15/1V 15/1V 1511V 15/1V 15/1V 15/IV 15/1V 15/1V

111。濃 縮 「ソー ト ソ」

「ツ」静 脈 内注 射 量 1.0αc 1.Oc.α 1.0α α 1.Oc.c 1.Occ 1.Ocα 1.OGC 1.Occ 1.Oqα 1.Occ

不 安 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

立 毛 一 一 一 一

1
■一 一 一 一 一

痙 攣 一 一 一1一 一 一 一 一
一「_

[_

1
一

噴 哩 一 十 十 一 一 一 一 一 」+ 一

吃 逆 一 一 一 一 一 一 一 一i一 一

呼 吸 困 難 一 一 一 一 一 一 一 一

脱 糞 十 十 十 一 一

ヨ ー
一1+ 一

麻 癖 一 一 一!『

1

一
一.…
-1

一 一
一 一 一

燈 温 下 降 一 一 _}_
1 十 十

一

一3引 一

生 叉 ハ 死 生 生 生i生i生 生1生 生 生1生

第四節 第4群

本群ハ健康海狽 デアル故 「ツ」皮内反慮及ビ 「ツ

ベルクリン」過敏症共二陰性 デハアルガ、注射

後不安、脱糞、噴嘘、罷温下降等 テ示 スモ ノモ

ア ル ノ デ アル カ ラ「ツベ ル ク リ ン」一ハ 過 敏1生抗

元 以外 ノ毒 性 アル コ トテ示 ス モ ノデ アル。 然 シ

死 亡 シ タ例 ノ・ナ イ。

第四章 総括拉二結論

人 型F株 加熱 乾 燥 死結 核 菌 テ皮 下 二注 射 セ ル場

合 ニ ハ、「ツベ ル ク リ ン・ア レル ギ ー」拉 ニ ソー ト

∠ 氏 無 蛋 白 「ツベ ル ク リ ン」二依 ル「ア ナ フ ィラ キ

シー」ラ謹 明 ズル コ トガ出來 ル。 之 ラ静脈 内 三
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接 種 セル 時 ノ・何 レモ陰 性 デ アル。 前 二 編 二於 テ

既 述 シタ如 ク、 カ ・ル死 結 核 菌 テ静 脈 内接 種 ラ

受 ケ タ海狽 ノ・、 相 當 程 度 ノ結 核 冤疫 テ有 ス ル コ

トノ・確 實 デ ア ル。 從 テ 「ツ ベ ル ク リ ン」過敏 症 登

現 セザ ル トモ免 疫 ノ・存 在 スル ノ デ ア ル カ ラ、「ツ

ベ ル ク リ ン・アナ フィラキ シー」 ト結 核 免 疫 トハ

別 個 ノ モ ノ ト云 ヘ ル ノデ アル。

稿 ラ終 ル ニ臨 ミ御 懇 篤 ナ ル御 指 導 拉 二御 校 閲 テ

賜 ノ・リ タル 恩 師 戸 田忠 雄 教 授 二封 シ深 甚 ナ ル謝

意 テ表 スル。

第一編 文 獄

1) R. Koch, D. M. D. 17. Jg. S. 101, 1891. 
2) P. H.  Romer, a) Beitr.  Klin. Tbk.  Bd.11, S. 
79, 1908. b) Beitr.  Klin.  Tbk. Bd. 12, S. 185, 
1909. c) Beitr.  Klin. Tbk. Bd 13, S. 1, 1909. 
d) Beitr.  Klin.  Tbk. Bd. 17, S.  265,  287,  427, 1912. 
e) Beitr.  Klin. Tbk. Bd. 22, S. 259, 1912. 3) F. 
Hamburger, a)  Beitr.  Klin. Tbk. Bd. 12, S.
163, 1909. b) Beitr.  Klin. Tbk. Bd. 18, 1911. 
4) F. Lewandowsky, a) Die Tuberkulose d. 
Haut, 1916. b) Arch. f. Derm. u. Syph. Bd. 123, 
1916. 5) A. K. Krause, a) Amer. R. Tbc. 
Vol. 1, p. 65, 1917. b) Amer. R:  Tbc. Vol. 3, p. 

1, 1919. 6) A. K. Krause, H. S. Willis, Amer. 
R.  Tbc. Vol. 4, p. 563, 1920. 7) A. K. Krause, 
H. S. Willis, Nat. Tbc. Ass.  Vol. 20, p. 277,

 1924. (Zschr. aus  Hughes: J. Immunol. Vol. 25, 

p. 103, 1933). 8) H. S. Willis, a) Amer. R. 
Tbc. Vol. 11, p. 427, 1925. b) Amer. R. Tbc. 
Vol. 17, p. 240, 1928. 9) A. K. Krause, Tr. 
Nat. Tbc. Ass. 17 th Annual Meet. 1921. (Zschr. 
aus Willis). 10) H. Selter, a) Zschr.  Immun. 
fschg. Bd. 32,  S.  325,  1921. b) Zschr. f. Hygiene, 
Bd. 95,  S. 202, 1922. c) D. M. W. 50 Jg. S.
1825, 1924. d) D.  M. W. 51  Jg. S. 933, 1925. 
11) R.  ROssle, W.  Klin. W. 45 Jg. Nr. 20,  1932.
12)佐 多 愛 彦,結 核.第6卷.599頁.昭 和3年.

13) C. Pirquet, W.  Klin. W. 1928. 14) E. L. 
Opie, J. Immunol. Vol. 17, p. 329, 1929. 15) 
J. Hughes, J. Immunol. Vol. 25. p. 103, 1933.
16)紺 田孫 助,十 全 會雑 誌.第39卷.昭 和9年.

17) F. W. Pattonger,  Tubercle, July, 1925. 
18) R. Bieling u. L. Oelrichs, Beitr.  Klin.  Tbk. 

 Bd 90, S. 491, 1937. 19) G.  Schroder, Zschr. 
f. Tbk. Bd. 79,  H. 4, 1938. 20) H. Lange,
Beitr.Klin.Tbk.Bd.67,S。1,1927.21)戸 田

忠 雄,a)實 地醫 家ト 臨牀.第13卷.7號.昭 和

11年.b)實 地醫 家 ト臨牀.第14卷.11號.昭 和

12年.22)J.Bronfembrenner,Amer.R.Tbe.

Vol. 36, p. 293, 1937. 23) A. K. Krause, H. 
S. Willis, Amer. R.  Mc. Vol. 3, p. 513, 1919. 
24) A. Klopstock, Pagel u. Gugenheim,  Klin. 
W. 11 Jahrg. Nr. 44, 1932 25) H. Selter, 
Zschr. f. Tbk. Bd. 67, S. 48, 1933. 26) A. R.

Rich, Revue  dimmunologie: T. 3, p. 25, 1937.

27)岩 佐 大 治 耶,結 核.第6卷.170頁.昭和3年.

28)貴 島 定 和.結 核.第8卷.932頁.昭 和5年.

29) H. Rothchild, J. S.  Friedenwald, C. Berns-
tein, Bull. John. Hopk. Hosp. Vol. 54, p. 232,
1934.(Amer.R.Tbc.Vol.31,1935).30)中 谷

繁 一 結 核.第13卷.642頁.昭 和10年.31)

C. L. Derick, A. G. Branch, Crane, Amer. R. 
Tbc. Vol. 32, p. 218, 1935. 32) W. Pagel, J. 
of Path. and  l'acteriol. Vol. 44, p. 643, 1937. 
33) K. E. Birkhaug, Amer. R. Tbc. (Abstract)
V・1.36,p.71,1937.34)柳 澤 謙,安 藤 啓 三耶,

實驗醫 學 雑 誌.第21卷.369頁.昭和12年.35)

吉 田長 之,東 京醫 誌.3097號.2215頁.昭 和13

年.36)W.Blumenberg,Beitr.Klin.Tbk.

Bd.  61, H. 5, 1925. 37) H.  DoId, D. M. W. 
53 Jg. Nr. I, S. 12, 1927. 38) 0. Ziegler, Beitr.
Klin.Tbk.Bd.68,1928.39)大 島 直 美,東 北

醫學 雑 誌.第16卷.157頁.昭 和8年.40)平 林

肇,楠 節 子,結 核.第8卷.344頁.昭和8年.

41)H.Selter,Zschr.f.Tbk.Bd.67,S.48,1933.

42)K.C.Smithburn,F.R.Sabin,G.H.Geiger,

Amer.R.Tbc.Vol.30,P.652,1934.43)櫃 田

卓 也,結 核.第13卷.354頁 ・昭 和10年 ・44)

青 山敬 二,結 核.第13卷.355頁.昭 和10年.

45)竿 林,醫學 研 究.第9卷.12號.昭 和10年.

46)青 山 及 ビ共 同研 究 者,結 核.第16卷.696頁.

昭 和13年.47)三 木,山 田,結 核.第3卷.475

頁.大 正14年.48)岩 佐,管 原,結 核 ・第5卷.

476頁.昭 和2年.49)LDiens,E.W.Schon.

heit, Amer. Rev. Tbc. Vol. 13, p.  60,  1926. (Abs-
tract). 50) A.  Calmette, Zschr f. Tbk. Bd. 
53, 1929. 51) O. Kirchner u. E. A. Schnieder, 
Beitr.  Klin.  Tbk. Bd. 72, H. 2, 1929. 52) A.
Branch, R. Cuff, J. of Inf. Dis. Vol. 47, p. 151, 
1930. 53) F. Klopstock, Zschr. f. Tbk. Bd. 65, 
1932. 54) K. L. Pesch, Zschr. f. Tbk. Bd. 65. 
H. 2 1932. 55) K. Rupilius, Beitr.  Klin.  Tbk. 
Bd. 63, H. 6, 1933. 56) A. Branch, J. F. 
Enders, Amer. Rev.  Tbc. Vol. 32, p. 595, 1935. 
57) B. J. Clawson, J. of Bacteriol. Vol. 29, p. 
32, 1935. 58) A. B. Baker, Amer. Rev. Tbc.
Vol.31,P.54,1935.59)川 村 一 男,結 核.第



第12號 】 工藤 苫結核 二於 ケル 「アvル ギ_」 ノ本 態蛇 二免疫 トノ關係 二關 スル研究1543

15卷.昭 和12年.60)工 藤(友),東 京醫 誌.

3060號.3064頁.昭 和12年.61)A.E.Wright,

Lancet,Vol.206.p.218,1924.62)佐 藤 理 太 郎,

實驗醫 學 雑 誌.第10卷.871頁.大 正15年.63)

G.Meissner,ZbLf、Bakt.Bd.106,S.210,1928.

64)高 橋 三 千 彦,芦 村 隆 造,結 核.第8卷.522頁.

昭 和5年.65)伊 藤 種 次郎,結 核.第8卷.291

頁.昭 和5年.66)貴 島 定 和,澁 川隆 曹,結 核.

第8卷.1459頁.昭和5年.67)M.Sonak.Zbl.

f.Bakterio1.Bd.115,S.173.1930.68)緒 方

準一,結 核,第10卷.117頁.昭 和7年.69)緒

方 準一,澁 川 隆 曹,結 核.第10卷.247頁.昭 和

7年.70)阪 本 孫 重,結 核.第11卷.3頁.昭 和

8年.71)澁 川隆 曹,結 核.第11卷.63頁.昭

和8年.72)今 村 荒 男,澁 川隆 曹,結 核.第11

卷.209頁.昭 和8年.73)西 川爲 雄,結 核.第

11卷.341頁.昭 和8年.74)薮 下 優,東 京醫 學

會雑 誌.第49卷.下卷.1049頁.昭 和10年.75)

坂 村 養 三,結 核.第13卷.345頁.昭 和10年.

76)西 村 英 男,結 核.第13卷.829頁.昭 和10年.

77)西 川 爲 雄,結 核.第14卷.439頁.昭 和11年.

78)戸 田 忠 雄,實 地醫 家 ト臨牀.第14卷.439頁.

昭 和12年.79)H.Zinsser,H.K.Ward,F.

B. Jennings, J. Immun. Vol. 12, p. 97, 1925. 
80) S. A. Petroff, Jour. Amer. Med. Assoc. Vol. 
47, p. 285, 1927. 81) S. A. Petroff, A. Branch, 
F. B. Jennings, J. Immun. Vol. 16, p. 233, 1929. 
82) R. M. Thomas, J. of Exp. Med. Vol. 58, p. 
227, 1933. 83) A. R. Rich, McCordock, H. 
A., Bull. John. Hopk. Hosp. Vol. 44, p.  273,. 
1929.  84). J. A. Meyers, H. A. Harington, J. 
A. M. A. Vol. 53, p. 1530, 1934. 85) N. Wes-
tenrijk, Beitr. Klin.  Tbk. Bd. 78, H. 6,  1931..
86)金 倉 和 三 郎,結 核.第8卷.1037頁.昭 和5

年.87)金 倉 和 三朗,結 核.第9卷.408頁.昭

和6年.

第二編 文 職

1) R. Degwitz, Zeitschr. f. Kdh. Bd. 25, S. 134, 
1920. 2) B. Bloch, Corresp-blatt f. Aerzte, 
Bd. 47, S. 1250, 1917. 3) E. Hoffmann, D. M. 
W. 45 Jahrg. S. 1233, 1919. 4) M. Memmes-
heimer,KI.Wschr.1924.5)富 永 達 三,輻 岡

署 科 大 學 雑 誌.第28巻.543頁.昭 和10年.6)

E.FeM{田er,M.M.W.68Jahrg.S.912,1921。

7) B. Bloch, Paris Medical Part Med. T. 47, 

p. 251, 1923. (Zit. nach Tuft\ 8) B.  Fellner, 
Wien.  Kl. W. 32 Jahrg. S. 936, 1919. 9) H. 
Martenstein, B. Schapiro,  .D. M. W. 49 Jahrg. 
S 947, 1923. 10) H. Martenstein, Arch. f. 
Dermat. Bd. 142, S. 279, 1923. 11) F. Blumen-
thal, A. Haupt, D. M. W. 46 Jahrg. S. 37, 1920.
12) A.  Klemperer, S. Peschic, D. M. W. 49 
Jahrg. S,  403,  1923. 13) G. Bessau,  0.  Kohler, 
Jahrb. f. Kinderh. Bd. 105, S. 39, 1924. 14) 
E. Hoke, A. Lang, Zschr. f. Tbk. Bd. 39, S. 
352, 1924. 15) C. Krauspe, D. M. W. 49 
Jahrg. S. 1291, 1923. 16) H. Moral,  Berl. 
Med.  Klin. Bd. 19, S. 1229, 1923. 17) C. 
Prausnitz, H.  Kiistner, Zbl. f. Bakt.  Orig. Bd. 
86, S. 160, 1921. 18) H. Biberstein, Zschr.  f. 

 immiannl  11r1  dR  r%  907  1C19(  141  W

ssohn,  Klin. W. Bd. 2, S. 970. 1923. 20) A. 
F. Coca, E. Grove, J. Immunol. Vol 10, p.  445. 
1925. 21) L. Tuft, S. G. Ramsdell, J. Immunol. 
Vol. 16, p.  411,  1929.  22;! H. Biberstein, Zschr. 
f.  Immunitatsf. Bd. 48, S. 297, 1926. 23) E. 

 Lehner, E. Rajka, W. M. W. 74 Jahrg. S. 2286, 
1924. 24) E.  Urbach, Zschr. f.  Immunitatf.
Bd. 55, S. 471, 1928. 25) Konigstein u. E. 
Urbach, Arch.  f. exp. Path. Bd. 14, S. 413, 1924. 
26) A. Perutz, Arch. f. Dermat. Bd. 152, S.  617,, 
1926. 27) Ja. Riehl, Zbl. f. Haut u. Geschle-
chtk. Bd. 23. S. 521, 1927. 28)  0.  Kohler, G. 
Heilmann, Zbl. f. Bakt. Abt. I,  Orig. Bd. 91, S.
112, 1924. 29) H. Fernbach, E.  Hassler, Zbl. 
f. Bakt. Orig. Bd. 95, S. 81, 1925. 30) Hach 
Borodaj u. Melnyk, Zschr. f.  Immunitatsf. Bd. 
54, S. 255. 1928. 31) M. Michael, Arch. f. 
Dermat.  u. Syph. Bd. 156, S. 60, 1928. 32)  R. 
Stahl, W. S. Winkler, D. M. W. 49 Jahrg. S. 
1436. 1923.  33) L. Tuft, J. Immunol. Vol. 21,.

p.85,1931.34)箭 頭 正 男,浦 洲 署 學 雑 誌,第

19巻.1003頁.ll召 和8年.35)鈴 木 正 美,皮 膚

科 泌 尿 器 科 雑 誌.第44巻.82頁.昭 和13年 ・

M-7-14 Itt

1) B.  .1:Clawson, J. Inf. Dis. Vol. 53, p. 157, 
1933. 2) B. J. Clawson, J. Bact. Vol. 29, p. 
32, 1935. 3) A. B. Baker, Amer. R. Tbc. Vol. 
31, p. 54, 1935. 4)  2ft(*), Artrati. 3060

  3064  X.  H6  411  12  If. 5) McJunkin, Amer. 
Rev. Tbc. Vol. 9, p. 464, 1924. 6)  MN,  EM, 

 4S. 6  at  15*. 7) A. Saenz, 
Comt. Rend. Soc. Biol. T. 120, p. 870. 1935.  8)



1544 工藤=結 核 二於 ケル 「ア レル ギー」ノ本態蚊 二免疫 トノ關係 二關スル研究 【第16巻

A.Saenz,Comt.Rend.Soc.Biol.T.120,p.

1050,1935.9)A.Saenz,Comt.Rend.Soc.

Biol.T.124,P.338,1937.10)A.Saenz,Comt.

Rend.Soc.Biol.T.124,P.1161,1937.11)A.

Saenz,Revued'fmmunol.T.3,P.530-541,1937.

12)E.Couland,Comt.Rend.Soc.BioLT.119,

P.368,1935.13)E.Laglange,Comt.Rend.

Soc.Biol.T.120,P.390.1935.14)G.Hensel,

Beitr.Klin.Tbk.Bd.91,S.442,1938.15)

Boquetu.Laporte,Comt.Rend.Soc.BioLT.

124,P・1159,1937.16)井 上 達,岡 山 留 學 雑 誌 ・

第43谷8號.昭 和6年.17)渡 邊 朱 一.輻 岡

署 科 大 學 雑 誌.第25巻.1頁.昭 和7年.18)草

場 幹 人,第12同 聯 合 微 生 物 學 會 総 會 演 説 集.

19)A.Besredka,Zschr.f.Immunitatsf.Bd.21,

S.77,1914.20)MillerandZinsser,Proc.

S(〕(・.BiolandMed.Vol.3,p.134,1916.21)

M.A.Wilson,J.Immunol.Vol.3,P.345,1918・

22)S.A.Petroff,Amer.Rev.Tbc・Vol・2,P・

523,1918.23)Fleischeru.Ives,Journ.La・

borat.&Klin.Med.Vol.3,p.302,1918.24)

F.Klopstock,H.Kδster,Klin.W.Bd.5,S.

1415,1926.25)鴻 上 慶 次 耶,結 核.第1巻 ・

343,526,720,787頁.大 正12年.26)鴻 上 慶 次

郎,結 核 ・第14巻 ・45頁 ・昭 和11年 ・

谷 川,東 風,東 京 署 誌..

年.28)戸 田 忠 雄,實 地 署 家1・ 臨;171〈・

1頁.昭 和13年.29)E.Hedva11,

Tbk.Bd.60,H.2,1931.

f.Tbk.Bd.67,S.48,1933.

27)長

2993號.2153頁.昭 和11

盤第

ゐ
30)H.Selter,Zschr.

31)W.Pagel,J.

ofPath.andBact.Vol.44,p.643,1937.32)

H.H.Kalbfleisch,Beitr.Klin.Tbk.Bd.70,H.

4-5,1928.

第四編

1)R.Kod1,D.M.W.16Jahrg.S.1029,1890.

2)R.KocL,D.M.W.17Jahrg.S.1889,1891.

3)E.Ldwenstein,Vorlesungen廿berTuberku・

lose,S.309.1920.4)M.J.Rosenau,J.F.

Anderson,Jour.Med.Res.Vol.16,p.381,1907.

5)Baldwin,VorlesungenUberTbkvonL6wens。

tein.6)A.K.Krause,VorlesungenUberTbk

vonL6wenstpin.7)A.Sata,Zsで ・hr.f.Tbk.

Bd.18,S.1,1911.8)E.Ldwenstein,Han一

文

dbuchd.Kolleu.Uhlenhuth.1928.9)E.

Ldwensteinu.RapporちZschr.f.Tbk.Bd.5,

1904.10)E.Friedberger,S.Mita,Zschr.f.

Immunit翫sf.Bd.10,S.453,1911.11)LδfHer,

Handbuchd.Path.Mikroorganism.(Kolleu.

Uhlenhuth).Bd.V,2,S.862,コ928.12)S.A.

Petro鉦,F.W.Stewart,J.Immunol.Vol.10,p.

677,1925.13)v.Pirquet,M.M.W.S.1457,

1906.




